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教育データを利活用するために  

 

遠山紗矢香  

 

要旨 

 子どもたちが 1 人 1 台の端末を携えて，クラウドサービスを活

用しながら学校内外で学ぶことができる時代が到来した．こうした

環境は学びに関するデータ（教育データ）について，学習の結果だ

けでなく学習の過程で起こっていることを記録することも可能に

する．教育データ利活用が有する可能性に対して社会的な期待が高

まっている中で，膨大になり得る教育データの何をどのように保存

し，有益な形で利活用するかについては議論が待たれている．そこ

で本稿では，先行事例の検討を通じて，教育データ利活用の具体的

なあり方を展望する．また，より良い教育データ利活用のためには，

良質な教育実践を仕掛けることが大前提となることを確認する．そ

のうえで，人の学びの質をより高める目的での教育データ利活用を

実現するうえでの原則を提案する．  

 

キーワード：教育データ，GIGA スクール，クラウドサービス，学

習過程  

 

1. 教育データ利活用に対する気運の高まり 

1.1.  関係府省庁の動向  

2022 年 1 月 7 日に，デジタル庁から「教育データ利活用ロード

マップ」が策定された旨の報道発表があった（デジタル庁，2022）．

これは，児童生徒に対する学校等での教育場面において記録された

教育・学習に関する様々なデータを蓄積し，教育の更なる改善へと
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役立てることを目的としてまとめられたものである．この背景には，

文部科学省による「GIGA スクール構想」（文部科学省，2019）があ

る．これによって，児童生徒が 1 人 1 台端末を用いて学習し，そこ

での教育に関するデータを端末本体ではなくクラウド上に記録す

るようになったことで，教育データの蓄積と横断的分析が技術的に

可能になったと言える．   

折しも日本の大学では，「ビッグデータ」と呼ばれる大量のデー

タの中から新たな価値を見出すためのリテラシー教育としての「デ

ータサイエンス」教育が一斉に開始されようとしていた頃でもあっ

た．社会的には，政治に対して「証拠に基づく政策立案」 (Evidence-

Based Pol icy Making)」を市民が一層強く期待するようになったこ

とや，医療場面での電子カルテシステムの導入促進とともに「根拠

に基づく医療」(Evidence-Based Medicine)  に対する一層の期待の高

まりがみられていた頃でもあった．また昨今では，預金の代わりに

自身の行動ログなどのパーソナルデータを預け入れ，そのデータを

銀行が運用することによって利益を生み出す「情報銀行」と呼ばれ

る仕組み（総務省，2017）でも，教育データの取り扱いが議論され

始めたところでもある．  

こうした各省庁の動きから考えれば，教育場面においてデータの

利活用を推進することが期待されるのは自然な流れと捉えられる．

一方で，教育データを取り扱う場合には，どのようなデータを取得

するのか，どのように活用するのか，といった点において慎重な議

論が求められるところでもある．後述するが，教育データでは一意

の基準値を設けることが極めて難しい．基準値がないならば，どの

ようなデータを記録すべきかが定まらないため，記録対象のデータ

は何にするかの議論がまず必要になる．また，教育データには家庭

環境の影響や子どもの発達的特性が少なからず反映されることや，

教育データの活用方法によっては子どもの進路選択にも影響を及

ぼすことから， ELSI の観点で検討することも重要である（加納，

2022）．国や自治体をあげて教育データの利活用を推し進めるとな
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れば，誰がデータを管理するのか（どの自治体あるいはどの機関が

Control ler となるのか）を決めることも必要だが，その決定のため

には，そもそも教育データを集めて何をしたいのかについて明確に

する必要がある（鈴木， 2022）．その決定の過程では，データ閲覧

権者をどのように限定し，どのような範囲でデータ活用を許容する

かについても検討が進むと考えられる．  

「教育データを集めて何をしたいのか」については，現在も文部

科学省の「教育データの利活用に関する有識者会議」 1や各種学会

等において議論が進められているところである．同会議においては，

子ども達の「主体的・対話的で深い学び」（文部科学省， 2017）を

よりよく実現するために ICT がいかに活用できるかを考える，つ

まり実現したい学習活動を見据えたうえでそれを実現するための

技術の活用方法を考える「 Pedagogy f i rs t ,  technology second」（文部

科学省，2020;  白水，2020）を前提とすることが繰り返し確認され

ている．これは，技術が先行することによって「記録しやすい」デ

ータや，「変化が見えやすい」データを偏重することを避けるのは

もちろんのこと，かつ得られたデータを教育目標に照らして客観的

に評価するためにも必要不可欠な観点である．  

 

1.2.  教育データの評価の難しさ  

医療場面における体温や血圧といったデータは，日々の測定結果

を基準値と照らし合わせることで，健康状態を推し量るための情報

となる．一方で教育データは，体温のように測定対象とするデータ

も，37.5 度以上ある場合は登園・登校を見合わせるというような評

基準値も多様である．  

「掛け算の九九は小学校 2 年生で学習するのだから，3 年生以上

の子ども達に対して九九のテストをすれば，算数の学習がどのくら

 

1  教育データの利活用に関する有識者会議．

h t tp s : / / w w w. m ex t .g o . jp / b _ m en u / s h in g i / ch o u s a / s h o t o u /1 5 8 / i n d e x . h t m l  
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いうまくいっているかを評価できるのではないか」といった意見も

あると推測される．たしかに，小学校 2 年生の段階で確実に九九を

暗唱できるようになったかどうかを評価することは可能である．し

かしながら，暗記している知識を思い出すことよりも場の状況に応

じて問題解決の方法を作り出すことができることが重視される現

代において，九九を暗記しているかどうかをテストすることにどの

ような意義があるかは，検討しがいのある論点である．したがって

現代的な学習観を前提とした場合，子ども達のどのような学習場面

において何を記録し，そのデータをどのような基準で分析するのか

についても問い直しが必要となる．  

Pel legrino（ 2018）は「評価の三角形」を通じて，データのみを集

めても妥当な学習評価を行うことが困難なことを「認知」・「観察」・

「解釈」という 3 つのキーワードを用いて説明した．「認知」とは，

学習者の理解の状況や何をどのように考えているのかなど認知の

状態を表す．この「認知」を，評価者が誤りなく全て捉える方法が

あれば話は早いが，残念ながらそのような方法はない．このため，

学習者には九九の問題を解いてもらい，評価者はその解答を見るこ

とができるようにするなどの工夫を通じて，学習者の認知状態を

「観察」可能にする．「観察」によって得られたデータは学習評価

を行う者が「解釈」するが，このときに評価者がどのような考えを

持っているかによって，解釈結果は異なり得る．  

先ほどの九九の例で考えると，九九を暗記することが大事だと考

える評価者であれば，九九の暗記問題で正答が多ければその学習者

を高く評価すると考えられる．一方で九九の暗記よりも，九九を使

って文章問題を解くことができるような知識の活用を大事だと考

える評価者であれば，九九の暗記問題で正答が多いことのみを以て

学習者を高く評価することはしないだろう．知識活用を重視する評

価者であれば，「観察」の時点で九九の暗記問題ではなく，文章問

題を出題する可能性もある．つまり，学習者の「認知」全体からす

ればごく一部でしかない「観察」結果であるからこそ，「解釈」を
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行う立場の者が予め持っている学習観，つまり，どのような人の学

びが素晴らしいとみなすのかが，評価結果に大きく影響する．ただ

し学習観については，数多の研究知見が日々積み重ねられている一

方で，客観的な裏付けのない素朴な学習観も少なくない（益川，2022）

ことに注意を要する．  

 

1.3.  教育データを取得する手段  

冒頭で述べた「GIGA スクール構想」によって，日本全国の小学

校・中学校では，1 人 1 台の端末が配備された．また，各学校は高

速インターネット回線へ接続された．これらによって，児童生徒は

1 人 1 台端末を通じて，様々なデジタルサービスを使用可能となっ

た．先述したクラウドサービスもその 1 つである．政府関係府省で

のシステム調達における原則となっている「クラウド・バイ・デフ

ォルト」の考え方が GIGA スクール構想にも適用されたことで，

様々な教育データがサービス提供ベンダーや端末の OS などの違い

を超えて集約されることとなった．子ども達 1 人ひとりにクラウド

サービスのアカウントが貸与されたことで，それぞれの子どもの学

びの記録を個人と紐づけた形で蓄積することが可能となった．これ

により，子ども達が紙のノートやプリントに自分の考えを記録した

り練習したりしたものを子ども達自身が手元で管理していた時代

と比べて，できることが大きく変わった．教師はノートやプリント

を回収する手間をかけることなく，子ども達の学びの記録を縦断

的・横断的に確認することが可能となった．サービスの契約内容に

依存するが，教育サービス提供元も教師と同じように，自社サービ

スを使用している子ども達の学びの記録を参照できるようになっ

た．  

これまで使用されてきた紙の教科書に代わってデジタル教科書

の活用範囲が広がっていることや，副読本やドリルなどの教材がデ

ジタル化されていることは，子ども達の学びの履歴を記録する機会

を広げている．こうしたサービスとして近年注目されているものの
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1 つに「AI ドリル」が挙げられる．一般的に AI ドリルでは，各教

科において児童生徒の学習定着をはかるうえで解くべき様々な問

題が蓄積されており，提示された問題に対する児童生徒の回答の正

誤によって，次に提示される問題の種類が変化する．各問題に対す

る回答の正誤だけでなく，回答までに要した時間，回答日時などを

記録することも可能であり，教師は児童生徒のデータを一覧表示す

ることができる．1 人 1 台端末を活用することによって，児童生徒

は自分のペースで問題を解き進めることができる．つまり，自律的

に学習を進めることができる児童生徒が「浮きこぼれ」てしまうこ

とを防ぐうえで利点があると考えられる．  

一方で，自分で学習を進めることが困難な児童生徒については検

討を要することを示した研究成果もある．益川・稲垣（ 2021）は，

小学 5 年生が 1 年間使用した算数科の AI ドリルのデータを分析し

た結果，成績上位者は計算をくり返し解いて学習を進めていくが，

成績下位者は問題に解答することを途中で諦めていたことを示し

した．つまり，AI ドリルの使用のみでは学習を継続できない学習

者も存在したということである．また，益川・稲垣（ 2021）では，

分析対象とした AI ドリルでは文章問題が少なかったことも指摘さ

れている．このため， 1 人で AI ドリルを使って問題を解き進めら

れた学習者であっても，文章問題が数多く出題される AI ドリルを

使った学習では状況が異なる可能性がある．さらに，回答途中に書

かれたり消されたりした部分を評価する機能は無いことが一般的

であるため，最終的な回答の正誤を評価対象として，次に出題する

問題が決められている．したがって，児童生徒の回答が誤答だった

場合に，考え方が誤っていたのか，単純なケアレスミスによる計算

間違いだったのかといった差異は，システムの内部で検討されてい

ない可能性も残る．  

教育データを構成するデータの種類については，日本学術会議か

ら「教育のデジタル化を踏まえた学習データの利活用に関する提言

-エビデンスに基づく教育に向けて -」（日本学術会議， 2020， p.3）
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に示されている．これについて特筆すべきなのは，ドリルやテスト

の回答正誤といった学習成果だけでなく，学習過程で生じるデータ，

つまり AI ドリル等の学習支援システムの使用履歴等も教育データ

として想定されている点である．日本学術会議の整理に照らせば，

回答の正誤が一意に定まる問題のみを出題したり，文章問題の数を

少数に限定していたり，学習者の記載した途中式を評価しなかった

りといった AI ドリルは，人の学習過程で生じるデータのうち限ら

れた一部分のみを取得していると考えるのが妥当である．我々にと

って身近になってきた AI ドリルだからこそ，学習者のどのような

部分に焦点を当ててデータを集めているのかについて客観的に捉

える必要がある．  

 

2. 教育データの利活用事例  

以下では教育データ利活用の方法を志向した先行研究を例に，そ

こではどのようなデータが記録され，いかに評価されていたかにつ

いて検討する．  

 

2.1.  問題解決場面設定とその理論的背景  

 ここで紹介するのは，遠山・白水（ 2017）の研究で報告された協

調学習の事例である．この研究では，2 人以上で話し合いながら問

題を解くことが，学習者にとって問題に正答するためにどのように

寄与するのか，また問題に正答できるようになる過程ではどのよう

な話し合いが行われていたのかが検討された．対話研究には数多く

の先行研究がある中で，この研究では話し合いが参加者の理解を深

め る 上 で 役 に 立 つ こ と を 示 し た 先 行 研 究 （ Shirouzu,  Miyake & 

Masukawa,  2002）を理論的背景に据えて実施された．理解の深まり

が実際に確認できたのかを検討するための枠組みとして， Clement  

(2008) や三宅・三宅（ 2014）の説明モデルが参照された．Clement

や三宅らの主張は，学校で学ぶような抽象的な原理・原則に関する
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知識を様々な状況に応じて活用できるようになるためには，原理・

原則を丸暗記するだけでなく，日々観察したり経験したりしている

ことと関連付けて理解することが重要であるという指摘である．  

研究では，全国の公立小学校 6 年生の児童 110 名を対象として，

算数の問題を 2 名で話し合いながら解いてもらい，その解答の正誤

と問題を解く様子の両方が記録された．問題は，公立小学校の 6 年

生の既有知識で解ける範囲の問題であり，正答率が 30%程度と低か

った問題が選ばれた．具体的には，平成 19 年度，平成 24 年度，平

成 26 年度にそれぞれ実施された「全国学力・学習状況調査」2の算

数 B 問題 3として出題された問題から 3 つが選ばれた．正答率が

30%程度の問題を選択したのは，児童が 1 人では解けない問題で，

何らかの支援があれば解けるようになる可能性があると期待でき

る問題を使用するためだった．また，3 種類の問題を使用したのは，

問題の種類によって傾向が異なるのかを調べるためであった．  

 問題解決場面ではまず，児童が 1 人で問題を解いた．これは児童

が 1 人でその問題を解くことができるか，それとも 1 人では解く

ことができないかを調査する目的で行われた．次に，児童は近くに

座っていた別の児童と 2 人組になって，1 人で解いたものと同じ問

題を今度は話し合いながら解いた．これは，話し合いによって 1 人

で解いた場合から解き方が変化するかを観察する目的で行われた．

最後に，児童は再度同じ問題の解き方を 1 人で実験者に説明した．

これは，話し合いの中で共有された解き方や考え方について児童が

どの程度「腑に落ちて」いたのかを調べる目的で行われた．ただし，

最後の手続きは調査対象者のうち一部に対して実施した．  

  

2.2.  問題解決の「結果」  

 結果として，期待通り，正答率は 1 人のときと比較してどの問題

 

2  全国学力・学習状況調査 h t t p s : / / w w w.n i e r. g o . jp /k a ih a t s u / z en k o k u g a k u r y o k u .h t m l  

3  A 問題と B 問題に分かれていたのは平成 30 年度に実施された調査が最後であり，

平成 31 年度以降の調査では A 問題と B 問題の区別はなくなった．  
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でも 2 人のときに向上していた．まず，1 人で正答した児童を 1 名

以上含むペアの正答率は高かった．1 人で正答した児童同士のペア

では，ただ正答するだけでなく，自分達の答えが妥当なのかを確か

めるための計算が行われた場合もあった．また，1 人で解けなかっ

た児童同士のペアが 2 人でならば正答した場合もあった．しかし，

2 人で話し合っても正答に至らないペアも見られた．こうした多様

なパターンをまとめるため，児童 52 ペア（調査対象の全児童から

2 トリオを除く）の回答正誤と，各ペアに含まれていた児童の 1 人

での回答正誤を整理した結果，表 1 の通りとなった．また，ペアで

回答したあと，再度 1 人で解き方を説明した児童の回答正誤は表 2

の通りとなった．  

表 1 は，「少なくとも片方の児童が 1 人で正答した場合，ペアの

回答もほとんど正答だった」と解釈したくなる．たしかにペア A と

B ではそのようになっている．表 2 を見ても，これらペアの児童は

ペア回答後に 1 人になっても正しく解き方を説明できていたこと

がわかる．どのようなことがペア A や B で起こっていたかを想像

すると，児童同士が「答えの教え合い」あるいは「互いの答えの確

認」をしていた，などと考えることが可能である．  

一方でペア C とペア D の回答からは，上記の考えに対して反例

があったことがわかる．ペア C は児童の片方が 1 人で正答してい

たが，表 2 を見ると，ペア回答後の 1 人での説明が正しかった児童

は 75%に留まっていたことがわかる．残り 25%は，実は 1 人で説明

するのに十分なほどペア回答に対して納得できていなかった可能

性が指摘される．また，ペア D は児童の片方が 1 人で正答してい

たにもかかわらず，ペア回答が誤答となっている．正しい回答だけ

がペアで採用されるわけではないことがここから示唆される．  

1 人で誤答した児童同士を見ると，ここでも「答えの教え合い」

仮説は棄却される．ペア E は 1 人で正答した児童を 1 人も含まな

かったペアだが，表 1 のペア解答も，表 2 のペア後の 1 人での説明

も，どちらも全員が正しく行うことができていた．つまり，1 人で
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は問題を解くことができなかった児童であっても，対話によって納

得できる正答を作り上げていたと推測される．一方で，1 人で誤答

した児童同士のペアが正答に至らなかった場合もあった．なぜペア

によってこのような違いが生じたのだろうか．  

 

表 1  児童の解答正誤とその組み合わせ  

1 人の解答  
ペアの回答  

ペア数  

(児童数 )  
ペア呼称  

児童 1 人目  児童 2 人目  

正答  正答  
正答かつ  

たしかめ算  
6 (12)  A  

正答  正答  正答  5 (10)  B  

正答  誤答  正答  22 (44)  C  

正答  誤答  誤答  2 (4)  D  

誤答  誤答  正答  4 (8)  E  

誤答  誤答  誤答  13 (26)  F  

 

表 2 ペア活動後に 1 人で説明した解き方の正誤人数内訳 4  

ペア呼称  
再度 1 人で説明した人数  

(ペア内児童数 )  

再度 1 人での説明が  

適切だった人数 (%)  

A  7 (12)  7 (100%)  

B  6 (10)  6 (100%)  

C  28 (44)  21 (75%)  

D  4 (4)  2 (50%)  

E  6 (8)  6 (100%)  

F  20 (26)  0 (0%)  

 

2.3.  問題解決の「過程」  

以下では，1 人で解けなかった児童同士が 2 人でならば正答した

 

4  遠山・白水（ 2017）にて報告した結果を再集計して作成．  
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ペア E について，発話を書き起こして分析した結果を紹介する．児

童 a と b が解いた問題は「あた」という単位を用いて割合を求める

問題であった．具体的には，片手の親指と人差し指を直角に広げた

ときの親指と人差し指の先端を直線で結んだ時の長さを「一あた」，

「一あた半」は一あたを 1.5 倍した長さとしたときに， 4 つの選択

肢の中から正解を 1 つ選ぶという問題である．選択肢として以下

(1)-(4)が図示されており，正解は (4)だった．  

(1)  一あたを 3 等分した 2 つ分までの長さ  

(2)  一あたの長さに 0.5cm を加えた長さ  

(3)  一あたの長さに 1.5cm を加えた長さ  

(4)  一あたを 2 つ分の 2 つ目半分までの長さ  

児童が 1 人で考えた解答は，児童 a が (3)，児童 b が (1)だった．

児童 a は問題文に示された「 1.5」という数字と同じ数字が示され

ている (3)を選んでおり，児童 b は「一個半」という自分の考えに

沿って選択していたものの，「半分」の図を選択する際に誤って (1)

を選んでいた（上記は事後に発話を見て筆者や仲間が解釈したこと

であり，問題解決中の児童ら本人が上記のように述懐したわけでは

ない）．  

児童らの初期の回答が異なっていたところから，各自が自分の考

えの根拠を説明するところから対話が始まった．児童 a は「 1.5（倍）」

という視点から， 1.5 倍を図示するとどのようになるのかを，児童

b と対話しながら考えていた．一方の児童 b は 1.5 倍を「一個半」

と考えていたことから，対話を通じて (4)が正答である可能性に気

付いた．しかしながら自分の手で「一個半」を作ったときに「これ

は 0.5（倍）かもしれない」と迷いを表明した．児童 b は「倍」に

対する理解が曖昧だったと思われる．それに対して児童 a が「一個

半の長さが 0.5 ならば (1)も 0.5 のようなもの」という趣旨の発言を

したことで，(1)が誤答である可能性に 2 人が気付いた．こうして 2

人は自分の両手で「一あた」を 2 つ作って並べながら，「一個半」

の長さは「 0.5」よりも長いこと，1.5 倍は一個と半分であることに
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話し合いを通じて気付いていき，最後には 2 人で迷いなく (4)の正

答を選択した．また，その後に実験者へ解き方を 1 人で説明する際

にも， 1.5 倍と「一個半」が同じであることを踏まえて迷いなく説

明することができていた．  

この例からは，正解を教えられなくても，小学生であっても，話

し合いを通じて正解を作ることが可能だと言える．また児童らは，

問題文として与えられた情報や，自分の手などの物理的な情報をヒ

ントにしながら，情報を比較し関連付けて，算数での学習内容を活

用していたこともわかる．この過程を経たことで，「 1.5」という問

題文中の数字を答えとして採用するのではなく，「 1.5 倍」とはどの

ような長さなのかを具体物で説明することが可能になり，その結果

正解に至ったと考えられる．  

 

2.4.  結果から過程へと後戻りする  

このように，結果を見てから過程を深掘りする「後戻り」的な分

析をしてみると，どのような過程に支えられて表 1 や表 2 のよう

な結果が生じたのかよりよく理解することが可能になる．上記を含

む， 1 人で解けなかった児童同士のペアが 2 人でならば正答した 4

例と，話し合いを経ても正答に至ることができなかったペアの発話

とを比較した結果，違いが見出されたのは，「 1.5 倍」のような数学

的な概念と，「一個半」のような学習者の身体や日常経験から得ら

れる素朴な考えとの間を関連付けていく過程が対話の中にあった

か否か，であった．1 人では正答できなくても 2 人で正答に至った

ペアは，数学的な概念と学習者の身の回りで観察される素朴な出来

事とを，対話の中で丁寧に対応付けていた．一方で，1 人で解けな

かった児童が，上記のような対応付けを対話の中で経験しなかった

場合は，ペア活動後の 1 人での説明に失敗する傾向が見られた．  

上 記 の 関 連 付 け の 過 程 が 起 こ っ て い る か を 観 察 し た の は ，

Clement  (2008) や三宅・三宅（ 2014）が説明している，理解深化の

認知科学的な説明モデルを参照したからこそである． Pel legrino の
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評価の三角形に照らせば，「認知」の部分には理解深化の説明モデ

ルが，「観察」の部分には全国学力・学習状況調査の算数 B 問題の

うちの 1 問を話し合いながら解く過程があったうえで，「解釈」と

しては 2 人で話し合いながら数学的概念と日常経験との間を結び

つけていくような対話が見られた，と言える．  

 なお，遠山・白水（ 2017）は， Pel legrino の評価の三角形で言う

ところの「認知」の部分に「成功するペアほど疑問や建設的批判の

割合が多い」という素朴な考えを据えた場合に，上記の「観察」か

ら何が「解釈」できるかについても検討している．結果としては，

発話に占める疑問や批判の割合は，ペアで問題が解けるかどうかを

説明しなかった．それだけでなく，話者が交代する頻度など機械的

に数えられる他の特徴についても差がなかったことがわかった．同

じデータを対象とした分析であっても，想定する「認知」の部分が

変われば数え方が変わるため結果も変わること，「認知」の部分に

は先行研究で積み上げられてきた人の学びに関する理論を適用す

ることでデータの解釈が支えられ，有意義な考察が生まれることが，

この例からわかる．  

 

3. 教育データを利活用するために  

2 章では，人が対象についてよりよく理解していくことを支え

る目的での教育データ利活用について紹介した．こうした目的での

教育データ利活用においては，次の 3 点に留意することが妥当だと

考えられる．  

 

(1)  起こり得る学習過程を想定する：先行研究で示されている学習

に関する理論に基づいて，どのような学習過程が発生するかを

想定しておく．ただし，我々の想定を超える素晴らしい学習が

発生する可能性があることも視野に入れておく．  

(2)  学習成果から過程へと後戻りする：学習過程のデータが蓄積さ
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れていくのと同時平行でどのような変化が起こるのかを見て過

度に一喜一憂するのではなく，学習過程のデータがいかに学習

成果を物語っているのかを考える．  

(3)  結果からの後戻りを可能にするデータを記録しておく：調査対

象の学習者のうち，誰がいつ素晴らしい学習成果に到達するか

はわからないという見方に立って，広範な学者者の学習過程の

データを詳しく掘り下げられるように記録しておく  

 

上記のような考え方に立脚する場合，機材やサービスの限界に合

わせて記録するデータの種類や範囲を決めることや，学習過程につ

いて手当たり次第にデータを記録しそれらに対してデータマイニ

ングを行うことはそぐわない．また，日々蓄積されていく学習過程

のデータを見ながら過程そのものの良し悪しを判断するのではな

く，ある程度の学びが形成された時点から遡って学習過程のデータ

を見に行くほうが生産的であることも示唆される．ビッグデータを

集めることによって，それらデータの中から法則性を見出すアプロ

ーチとは異なり，人が介在する予測困難な営みを評価するための大

量データの取り方と分析の方法は，これから一層議論が求められる

対象である．  

現代の教育では，決められた問題をできるだけ簡単かつ速く正確

に解く方法を身に付けることよりも，未知の問題に対して知識や経

験，対話などを活用して最適な解き方を見つけることや，そうした

問題を解くことができる能力を身に付けるための学びを主体的に

継続することが重視されている（文部科学省， 2017）．これは，教

育研究に永らく携わってきた Berei ter 氏が言うように，「これまで

誰も見たことがないような学習がある」（三宅・白水， 2003）こと

を想定する立場を取るということでもある．この立場で教育データ

を分析する際には，少なくとも，現時点でどのような素晴らしい人

の学びが観察されており，その学習過程ではどのようなことが起こ

っているのかについての知識が分析の手がかりになる．  
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現状を維持するためではなく，より良い学習を引き起こすための

教育データ利活用を実現するためには，先行研究から得られた仮説

を検証しながら，新たな仮説を生成していく工程が重要になると考

えられる．この工程では，これまでに誰も見たことがない素晴らし

い学習を引き起こすための仕掛けを作ること，つまり教師が学びの

場をいかに整えるかも重要なポイントとなる．都合の良い解釈では

あるが，遠山・白水（ 2017）で観察されたような， 1 人では解けな

かった児童同士が対話を通じて正答を作り上げたことも，実験が児

童にとっての学習機会であったと捉えることができる．先行研究に

基づいて学習場面を設計し，その場で起こった学習過程のデータを

取得し，結果として生起した学びの結果から学習過程を後戻りで検

証することは，学習場面を設計した時点の仮説をより良く作り変え

る上でも役に立つはずである．  
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「 I C T を活用した録画プレゼンテーションの実施と評価」  

 

片瀬  紅実子  

神田外語大学  

 

T h e  U s e  o f  P r e - R e c o r d e d  P r e s e n t a t i o n s  i n  f a c e - t o -

f a c e  C l a s s r o o m  a n d  E v a l u a t i o n  U t i l i z i n g  

I n f o r m a t i o n  a n d  C o m m u n i c a t i o n  T e c h n o l o g y  ( I C T )      

 

K u m i k o  K a t a s e  

K a n d a  U n i v e r s i t y  o f  I n t e r n a t i o n a l  S t u d i e s  

 

 

1 .  はじめに  

 

 2 0 2 0 年、コロナ禍のオンライン授業で様々な制約がある中、

事前録画での学生プレゼンテーション形式を採用した。受講者か

ら概ね好評であったこと、対面授業に戻っても、マスクやアクリ

ル板により発表者の声が届きにくいこと、感染状況が悪くなった

際、オンライン授業への切り替えの可能性も考慮し、 2 0 2 1 年度

以降の対面授業でもオンライン年次と同様の形式を継続した。学

期末アンケートの結果から、対面授業での録画プレゼンテーショ

ン実施について、発表者側・視聴者側、ともに肯定的であったこ

とが分かり、さらに授業参加度や、学生間および教員からのフィ

ードバックの質の向上といった想定外の利点が複数見受けられ

た。本稿では、実施の経緯、実践方法の詳細、対面授業での活用

実践の報告を行う。  

 

「 I C T・デジタル化の必要性」  
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 2 0 1 5 年 6 月の文部科学省による報告書『 S o c i e t y  5 . 0 に向け

た人材育成～社会が変わる、学ぶが変わる～』では「超スマート

社会」とも言われる S o c i e t y  5 . 0 の到来に伴い、「学校や教師

だけでなく、あらゆる教育資源や  I C T  環境を駆使し、基礎的読

解力、数学的思考力などの基盤的な学力や情報活用能力をすべて

の児童生徒が確実に習得できるようにする必要がある。」と論じ

られている。教育の I C T（ I n f o r m a t i o n  a n d  C o m m u n i c a t i o n  

T e c h n o l o g y）化の必要性が強調されるなか、多くの試み・実践

が報告されているが、環境整備・活用状況ともに未だ大きな課題

がある（文部科学省 , 2 0 1 9）。加えて、 2 0 2 0 年度、新型コロナウ

ィルス感染拡大により、大学授業が全国的にオンラインへ移行さ

れたのを機に、ますますその需要が高まった。  

 

「英語学習における I C T 活用の有用性」  

 

 教育全般の I C T 化に加え、外国語の習得においてもその有用性

が報告されている。糸山（ 2 0 1 4）  は「英語などの外国語の習得

においては、個々の学習者の発達段階に合った言語材料と適切な

言語活動を与えることが重要である。つまり、個々の学生のレベ

ルに応じた指導が本来不可欠なのである。しかも、昨今の大学生

の英語に関する能力の多様性を考えても、単なる一斉授業だけで

はそれは無理である。そこで、個別学習に向いているコンピュー

タなどの情報機器の活用でそれを補う必要性が出てきた」とし、

コロナ期以前から、個別学習のみならず、教室内での一斉学習に

おいても個人が所有するスマホ・タブレットの活用を提唱してい

る。全国的にオンライン授業から対面授業へ戻りつつある現在、

コロナ期に生み出された I C T を活用した教育手法を対面学習に取

り入れる意義は大いにあると言えよう。  

 

「録画の有用性」  
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 コミュニケーションスキルの向上におけるビデオ使用の有用性

については多くの研究が報告されている ( G u o ,  2 0 1 3 )。社会的学

習理論で、他人の様子を見ることで学習することが出来るとする

モデリング ( B a n d u r a ,  1 9 6 9 ) は、メディアの発達により映像を

通しての自己モデリング ( D o w r i c k ,  1 9 8 3 )へと発展した（小林

2 0 1 8）。田中（ 2 0 1 8 )の言う「英語でしかも多くの面前で話をす

ることに苦手意識を感じる学習者を比較的多く目にする。そのた

めか、英語コミュニケーションの授業のなかで、特にプレゼンテ

ーション活動を行うとすると、消極的な姿勢を示す学習者が見受

けられる。そういうわけで学習者にとって、また授業者にとって

も、プレゼンテーションの授業はハードルが高い活動の一つであ

るように思われる」ことを考慮しても、プレゼンテーションに録

画を利用することの効果が期待できるのではないだろうか。  

 

2 .実施対象科目「 E n g l i s h  f o r  M u l t i c u l t u r a l  

C o m m u n i c a t i o n  ( E M C )」  

 

本学 M L（インドネシア語・ベトナム語・タイ語・ブラジルポル

トガル語専攻）・ C S K（中国語・スペイン語・韓国語専攻）共通

英語プログラムの選択必科目である「 E n g l i s h  f o r  

M u l t i c u l t u r a l  C o m m u n i c a t i o n  ( E M C )」は、専門分野を英語

で学び、 4 技能の向上を図ることを目的とする半期開講（前期、

後期）の英語科目である。筆者が担当するクラスでは「異文化コ

ミュニケーション（前期）」「世界語としての英語（後期）」を

テーマとし、学期に 2～ 3 回の英語プレゼンテーションを受講者

に課してきた。 2 0 2 0 年コロナウィルス感染拡大により、全学的

にオンライン授業への切り替えを余儀なくされ、プレゼンテーシ

ョンの実施方法について再考する必要に迫られた。本科目は

Z o o m 配信を予定していたが、オンライン授業初年度の学生に、
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短時間でもホストとしてプレゼンテーションをさせるには、技術

的、また通信上の問題発生は不可避であると予想された。とはい

え、ブレークアウトルームでのグループプレゼンテーションとな

ると、教員が全ての発表を視聴・評価することが難しい。レポー

ト形式への変更も選択肢としてあったが、これまでの担当学生か

らはライティング力よりもプレゼンテーション力の向上を望む声

が多かったこともあり、事前録画によるプレゼンテーション形式

を取ることとなった。授業は週 2 回 9 0 分で、インドネシア語、

韓国語、タイ語、中国語、ベトナム語、スペイン語、ポルトガル

語専攻の 3， 4 年生を対象とし、平年 2 0 名から 2 5 名前後で構成

される。なお、 2 0 2 0 年から 2 0 2 2 年度受講者の T O E I C スコア平

均は 5 7 1 から 6 1 6 点で、初級から中級レベルであった。  

 

3 .授業（プレゼンテーション）実施方法  

 

プレゼンテーション実施の大まかな流れは以下の通りである。

尚、課題の提示及び提出は全て G o o g l e  C l a s s r o o m 経由で行っ

た。  

①  学習者間評価・質問用 g o o g l e フォーム作成  

②  評価スプレッドシート（教員用）作成  

③  プレゼンテーション要旨入力用 g o o g l e ドキュメント作成  

④  課題提示（事前録画データ提出用）  

⑤  事前録画プレゼンテーションデータ及び要旨提出  

（学生所有のスマートフォン、タブレット、 P C などを使用）  

⑥  提出された各録画データの動作確認。  

⑦  プレゼンテーション要旨及び、プレゼンテーション動画リンク

一覧（ g o o g l e ドキュメント）作成  

⑧  課題提示（プレゼンテーション視聴時用）  

⑨学習者間評価及び質問用 g o o g l e フォーム提出  

⑩  学習者間評価及び質問をスプレッドシートにまとめ、共有  
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⑪  クラスメートからの質問に対する発表者からの回答提出  

⑫  提出された回答を P D F で共有  

⑬  教員による個別評価の提示  

⑭  対面での講評  

（全体評価及び学生からの感想等をパワーポイントで提示）  

 

3 . 1  学習者間評価・質問用 g o o g l e フォーム作成  

 図 1 は、受講生が動画視聴時に使用する、学習者間評価・質問

用 g o o g l e フォームである。冒頭に視聴時の注意事項、入力内容

等の説明があり、録画データのダウンロード等無断使用禁止に関

する同意項目を設けた。評価項目は「 V o i c e（声の大きさ）」

「 S p e e d（スピード）」「 C o n t e n t（発表内容）」の 5 段階評

価、プレゼンテーションスキルへのコメントと内容に関するコメ

ント、そして発表者への質問の項目を設けた。最後に最も印象に

残った発表への投票と選出理由の入力を求めた。  
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図 1  学習者間評価・質問用 g o o g l e フォーム  

 

3 . 2  評価用スプレッドシート（教員用）作成  

 図 2 は、プレゼンテーションに対する教員評価に使用するスプ

レッドシートである。学習者間評価の評価軸である「 V o i c e」

「 S p e e d」「 C o n t e n t」に、「 L e n g t h（長さ）」「 V o i c e  

I n f l e c t i o n（抑揚）」「 E y e  C o n t a c t（アイコンタクト）」

「 V i s u a l  A i d s（スライド）」「 P o s t u r e（姿勢）」

「 C l a r i t y（明瞭さ）」「 C o o p e r a t i o n（協調）」を加え、段階

評価とコメント欄を設けた。  

 

 

3 . 3  プレゼンテーション要旨入力用 g o o g l e ドキュメント作成  
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 図 3 のフォーマットで学生にプレゼンテーションの要旨入力、

提出を求めた。  

 

 

 

 

 

  

図 3  プレゼンテーション要旨入力用  

g o o g l e ドキュメント  

図 2  評価用スプレッドシート（教員用）  

 

3 . 4  課題提示（事前録画データ提出）  

 3 . 3 で作成した「プレゼンテーション要旨入力用 g o o g l e ドキ

ュメント」「スライドのサンプルフォーマット」「好ましくない

スライドのサンプル」「評価フォーマット（教員用）のサンプ

ル」「 Z o o m 録画動画提出方法」を G o o g l e  C l a s s r o o m で提示し

た（図 4）。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4  課題提示  ( G o o g l e  C l a s s r o o m )  

3 . 5  事前録画プレゼンテーションデータ及び要旨提出  
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 受講者には個人、ペア、グループ発表のいずれかを選択のう

え、 P C か M a c での Z o o m 録画、 P C でのパワーポイント録画、

i P a d でのプレゼンテーション録画アプリ ( K o m o d o  D e c k s ,  

K n o v i o ,  C a p C u t 等 )のいずれかによる顔出しスライドプレゼン

テーションでの作成と、動画データ・要旨を入力した g o o g l e ド

キュメントの提出を求めた。  

 

3 . 6  提出された各録画データの動作確認。  

 提出された録画データを G o o g l e ドライブにアップロードし、

冒頭部分で正常に録画されているか、音声が問題なく再生される

かを確認し、共有リンクを作成した。要旨が適切であるかの確認

も行った。  

 

3 . 7  プレゼンテーション要旨及び動画リンク一覧（ g o o g l e ドキ

ュメント）作成  

 トピックの頭文字、アルファベット順で各プレゼンテーション

の要旨と動画リンクを g o o g l e ドキュメントにまとめた（図

5）。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5  プレゼンテーション要旨及び動画リンク一覧  

3 . 8  課題提示（プレゼンテーション視聴）  
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 授業時間開始時に「プレゼンテーション要旨及びプレゼンテー

ション動画リンク一覧」と「学習間評価・質問用 g o o g l e フォー

ム」を共有した。  

 

3 . 9  学習者間評価及び質問用 g o o g l e フォーム提出  

 教員により手順を説明の後、各自が一覧から動画を選び、プレ

ゼンテーションを視聴した。視聴後、 g o o g l e フォームへの評

価・質問の入力、提出を求めた。  

 

3 . 1 0  学習者間評価及び質問をまとめたスプレッドシートの作成

及び共有  

授業終了後、提出された「学習間評価・質問用 g o o g l e フォー

ム」の「回答」タブから回答内容を反映させたスプレッドシート

（図 6）を作成し、「 V o i c e」「 S p e e d」「 C o n t e n t」 3 つの評

価軸を除き、発表者に共有した。この 3 つは、視聴時にこれらの

点に注意を払うことで、自身の発表においても意識出来るように

という意図で設定されたが、主観や視聴環境によって大きく左右

され適切な評価が難しいことから、発表者への共有は行わなかっ

た。共有方法については、全プレゼンテーション分を 1 枚のスプ

レッドシートにまとめ、各自がコピーを作成できる設定で行っ

た。 B e s t  P r e s e n t a t i o n 選出投票の結果も同スプレッドシート

で発表、共有した。  
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図 6  学生間評価及び質問をまとめたスプレッドシート作成  

 

3 . 1 1 クラスメートからの質問への回答提出  

 クラスメートからの評価及び質問が入力されたスプレッドシー

トの確認、質問に対する回答の入力・提出を求めた。  

 

3 . 1 2 提出された質問への回答を P D F にまとめ、共有  

 提出された各発表者からの回答を 1 枚のスプレッドシートにま

とめ、 P D F に変換、 G o o g l e  C l a s s r o o m で共有した。  

 

3 . 1 3 教員による個別評価の提示  

 教員は授業外で各プレゼンテーションの視聴を行い、前述 3 . 2

で作成された「評価用スプレッドシート（教員用）」（図 2）に

評価を入力、 P D F 化して各学生に G o o g l e  C l a s s r o o m で提示し

た（図 7）。  
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図 7  教員による評価  

 

3 . 1 4 対面での講評  

 教員によるプレゼンテーションに対する評価を G o o g l e  

C l a s s r o o m で各自に提示後、平均点、改善できる点、評価の高か

ったプレゼンテーションのスライド等をパワーポイントにまと

め、プロジェクターに提示し、全体指導を行った。  

 

4 .授業展開  

 

学期中に実施するプレゼンテーションの回数、スケジュール、

事前録画の形式をシラバスに明記のうえ、初回授業で説明を行っ

た。授業の 2 回分をプレゼンテーションの視聴に当て、 2 週間前

にはトピックと事前録画方法を授業内で説明した。プレゼンテー

ションの要旨と録画データの提出締め切りは、事前に割り当てら

れた発表日の前日 2 3 : 5 9 までとした。初回プレゼンテーションセ

ッションでは、受講者が全員教室に集まり、教員からの指示のも

と、「プレゼンテーション要旨及び動画リンク一覧（図 5）」か

らプレゼンテーションを 5 つ選択し、イヤホンと i P a d で視聴し

た。 2 回目以降のセッションでは、授業時間内に行うことを条件
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に、教室外での視聴も認めた。時間内に 5 つのプレゼンテーショ

ンの視聴・評価が終わらない場合、次回授業までの課題とした

（図 6）。教員から共有される学習者間評価・質問を各自が確

認、質問へ回答、提出することを課題とし、集めた回答は教員か

ら再び受講者に共有された。その後、教員による個別評価・コメ

ント（図 7）及び、授業内での全体評価・コメントを経て、次回

プレゼンテーションへと準備を進めた。  

 

5 .アンケート調査  

 

2 0 2 2 年度前期選択必修科目、 E n g l i s h  f o r  M u l t i c u l t u r a l  

C o m m u n i c a t i o n  3 : I n t e r c u l t u r a l  C o m m u n i c a t i o n において

学期末に録画形式のプレゼンテーションについてのアンケート調

査を実施し、受講者 2 5 名から回答を得た。回答結果から、コロ

ナ禍 3 年目でも、録画形式のプレゼンテーション経験者は半分に

とどまり（図 8）、アンケートに回答した受講者は、対面授業に

おける事前録画式プレゼンテーションに対して 9 2％が好意的であ

ることが分かった（図 9）。  

 

 

 

図 8「この授業以前にプレゼンテーションを録画で行ったことがある。」  
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図 9「録画形式でよかっと思いますか？」  

また、 8 7 . 5％がデータ提出前に自分のパフォーマンスを確認し

（図 1 0）、 8 3 . 3％が事前に確認するべきであると回答した（図

1 1）。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 0「録画したプレゼンテーションビデオを自分で見ましたか？」  
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図 1 1「自分の録画したプレゼンテーションをみるべきだ。  

事前確認が必要と回答した理由としては以下のような回答があ

った。  

 

「プレゼンテーションしている間は話し手としてしか見れないですが、後

で見直すことで客観的に見た時の問題点にあらかじめ気づくことができ

ると思うからです。」  

「勉強で復習するようにプレゼンも復習するべきである。」  

「あらかじめ先生に与えられた評価基準と照らし合わせることで改善点が

見つかるかもしれないため。」  

「自分のプレゼンを見るのは基本的に嫌ではあるが、見なければ良し悪し

がわからないから。少し時間が経った時にみるとより下手なプレゼンだ

なと分かったりする。」  

 

実際に、 8 3 . 3％が 2 度以上録画を行ったと回答した。（図

1 2）「対面のプレゼンテーションに比べて、クラスメートから詳

細なフィードバックがあった。」にも 8 0％が肯定的な回答をし

（図 1 3）。 8 8％が「対面のプレゼンテーションよりも発表者に

質問がしやすかった。」という問いに対して肯定的な回答だった

（図 1 4）。  
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図 1 2「学期を通して、各プレゼンテーションについて、録画した回数は何

回ですか？」  

 

図 1 3「対面のプレゼンテーションに比べてクラスメートから詳細なフィー

ドバックがあった。  
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図 1 4「対面のプレゼンテーションよりも発表者に質問がしやすかった。」  

質問がしやすかった理由としては  

 

「咄嗟に思いつかないことが多いので、録画の方が「あ、そういえば」と

思い出すことがあるから。」  

「 I ' m  n o t  g o o d  a t  a s k i n g  q u e s t i o n s  i n  f r o n t  o f   

e v e r y o n e .」  

「直接だと躊躇いの気持ちが出てしまうので質問しやすかった。また質問

を受ける側もじっくり考えたり調べた上で回答できる。」  

「匿名であるため、他の人が自分の質問についてどう思っているか気にす

る必要がないため気軽に質問できる。」  

 

などが挙がった。設問「対面のプレゼンテーションの方がい

い。」に対しては 5 2％が否定的な回答（対面がいいとは思わな

い）を行い、肯定的な回答（対面がいい）は 4％に留まった（図

1 5）ことから、対面授業においても事前録画型プレゼンテーショ

ンに対して否定的な受講者は少なかったことが分かった。『対

面』がいいという理由としては「人前で話し練習の機会になる」

「録画よりリラックス出来る」「資格情報が多く得られる（アイ

コンタクト・ボディーランゲージが見やすい）」「他の人のプレ

ゼンを聞いてここ少し情報を加えたほうがいいなどと直前で直す
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ことが出来る」などがあり、『録画』がいいという理由には「オ

ンラインだと何度も満足いくまで取り直せる」「質問なども周り

の目を気にせずできる」「録画だとあまり緊張せずにプレゼンで

きる」「録画の方が確実にみんなからフィードバックをもらうこ

とができる」「聞き逃したところを何回でも再生できる」「コロ

ナ禍なので、対面で密集して行うよりは事前に録画しておいた方

が感染も防げる」「アクリル板でスライドが見えづらかったりす

るし、マスクでうまく聞こえなかったりするから」「（対面だと

全ての発表を見る事になるので）プレゼンの数が多すぎてあまり

効率的ではないと思うから」があった。「視聴するプレゼンテー

ションを選べるのがよかった。」という設問には 9 2％が肯定的な

回答をした（図 1 6）。  

 

図 1 5「対面のプレゼンテーションの方がいい。」  
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図 1 6「視聴するプレゼンテーションを選べるのがよかった。」  

 

6 .おわりに  

 

 本稿では、対面授業における事前録画形式のプレゼンテーショ

ン実施の経緯、実践方法の詳細、活用実践の報告を行った。アン

ケート結果から、受講者は実施の意図を汲み、概ね肯定的に捉え

ていたことがわかり、従来の対面プレゼンテーションには無い利

点も多くあったことが明らかとなった。学生側の難点として、デ

ジタル機器に通じていないと動画作成に時間を要すことがあるた

め、難しい場合は顔無しのデータも認めたが、全員が指示通りに

作成することが出来た。また、アイコンタクトやボディーランゲ

ージを生かしにくい点に関しては、プレゼンテーションスキルに

特化した科目ではないため、妥協しうると考えた。逆を言えば、

対面でのプレゼンテーションスキル向上のために 、録画形式を取

り込み、その練習の先に対面での発表を設定することも選択の一

つとなりうるだろう。対面でのプレゼンテーションに比べれば、

初年度は教員側の事前準備の負担は多かったが、資料は一度作成

すれば以後流用出来るものであり、それ以上に学習効果があった

と す れ ば 、 実 践 の 価 値 は あ っ た と 言 え よ う 。 野 口 （ 2 0 2 0 ） は
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2 0 1 8 年度の総務省の調査結果を受け、「インターネット元年から

2 0 年余りの間に，インターネットに接続する端末や利用目的に関

してすでに世代間での違いが生じている。教師が生徒に効率的な

指導を行うためには，スマートフォン，ノート型 P C，タブレット

型 P C  などについて，それぞれの用途や操作方法をよく理解して

いる必要がある」としている。学生と教員の双方が教育の I C T 化

に取り組んだ時、それまでに蓄積したアナログでの手法を生かし

たうえで、これまで以上の成果を生むことを期待したい。  
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REVISITING INTERPRETATION CLASS AS 
EFFECTIVE LANGUAGE LEARNING CONTEXT  
Taeko Shibasaki 

ABSTRACT 

Since the Ministry of Education, Culture, Sports, Science, and Technology 
(MEXT) has promoted communicative language teaching (CLT) 
methodology, incorporating students' first language (L1) in English 
classrooms has been a controversial issue in the Japanese English as a 
foreign language (EFL) context. However, it is a matter of grave significance 
that despite the movement, researchers continue to stipulate a lack of target 
language use in overall Japanese EFL classrooms. It is reasonable to assume 
that such a situation, in which everything must be conducted in English, is 
somewhat pie in the sky. It is argued that the change in Japanese English 
education is impeded due to some restrictions, such as a lack of teachers' 
language competence and skills to teach English only (EO) classes (Barker, 
2018). Also, some scholars argue that the educational system in which 
students are forced to prepare for entrance exams, which is one of the traits 
in Japanese EFL contexts, hinders the change. Though holding maximum 
second language use in the classroom as the principle for improving students' 
target language mastery, this paper sheds light on the intentional use of 
students' first language, Japanese. The author thinks incorporating 
interpreters’ training methods to the lesson could give a solution to the 
rampant use of Japanese in the classroom. Through interpreting training 
methods, students can gain the chance to have English input and output, 
which is vital for language acquisition to occur. This paper intends to give 
implications on ways to conduct effective EFL classrooms through 
interpretation training.  

INTRODUCTION 
In response to globalization, using English as a medium of instruction (EMI) in English 
classes has been promoted for decades under the leadership of the Ministry of Education, 
Culture, Sports, Science, and Technology (MEXT), and the movement grew increasingly in 
the event of hosting the Olympics. Nonetheless, English as a foreign language (EFL) 
classrooms in Japan have seen little change. (Barker, 2018; Brennan, N.D.; Holthouse, 2006; 
Kikuchi & Browne, 2009). The fact that many EFL classrooms in secondary schools are still 
conducted mainly in the first language (L1) is deeply concerning from a second language 
acquisition (SLA) standpoint (Shibasaki, 2021). There have been many criticisms in the 
literature that the low language competence of in-service teachers or lack of teacher 
education in Japan inhibits the movement of changing the classroom to a communicative, 
language-rich space (Barker, 2018). In addition, it is also true that in secondary education in 
Japan, students and teachers are busy preparing for examinations. There is no denying that 
both students and teachers are reluctant to engage in actual language usage because of it. As a 
consequence, the situation that EFL classrooms in Japan lack second language (L2) input has 
remained unsolved. To end the ongoing situation, measures that could create a classroom 
where the use of L2 is necessary and convincing would be essential. Also, for the measure to 
be sustainable, a successful L2 self-image in the future, that is not only based on the 
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successful outcome of examinations would be needed. Regarding this argument, the author 
believes that it can be achieved by maximizing English input while regarding students' L1 as 
a necessary tool to allow students' comprehension, which at the same time, answers the needs 
to raise students’ language skill in a multicultural perspective (Ramsden, 2018). In that sense, 
recently, interpreting training has been considered a valid way to help average Japanese 
English learners (Els) develop their language competence (Komatsu, 2005,2012a, 2012b, as 
cited in Morizumi, 2018). Morizumi (2018), in her study, further mentions that thanks to 
many commercial textbooks written by interpreters, many ELs look up to them as learner 
models and thus, interpreting training has gained enough popularity to convince many 
Japanese ELs. Therefore, if incorporated in the lessons, the methods could offer students a 
meaningful language leaning and usage opportunity. Through the interpreting training, 
students can envision successful L2 selves carrying out the real-life tasks of interpreters, as 
well as gain the skill to study better, and practice English in effective learning space through 
controlled L1 and L2 usage occasions. By incorporating the interpreting training, the issue of 
rampant use of L1 by the teachers and students could be solved and hence, increase the L2 
input and output. The author will introduce how interpreting training could offer language-
rich opportunities giving one of the lesson plans as an example. 

STUDENTS’ PERSPECTIVE ON SUCCESSFUL L2 SELVES  
It is said that learners who possess a strong ideal L2-self acquire L2 more comprehensively 
than those who do not. Motivation is a vital factor in language learning (Aoyama, 2019). In a 
context like Japan, where language usage is very limited, it is challenging to develop students’ 
motivation to learn the target language in that regard. Many students have difficulty 
envisioning themselves using their L2 in the future and, therefore, could easily lose their 
motivation. In such a situation, the discrepancy between their current situation and desired 
image could impede students’ language learning. If, as Aoyama (2019) argues, students with a 
smaller gap between their ideal future image and their current situation are more likely to be 
motivated language learners, it is necessary to create an environment in the classroom where 
students can have a positive self-image of using the language. Otherwise, students may be 
inclined to focus on test-preparation. In the highly examination-oriented Japanese education 
system, it is vital to create an environment in the classroom where students can engage in the 
target language with a successful image of themselves being “language users” other than being 
successful in examinations. In that sense, interpreters have a steady reputation for being 
successful language learners in Japan.  
 
As mentioned earlier, recently, interpreting training methods have gained enough popularity 
among ELs in Japan. In fact, according to a small survey conducted for 28 students in the 
author’s classes, most students find it interesting and helpful to engage in interpreting activities, 
such as shadowing: a training method that learners try to repeat the sound as they hear, 
reproduction training: a training which is equivalent to story retelling, sight translation: a 
training which learners interpret the written passage in a loud voice, and consecutive translation 
which students interpret the short speech or some part of the speech from one language to 
another. (Students’ answers on their perception of the activities are presented in Figure 1, 
below.) The author believes that because many students are already familiar with such training 
methods, students can associate interpreters as being successful models of language learners 
who utilize the same L1. Therefore, interpreting training has the potential to create a positive 
environment where students can take advantage of the methods that their role models utilize. 
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Figure 1. Students’ answers on translating activities (English version) 
 
INTERPRETATION TRAINING IN THE CLASSROOM 
As of 2018, 138 interpretation courses were provided in Japanese universities (Morizumi, 
2018). Many interpreting classes offer the course as part of English language education 
(Morizumi, 2018; Takizawa, 2002; Torikai, cited by Tanaka, 2004), not necessarily to train 
future interpreters to-be. Generally speaking, to become an interpreter, one must have a high 
level of proficiency in two or more languages, which Morizumi describes as "one at a mother 
tongue level and the other almost as good." (Morizumi, 2018, p.129) However, in recent years, 
it has become common knowledge that even ELs who do not have such a high-level proficiency 
can learn the method to improve their English language skills. Notably, the courses tend to be 
accepted by students with satisfaction. For example, a program at Kanda University, The 
Translation, Interpretation undergraduate course, is favorably reviewed by the students 
(Shibahara, Sekiya, Silva, and Park, 2012). Also, students perceive the course helpful in those 
courses where the author is involved in the Kanda Institute of Foreign Languages. Concerning 
students' motivation for language learning, it is considered worthwhile to study some aspects 
of interpretation courses that affect students' satisfaction.  

Real-Life Connections 

50%50%

Do you think translating training such as shadowing, 
reproduction, sight translation, and consecutive translation 

improve your language learning?

Generally yes. Very likely yes.

64%4%

32%

Do you like translating training such as shadowing, 
reproduction, sight translation, and consecutive 

translation?

Yes No Neither above

2021-22年度　教育イノベーション研究センター年報｜40



The first aspect that should be argued is that the interpreters' task is a real-life skill, and students 
can think and act like interpreters. As being discussed, role-playing exercises and real training 
that interpreters practice can be a rich opportunity for students to look for connections and 
visualize themselves using English in real contexts. Moreover, as a nature of the training, the 
learning contents of the lessons could be authentic when pulled out from genuine news 
resources. The author utilizes news, podcasts, and YouTube videos suitable to the student's 
language proficiency level for them to experience interpreting training. Because the sources 
are around for access to any audience, some students might know the content already, and thus 
making it easier for them to relate and spark their interest. That way, teachers can offer 
opportunities where students can connect their new knowledge with their prior understanding 
and consequently enhance students' learning (Mims, 2003). The author utilizes news sources 
from NHK, CNN, BBC, Aljazeera, and others in her daily classes. For video clips, she utilizes 
TED Talks and short interviews with famous actors, comedians, and sports players.  

Interpreters’ Training as a Tool for Becoming an Effective Language Learner 
Interpreters' training, such as shadowing, quick response, sight translation, and summarizing, 
can easily be incorporated into students' learning outside the classroom (Morizumi, 2018). 
Apparently, studying English takes time, and once a week classes would not be enough to 
develop their language skills. Students can incorporate the methods that interpreters employ 
for their study at home after being familiarized with the method in the classroom with the 
teacher's support.   

Creating an Active Learning Space 
As mentioned earlier, in the survey the author conducted for her students, many had favorable 
opinions against incorporating interpreter training methods. Below are some of the students’ 
responses to why they think the class is helping them learn better. (Figure 2) 
 

Figure 2. Some of the students’ responses to why they think the interpreting class is helping 
them learn better. 

As seen in the survey above, many students perceive the class to be a place where they can 
practice and use English with classmates through activities utilizing interpreting training 
methods. As a matter of fact, there were a few students who did not like the class because of 
the nature. Those students responded, “I don’t like the class because I am not comfortable 

Q. Why do you think the interpretation class is helping you learn better? 
 
• Because I can learn the words and phrases with my friends through activities. 
• Because I can practice the pronunciation better by speaking to my partner.  
• Because I can actually speak English in the activities. 
• Because I think the words and phrases, I learn in this class are useful in the real 

life. 
• Because I can practice the expressions in different ways with my classmates. 
• Because I think I can comprehend better through the class. 
• Because I like interpreting methods. 
• Because I can think deeper about the topic and therefore, I can memorize things 

better. 
• Because it’s fun when I feel I did well. 
• Because I feel I am using English skills the most in this class. 
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working with others.” Or “I don’t like it because I sometimes have to work with a partner who 
I don’t know so well and, in those cases, the activities and practices does not liven up as I hope.” 
Nevertheless, in interpretation classes, through the activities, teachers can create a space where 
students can collaborate with their classmates to reach each activity's goals. The classes can be 
interactive, and what is more, students can get feedback from their classmates and the teacher 
during the activity. Though it takes a lesson or two for the students to get used to the classroom 
environment, eventually, students will feel safe to make mistakes and, as a consequence, 
promote L2 language use.     

DESIGNING AN INTERPRETATION CLASS 
As mentioned earlier, in many Japanese interpretation classes, the main objective of the courses 
lies in promoting students' language skills rather than raising interpreter candidates (Morizumi, 
2018; Takizawa, 2002). In fact, of those students who participated in the survey in the author's 
interpretation course, out of 28 students, 18 students answered they were not interested in 
becoming an interpreter, 7 students answered that they had not made their decision yet, and 3 
students answered they were interested in the profession. The author designs her interpreter 
training classes on the premise of improving students' English language skills. An example of 
a 90-minute class is given below for reference in that regard. The lesson emphasizes maximized 
L2 input and output with the support of L1, mainly for comprehension purposes. The lesson 
plan was designed based on Ogura's methods in his textbook, Eigo Ripurodakusyon 
Toreeninngu [English Reproduction Training] (2022) and Eigo Samaraijinngu 
Toreeninngu [English Summarizing Training] (2022). 
 

Reproduction Exercise (45 minutes) 
Group Activities Language use 

• Whole Class 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
• Pairs 
 
 
 

• Listening 
1. Teacher shows the key questions 

regarding the news content. 
2. Students listen to the news source 

twice. Students take notes as 
needed. 

3. Teacher asks the questions to 
check comprehension. 

4. If students have difficulty 
comprehending the source, the 
teacher will let them listen to the 
sound again as needed. 

  
• Repeating  

1. Teacher gives the handout with 
the vocabulary. Each vocabulary 
has a Japanese translation next to 
it.  

2. Students repeat the vocabulary 
after the sound. 

 
• Quick Response 

1. Students pair up with a partner. 
One student reads out the 

• English  
* The Teacher will write 
the students' language on 
the board. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
• English  
 
 
 
 
 
 
 
• Japanese to English 
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• Whole class 
 
 
 
• Individual 
 
 
 
• Pairs 
 
 
 
Pairs/ group 
 
 
 
 
 

Japanese, and the other gives 
English words to the translation. 

2. Students take turns. 
 
• Shadowing and repeating 
Students will follow the sound and 
practice shadowing and repeating. 
 
• Sight translation 
Students interpret the written Japanese 
passage into English.  
 
• Reproduction 
Students reproduce the news by looking 
at the pictures or their own notes. 
 
• Discussion 
Teacher asks some questions for students 
to think about the topic, and students 
discuss the question with a partner or 
within the group. 
 

 
 
 
• English 
 
 
 
• Japanese to English 
 
 
 
• English 
 
 
 
 

Summarizing Exercise (45 minutes) *A different news source will be used. 

Group Activities Language use 

• Whole Class 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
• Pairs 
 
 
 
 
 
 
• Individual to 

whole class 
 
 

• Listening 
1. Teacher shows the key questions 

regarding the news content. 
2. Students listen to the news source 

twice. Students take notes as 
needed. 

3. Teacher asks the questions to 
check comprehension. 

4. If students have difficulty 
comprehending the source, the 
teacher will let them listen to the 
sound again as needed. 

 
• Quick Response 

1. Students pair up with a partner. 
One student reads out the 
Japanese, and the other gives 
English words to the translation. 

2. Students take turns. 
 

• Listening and summarizing 
1. Students listen to the source 

independently and think about 

• English 
* The Teacher will write 
the students' language on 
the board. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
• Japanese to English 
 
 
 
 
 
 
• English 
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• group 
 
 
 

what should be included in the 
summary. 

2. As a class, go over the story, and 
the teacher will write down on the 
blackboard that students picked 
up as items that should be 
included in the summary. 

3. Teacher will specify the items that 
should be included in the 
summary. 

4. Students will form a group and 
summarize the story.  

5. Then students will form a 
different group and tell the 
summary of the story that his or 
her original group came up with. 

 
• Discussion 

Teacher asks some questions for students 
to think about the topic, and students 
discuss the question with a partner or 
within the group. 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
• English 

CONCLUSION 
Several advantages of incorporating interpreting training methods were discussed. Regarding 
maximizing students’ target language input and output, interpreting training methods could 
offer students a great chance to envision themselves as language users in real-life contexts 
using authentic materials. Also, it makes it possible to give students reasons to use their L1 or 
L2 in different phases of the lesson because of the nature of each method. For instance, in the 
first 45-minute: “Reproduction Exercise” part of the lesson, when students are engaged in 
listening, repeating, or shadowing, the objectives of the methods are to comprehend and 
reproduce the passage in the target language. So, students engage in activities understanding 
and imitating the target language without L1 interference. However, when the lesson moves 
on to the quick response or sight translation part, students need to use Japanese to reproduce 
the English words or sentences because of the training procedure. Consequently, teachers can 
maximize the L2 use by designing and aligning the activities with clear instructions on which 
language to use. A lesson plan utilizing the interpreting training suggested in this paper was 
designed to provide a language-rich environment that offers students as much practice as 
possible. There are times when the teacher hears students conversing in their L1 during the 
L2 activities. In such cases, it is not easy to decide how far the teacher should go in 
regulating the use of languages. However, as long as the use of L1 does not impede the 
objective of the activity, the teacher must be flexible enough to overlook it at first and 
gradually reinforce the use of L2. Through interpreting training, the author believes students 
will be able to have adequate practice with support from peers and teachers and grow as 
effective language learners.   

2021-22年度　教育イノベーション研究センター年報｜44



REFERENCES 

Aoyama, T. (2019). Understanding motivation in the language classroom: Insights from 
complexity perspectives. Journal of the Center for Foreign Language Education, Shimane 
University , 14, 33–43.https://ir.lib.shimane-u.ac.jp/45248  

Barker, D. (2018). Fundamental problems with English education in Japan. 岐阜大学教育学

部研究報告 教育実践研究・教師教育研究 
[Gifudaigakukyouikugakubukenkyuuhoukoku Kyouikujissennkennkyuu 
kyousikyouikukennkyuu], 20, 139-148. https://repository.lib.gifu-
u.ac.jp/bitstream/20.500.12099/75048/1/edu_180020015.pdf 

Brennan, J. (n.d.). University English entrance examinations in Japan. Retrieved February 10, 
2021, from 
https://www.academia.edu/9183468/University_English_Entrance_Examinations_in_Japan 

Carson, E. (2016). EFL student L1 preference changes: Proficiency and time. Focus on the 
learner, 169-177.  

Hall, G., & Cook, G. (2013). Own-language use in ELT: Exploring global practices and 
attitudes. ELT Research Papers, 13(01), 1–48.  

Higher Education Bureau, Ministry of Education, Culture, Sports, Science, and Technology. 
(2012, June 19). Higher Education in Japan. Retrieved February 1, 2021, from 
https://www.mext.go.jp/en/policy/education/highered/title03/detail03/__icsFiles/afieldfile/20
12/06/19/1302653_1.pdf 

Holthouse, J. (2006). The role of the mother tongue in EFL classrooms. 外国語教育フォー

ラム[Gaikokugokyouikuforamu], 5, 27-37 https://www.kansai-
u.ac.jp/fl/publication/pdf_forum/5/027holthouse.pdf 

Krashen, S. (2004). Why support a delayed-gratification approach to language education. The 
Language Teacher, 28(7) 3-7. https://jalt-publications.org/tlt/articles/687-why-support-
delayed-gratification-approach-language-education 

Kikuchi, K., & Browne, C. (2009). English educational policy for high schools in Japan. 
RELC Journal, 40(2), 172–191. https://doi.org/10.1177/0033688209105865  

Mims, C. (2003). Authentic Learning: A practical introduction and guide for implementation. 
A Middle School Computer Technologies 
Journal.https://www.researchgate.net/publication/228395999_Authentic_Learning_A_practic
al_introduction_and_guide_for_implementation 

Ministry of Education, Culture, Sports, Science, and Technology. (2011). The Revisions of 
the Courses of Study for Elementary and Secondary Schools. 
https://www.mext.go.jp/en/policy/education/elsec/title02/detail02/__icsFiles/afieldfile/2011/0
3/28/1303755_001.pdf 

Morizumi, F. (2018). Interpreter Training in English Language Education in Japan. Seikei 
Review of English Studies No.22, 22, 127–153. 
http://repository.seikei.ac.jp/dspace/bitstream/10928/1042/1/eibun-22_127-154.pdf  

2021-22年度　教育イノベーション研究センター年報｜45



Ogura Y. (2022). Eigo ripurodakushon torēningu = English reproduction training: Tankikan 
de hiyakuteki Ni Hanaseru yōni naru. DHC.  

Ogura, Y. (2022). Eigo Samaraijingu Toreningu: Tsuyaku Mesoddo de Jiyu Ni Hanaseru: 
Onsei Dierutsuki. DHC.  

Ogura, Y. (2022). Eigo Surasshu Risuningu Toreningu: Purotsuyaku Kyoka mesoddo 
katsuyo: Onsei Dierutsuki (2nd ed.). DHC.  

Ramsden, T. (2018). Translation in Language Teaching (TILT): Implementing translation 
techniques as effective communicative tools in the language learning/ teaching environment. 
ACTA Humanistica Et Scientifica Universita Tis Sangio Kyotiensis, 51, 249–274.  

Shibasaki, T. (2021). Appropriate L1and L2 use in EFL classroom —Promoting greater 
second language use. 2020 Nendo Gengomedia-Kyouiku-Kenkyusentaa-Nenpo, 4, 49–56. 
https://www.kandagaigo.ac.jp/kuis/cms/wp-content/uploads/2018/04/2020_03.pdf  

Shibahara, T., Sekiya, Y., Siva, R. D., & Park, S. (2012). Translation and interpreting 
education at the undergraduate level. Gengokyouikukenkyu, 22, 173–185. 
http://id.nii.ac.jp/1092/00000938/ 

Takizawa, M. (2002). Interpreter Training Techniques and Their Application as a Tool for 
Language Enhancement. Hokurikudaigaku Kiyo, 26, 63–72. https://www.hokuriku-
u.ac.jp/about/campus/libraryDATA/kiyo26/gai3.pdf  

Tanaka, M. (2004). Tsuyakukunrenhou wo riyoushita daigakudeno eigokyouiku no jissai to 
mondaiten [Current Pedagogical issues in Teaching Interpreting at the Under graduate 
Level]. Japan Association for Interpretation Studies, 4, 63–82. http://someya-net.com/10-
JAIS/Kaishi2004/pdf/04-04-tanaka%28final%29.pdf 

 

 

 

2021-22年度　教育イノベーション研究センター年報｜46



越 境 キ ャ リ ア 教 育 の 実 践  
− ⾼ 専 連 携 に お け る 越 境 学 習 の 取 り 組 み と 教 育 効 果 に 関 し て −  
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はじめに 

⼈ ⽣ 100 年 時 代 が 提 唱 さ れ る 中 、 労 働 者 と し て の キ ャ リ ア は ⻑
期 化 し て お り 、リ カ レ ン ト 教 育 や リ ス キ リ ン グ の 重 要 性 が 唱 え ら れ
て い る 。 ま た 、 2020 年 の 世 界 的 な 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 拡 ⼤ に
伴 い 、⼈ 々 の ラ イ フ ス タ イ ル や 働 き ⽅ に も ⼤ き な 変 化 が も た ら さ れ
て い る 。今 ⽇ の よ う に 社 会 環 境 が ⼤ き く 変 化 し 、社 会 の 不 確 実 性 が
⾼ ま る 中 に お い て 、企 業 は イ ノ ベ ー テ ィ ブ な 思 考 ⼒ と 実 ⾏ ⼒ の あ る
⼈ 材 を 求 め て お り 、そ の よ う な ⼈ 材 育 成 の ⼿ 法 の ⼀ つ と し て 近 年 注
⽬ さ れ て い る の が 越 境 学 習 で あ る 。越 境 と は 、⾹ 川（ 2015）で は「 ⼈
や も の が 複 数 の コ ミ ュ ニ テ ィ を ま た い だ り 、異 質 な ⽂ 脈 同 ⼠ が そ の
境 界 を 越 え て 結 び つ い た り す る 過 程 を 、 さ ら に は 、 そ こ で 起 こ る
⼈ 々 や モ ノ の 変 容 過 程 」と 定 義 し て い る 。ま た 、企 業 ⼈ を 対 象 と し
た 研 究 に お い て 中 原（ 2012）は 、越 境 学 習 の 定 義 を「 個 ⼈ が 所 属 す
る 組 織 の 境 界 を 往 還 し つ つ 、⾃ 分 の仕事・業務に 関 連 す る内容 に つ
い て 学 習・内省す る こ と 」と し 、企 業 ⼈ の 学 び を OJT や OFF-JT で
捉え る の で は な く 、業務を通じた様々 な経験や職場内の他者から の
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気づき や 学 び と 同様、組 織 外 に お け る経験も 重 要 な 学 び の機会 で あ
る と論じて い る 。企 業 の イ ノ ベ ーション を促進させる上で 、越 境 学
習 は ⼈ 材 育 成 ⼿ 法 の ⼀ つ と し て 取 り 組 み 研 究 さ れ て い る ⼀ ⽅ で 、⾼
等教 育機関 に お け る 実践や 研 究 は 、現状⼗分 に は ⾏われ て い な い 。 
 本稿で は 、専⾨学校神 ⽥ 外 語 学 院（以下、本学 ）国際ビジネス キ
ャ リ ア科（以下、 IBC） の 2 年次必修科⽬ 「ビジネス 研 究演習 （ゼ
ミ ）」 で 2018 年 よ り 取 り 組む本学 IBC のゼミ ⽣ (以下、 学 ⽣ )と 、
新潟県上越市に あ る私⽴関根学園⾼等学校特進コ ー ス の 1 年 ⽣ 2
年 ⽣（以下、⾼校⽣ ）が混ざり合い 学 び合う 、越 境 学 習 を ベ ー ス と
し た 越 境 キ ャ リ ア 教 育 の 効 果 を検討す る 。  
 

１ ． 背 景  

 本学 の IBC は 、 2012 年 に開設さ れ 「ゼロから 1 を ⽣ み出せる ⼈
材 」 の 育 成 を ⽬指し 、「多⾓的視点」「⼼の筋⾁」「シス テム思 考×
デザイ ン 思 考 」の 3 つ の能⼒ の 育 成 に 取 り 組んで い る 。学 び の ス タ
イ ル と し て は 、グ ル ープワークや課題解決型授業（ PBL）を多⽤し 、
上記３つ の能⼒ のほかに も 、学 ⽣ の コ ミ ュ ニケーション能⼒ とシェ
アドリ ーダーシップ⼒ の涵養に ⽇ 々 取 り 組んで い る 。IBC が 実践す
る 教 育プロ グ ラムの特⾊の ⼀ つ で あ る 2 年次学科必修科⽬ 「ビジ
ネス 研 究演習（ゼミ ）」（以下、ゼミ ）で は 、定 性調査、定量調査の
⼿ 法 を 学 び 、⽇常⽣活の 中 で問い を⽴て 、グ ル ープ単位で 研 究 に 取
り 組む。 研 究発表会 は毎年 12 ⽉に開催さ れ 、２年間の 学 び の集⼤
成 の場と し て位置づけ ら れ て い る 。  

⼀ ⽅ 、 新潟県上越市に あ る 関根学園⾼等学校は 、 1909 年 関根萬
司⽒に よ り創⽴さ れ 、 2019 年 に は創⽴ 110 周年 を迎え た歴史あ る
私⽴の ⾼校で あ る 。⻑ 年上越 の 中等教 育機関 と し て こ の地域の 教 育
に 取 り 組んで い る 。現在１学 年約 220 名が在籍し て お り 、特進コ ー
ス・進学 コ ー ス・普通コ ー ス の 3 コ ー ス に 分かれ 学んで い る 。「輝
い て ⽣ き る 」 を建学 の精神 と し 、 ⽇ 々 の 教 育活動が ⾏われ て い る 。 

2012 年 よ り筆者 は本学 の キ ャ リ ア 教 育 やビジネス 教 育 の授業以
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外 に 、主に東⽇本の ⾼校⽣ を 対 象 と し た「 ⾼校⽣ の た め の キ ャ リ ア
出張講義 」を 実施し て お り 、現在ま で に 10 年間で延べ 45 校約 9,000
⼈ の ⾼校⽣ が筆者 の キ ャ リ ア出張講義 を受講し 学んで い る 。こ の出
張講義 を通じて 2013 年 に 関根学園⾼等学校進路指導部⻑ で あ る⾦
⽥ ⼤樹教諭と筆者 が出会 い 、 そ の後議論を 重ね、 2018 年 よ り双⽅
の 学 ⽣ と ⾼校⽣ が東京と 新潟を 往 還 し混ざり合い 学 び合う 越 境 キ
ャ リ ア 教 育 の 実践に 取 り 組んで い る 。本稿で は 、こ の 実践を通し た
教 育 効 果 を明らかに す る 。  
 

２ ． 先 行 研 究  

 

２ . １  越 境 学 習 とは   
 ⻘⼭（ 2015）に よ れば、越 境 と い う概念を初め て 提 唱 し た の は 、
⼼理学 者 のエンゲス ト ロ ームだ と さ れ る 。エンゲス ト ロ ームは活動
理論の枠組 みから 越 境 を 提 唱 し た 。 越 境 に 対 す る 学術的議論は 、
1990 年 代以降活発化 し 、経営組 織論、 教 育 学 や⼼理学 などさ まざ
ま な 分野で 取 り上げら れ 、キ ャ リ ア論、活動理論、実践共同体と い
った視点で 研 究 さ れ て い る 。  

⾹ 川 （ 2015） は 、「 越 境 と は互い に とって 異 質 な ⽂ 化 に触れ合う
こ と で 、いったん熟達し た経験（ 実践）の層や そ れ ま で の コ ミ ュ ニ
テ ィ の あ り ⽅ が揺さぶら れ（揺さぶり あ い ）崩れ て い く 過 程 、す な
わち熟達や既存の枠組 み の動揺と破壊が ⼤ な り⼩な り 起 こ る 過 程
で あ る 」 と し 、「 そ こから 新 し い振る舞い ⽅ や コ ミ ュ ニ テ ィ間の 関
係性 を再構築し て い く 過 程 で あ る 」と述べて い る 。そ し て 、越 境 の
対 象 者 は 、組 織 に 所 属 し 働 く ⼈ に限定せず、異 な る状況下を ま たぐ
全て の ⼈ を 対 象 と し て い る 。  

⼀ ⽅ で 中 原（ 2012）は 、越 境 学 習 の 対 象 者 を 組 織 に 所 属 す る 企 業
⼈ と し 、越 境 学 習 の 定 義 を「 個 ⼈ が 所 属 す る 組 織 の 境 界 を 往 還 し つ
つ 、 ⾃ 分 の仕事・業務に 関 す る内容 に つ い て 学 習・内省す る こ と 」
と し 、越 境 学 習 は 、多く の場合就業 時間外 に 組 織 外 の場所 で 個 ⼈ の
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⾃由意志に よ り ⾏われ る ⾏為と捉え て い る 。  
⽯⼭（ 2018）は 、越 境 学 習 の 定 義 を図表 1 の よ う に 定 義づけ て お

り 、⾹ 川 、中 原 、⽯⼭の 越 境 学 習 の 定 義 は微妙に 異 な る が 、概し て 、
越 境 学 習 と は「 ⾃ ら が準拠し て い る状況と そ の他の状況を 往 還 し気
づき や 学 び を得る ⾏為」 と 考 え ら れ る 。  
 
 
 
 
 
  

２ . ２  高 等 教 育 の現 場 における越 境 学 習 の研 究  

 越 境 学 習 で得ら れ る 学 び に つ い て⽯⼭（ 2013）は 、具体的 に は初
対⾯の他者 と 社 会 的地位に と らわれず、相互作⽤す る こ と 、異 質 で
多様な他者 の否定 的意⾒を怖が らずに 対話し視点を 拡 ⼤ す る こ と
など、知識の仲介の際に 重 要 な ス キ ル が あげら れ る と指摘し て い る 。   
現状、企 業 で就業 す る ⼈ 材 を 対 象 に展開さ れ て い る 越 境 学 習 で は

あ る が 、⾼等教 育 の現場に お け る 越 境 学 習 の 教 育 効 果 に 関 し て 、⾹
川（ 2012）は 、看護学 ⽣ が 学内学 習から臨地実 習 に 越 境 す る こ と で
学内学 習 の形式知に も臨地実 習 で獲得さ れ る 実践知どちら に も依
拠し な い「第３の知」と し て の「 越 境知」が ⽣じて い る こ と を明ら
かに し た 。ま た 、⽯⼭・新 ⽬・半⽥（ 2016）に よ る イ ン ス ト ラクシ
ョナ ルデザイ ン理論に基づく イ ン タ ー ンシッププロ グ ラムの 学 習
効 果 の 研 究 に お い て は 、産学 連 携 に よ り 実施さ れ た 学部⽣ 対 象 の イ
ン タ ー ンシッププロ グ ラムを通し て 、さ まざま な視点を獲得し 新 し
い気づき が 、そ の後のゼミ活動やサークル活動への⽴ち振る舞い や
⾃⾝の キ ャ リ ア志向に 変 化 を も た ら す こ と を明らかに し て い る 。⽇
頃ホームと し て い る ⼤ 学 を⾶び出し 、ア ウェイ の 企 業へ越 境 し 、限
ら れ た 実 習 期間の 中 、⽇ 々 ⼤ 学 と 企 業 を 往 還 し な が ら 企 業 と い う 異
な る ⽂ 脈 の 中から 新 し い刺激を受け 、越 境 学 習 が 実践さ れ て い る こ
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と が指摘さ れ て い る 。  
こ の よ う に ⼤ 学 ⽣ に 対 す る 越 境 学 習 の 教 育 効 果 が報告さ れ る ⼀

⽅ で 、越 境 学 習 の 研 究 対 象 の 中⼼は 、依然組 織 に 所 属 す る 企 業 ⼈ を
対 象 と し て お り 、⾼校や ⼤ 学・短⼤・専⾨学校で 学ぶ⽣徒や 学 ⽣ を
対 象 と し た 越 境 学 習 の 研 究 は未だ⼗分 と は い えず、今後の 研 究課題
と い え る 。  
 

３ ． 本 研 究 の目 的  

 本稿で は 、2018 年 よ り現在ま で毎年 IBC の 学 ⽣ と 関根学園⾼等
学校の ⾼校⽣ が 、混ざり合い 学 び合う 越 境 学 習 を ベ ー ス に し た キ ャ
リ ア 教 育 の 実践の 中から 、 2018 年度に 実施し た 越 境 キ ャ リ ア 教 育
と 2021 年度実施し たオン ラ イ ン と 対⾯を併⽤し たハイ ブ リッド型
越 境 キ ャ リ ア 教 育 に お け る 教 育 効 果 を明らかに す る 。  
本稿で紹介す る 越 境 キ ャ リ ア 教 育 と は 、⾃ ら が準拠し て い る状況

と そ の他の状況を 往 還 し 、⽇頃接点を持つ こ と の な い ⼈ 々 が混ざり
合い 学 び合う活動を通じ、今後の ⾃⾝の キ ャ リ ア形成 に つ な が る気
づき や 学 び を獲得す る 教 育 で あ る 。  

越 境 キ ャ リ ア 教 育 の意義 に 関 し て 、⾦⽥（ 2018）は 、⽬ 的意識を
共有し た若者 が交わる と い う こ と は 、そ の ⼈間が も つ輝き を最⼤限
に引き出し 、こ れほどま で に 個 ⼈ を 成 ⻑ させ、そ の 成 ⻑ し た 個 ⼈ が
集団を 成 ⻑ させる 原動⼒ と な る こ と を⽰唆し て い る 。池 ⽥（ 2020）
は 、東京で 学ぶ専⾨学校⽣ と 新潟で 学ぶ⾼校⽣ が互い の住み慣れ た
⼟地を離れ 、⽇常と 異 な る景⾊に⾝を置き ⼈ と触れ合い 、五感 を 研
ぎ澄ませフ ィ ー ルドワークを 実践し な が ら 、凝り固まった 思 考 を解
きほぐし 、今 ま で に なかった 新 し い視点で 世 の 中 を⾒る ⽬ を養う こ
と が で き る点に 教 育 的意義 を⾒出し て い る 。ま た 、活動に参加し た
⽣徒・学 ⽣ は 、他者理解と合意形成 の あ り ⽅ に つ い て 学ぶと 同 時 に 、
⾃ ら の キ ャ リ ア形成 に つ い て も 考 え を深め る契機と な る こ と を⽰
唆し 、新 し い キ ャ リ ア 教 育 の ⼀ つ の カ タチと し て 、越 境 キ ャ リ ア 教
育 の意義 を指摘し て い る 。  
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 本研 究 で は 、東京に 所在す る 専⾨学校の 学 ⽣ と 新潟に 所在す る ⾼
等学校の ⾼校⽣ が 往 還 し混ざり合う 学 習 環 境 の 中 で 、どの よ う な気
づき や 学 び を得ら れ る のか、 越 境 キ ャ リ ア 教 育 の 効 果 を検証す る 。 
 

４ ． 研 究 １  2018 年 度 越 境 キャリア教 育  

 

４ ． １  目 的  

越 境 キ ャ リ ア 教 育初年度の 2018 年 は 、 IBC の 学 ⽣  15 名、 関根
学園⾼等学校の ⾼校⽣ 10 名が参加し 、 8 ⽉の２泊 3 ⽇ の東京フ ィ
ー ルドワーク（図 1）、9 ⽉の２泊 3 ⽇ の 新潟フ ィ ー ルドワーク（図
2） を開催し 、互い の住み慣れ た⼟地を 往 還 し な が ら 、多⾓的視点
を養う と 同 時 に キ ャ リ ア形成能⼒ の向上を ⽬指し 実施し た 。  
参加学 ⽣ は 、東京・新潟の フ ィ ー ルドワークを経て 、 11 ⽉に上

越市内で ⾏ 政 と地域住⺠に 対 す る地域創⽣プラ ン の発表会 を開催
し た 。 ⼀ ⽅ 、 参 加 ⾼ 校 ⽣ は 、 10 ⽉ に 校 内 で 開 催 さ れ た NIE
（Newspaper In Education）教 育発表会 で 、本活動を ベ ー ス に し た
上越地域の イ ンバウ ンドに 関 す る発表を ⾏ なった 。  
本研 究 で は 、 8 ⽉ 9 ⽉の 2 度の 越 境 フ ィ ー ルドワークを通し て 、

受講前と受講後の ⾼校⽣ の ま なざし の 変 化 や キ ャ リ アデザイ ン ⼒
の 変 化 を明らかに し 、 越 境 キ ャ リ ア 教 育 の 効 果 を検討す る 。  
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４ . ２  方 法  

 関根学園⾼等学校の１年 ⽣ 10 名に 対 し て 、 フ ィ ー ルドワーク初
⽇ のワーク開始前と フ ィ ー ルドワーク最終⽇ に レゴブ ロックを活
⽤し たワークと 、三川 ら（ 2015）が開発し た「 キ ャ リ アデザイ ン ⼒
尺度」（改訂版） を使⽤し 、 越 境 キ ャ リ ア 教 育 の受講前後に お け る
多⾓的視点の 変 化 や キ ャ リ アデザイ ン ⼒ の 変 化 を測定 し た 。  

 

４ .  ３  結 果  

 

１ ） 多 角 的 視 点 の変 化  

 越 境 キ ャ リ ア 教 育 に参加し た 10 名の ⾼校⽣ の多⾓的視点の 変 化
を 分析す る た め 、⾼校⽣ を３グ ル ープに 分 け 、グ ル ープ単位で レゴ
ブ ロックを活⽤し たワークショップを初⽇ の フ ィ ー ルドワーク開
始前と最終⽇ に 実施し た 。初⽇ と最終⽇ に 、⾃ ら が イメージす る「東
京」と「上越 」を レゴブ ロックで表現し 、⾼校⽣ の ま なざし の 変 化
の⾒え る 化 に 取 り 組んだ 。  
初⽇ に東京を イメージし作成 し た作品は 、図 3 から読み 取 れ る

よ う に東京は ⼈ が多く て 、雑駁な街と いった イメージで作れ ら れ て
い る こ と がわかる 。⼀ ⽅ で 、最終⽇ の作品から は 、東京の スペー ス
は 新潟と⽐べて限ら れ て お り 、地上に も地下に も きちんと計算さ れ
街が つ く ら れ て い る と い う こ と が読み 取 れ る 。初⽇ は 「 ⼈ が多い 」
「 ⾼層ビル 」「雑然と し た街」「鉄道の種類が多い 」の４つ の視点で
東京を作成 し た が 、最終⽇ は 、五感 を活かし た フ ィ ー ルドワークを  
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通し て 、「デザイ ン さ れ た街」「狭⼩スペー ス に も建って い る建物」
「地下に も広が る街」「地下鉄」「 た く さんの ⼈ 」「 ⾼層ビル 」「 ⾼層
オフ ィ ス で 働 く ⼈ 」の７つ の視点を獲得し 、東京を捉え作成 し て い
る こ と がわかる 。  
上越 に 関 し て は 、図 4 から読み 取 れ る よ う に初⽇ の作品で は 、

「何も な い 」「 ⽥んぼが多い 」「 ⾃然が多い 」の３つ の視点で作ら れ
て お り 、単⼀ 的 な視点で捉え た上越市が描かれ て い る こ と がわかる 。   

⼀ ⽅ 、最終⽇ の作品は 、初⽇ と は 異 な り 、江⼾時 代から続く助け
合い の精神 が ⽣んだ 「雁⽊造」 ス キ ー発祥の地の 「 ス キ ー場」「 た
く さんの野菜や⾝近 な ⽥畑」「豊かな ⾃然」「温かい ⼈ 々・ご近 所 さ
ん同 ⼠ が親し い 」「温泉」「豊かな海の幸」の７つ の視点で多⾓的 に
上越 を捉え て い る こ と がわかる 。  

 
 
 

 
 
 
 

 
こ の よ う に 、東京ワークショップを通じて 、「東京」「上越 」を⾒

る ⽣徒の眼は 、単⼀ 的 に捉え て い た街を 複眼的 思 考 で捉え 、さ まざ
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ま な⾓度から「東京」と「上越 」を捉え る視点を獲得し た こ と が明
らかに なった 。  
 

２ ） キャリアデザイン力 の効 果 測 定 結 果  

今回実施し た 越 境 キ ャ リ ア 教 育 の 効 果 を測定 す る た め に 、三川 ら
（ 2015） が開発し た 「 キ ャ リ アデザイ ン ⼒尺度」（改訂版） を使⽤
し た 。 こ れ は 、「 社 会形成 ⼒ 」「 リ ーダーシップ⼒ 」「 ⾃⼰理解⼒ 」
「問題解決⼒ 」「職業理解⼒ 」の 5 つ の尺度（合計 30 項⽬ ）で構成
さ れ て お り 、「 4 .と て も あ て は ま る 」「 3 .す こ し あ て は ま る 」「 2 .あ ま
り あ て は ま ら な い 」「 1 .ほとんどあ て は ま ら な い 」 の４件法 で ⾃⼰
評定 を 求 め る も の で あ る （三川 ら， 2015）。 ま た 、 こ こ で 取 り あげ
る キ ャ リ アデザイ ン ⼒ を構成 す る 5 つ の能⼒ の 定 義 は 、表２の通
り で あ る 。  

 
 
 
 
 
 
 

 
キ ャ リ アデザイ ン ⼒ の 効 果測定 は 、8 ⽉の東京フ ィ ー ルドワーク

実施前と 9 ⽉の 新潟フ ィ ー ルドワーク実施後に ⾼校⽣ を 対 象 に 実
施し た 。結 果 は 、フ ィ ー ルドワーク前の キ ャ リ アデザイ ン ⼒ を構成
す る 5 つ の ⼒ の平均は 16.54 点に 対 し て 、フ ィ ー ルドワーク後の平
均は 18 .80 点で あ り 、５つ の能⼒全て が上昇し た （図 5）。東京フ
ィ ー ルドワーク及び 新潟フ ィ ー ルドワークで は 、住み慣れ た⼟地を
離れ 越 境 す る こ と を通じて 、 新 た な視点と気づき や 学 び を獲得し 、
⼀ 連 の フ ィ ー ルドワークを通じて キ ャ リ アデザイ ン を ⾏ う上で必
要 な５つ の ⼒「 社 会形成 ⼒ 」「 リ ーダーシップ⼒ 」「 ⾃⼰理解⼒ 」「問
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題解決⼒ 」「職業理解⼒ 」の養成 に つ な が る こ と が明らかに なった 。  
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

４ .  ４  考 察  

 本研 究 は 、学 ⽣ と ⾼校⽣ が 、⾃ ら が準拠し て い る状況と そ の他の
状況を 往 還 し 、⽇頃接点を持つ こ と の な い 者 同 ⼠ が混ざり合い 学 び
合う 越 境 キ ャ リ ア 教 育 の あ る ⼀ 定 の 効 果 を明らかに し た 。以下、本
研 究 の 成 果 と し て⽰す 。  
 

1） 凝 り固 まった思 考 の解 放 と多 角 的 視 点 の獲 得  

 第⼀ に 、越 境 キ ャ リ ア 教 育 を通じて 、参加者 の視点を広げ、多⾓
的視点で 社 会 を捉え ら れ る よ う に な る こ と が 確認さ れ た 。  

⾼校⽣ に とって当た り前の上越 の景⾊も 、8 ⽉の２泊 3 ⽇ の東京
フ ィ ー ルドワークで五感 を フ ル回転させな が ら東京を 感じるほど
に 、上越 の魅⼒ や課題を再認識す る契機と なった 。初⽇ 、東京駅の
新幹線の改札を出た瞬間に ⽣徒が発し た「空気が汚い 」と い う⾔葉
や 、 JR 神 ⽥駅から本学 ま で の道中 で ⽬ に し た 神 ⽥⻄⼝商店街の雑
居ビル の商業看板の 数 々 に 、「看板（情報）が多く て気持ちが悪い 」
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と い う声、初⽇ の夜に ⾼校⽣ が夜空を⾒上げ「東京に は星が な い 」
と い う⾔葉⼀ つひと つ に 、よ そ 者 の視点で東京を捉え る と 同 時 に上
越 の魅⼒ を内省し て い く 学 ⽣ たちの姿が随所 に⾒受け ら れ た 。ま た 、
彼ら の発す る⾔葉に当た り前と し て捉え た ⽇常の景⾊が揺り動か
さ れ 、⽇常の当た り前は当た り前で は な い と い う こ と を 学 ⽣ も我々
教員も気づかさ れ るシー ン がワーク中何度も あ り 、互い に共鳴し合
い な が ら 新 た な気づき を獲得し た 。こ れ ら の気づき を通し た多⾓的
視点の獲得は 、 レゴワークの作品上に形と し て現れ た 。  
9 ⽉に 実施さ れ た 新潟フ ィ ー ルドワークに お い て は 、よ そ 者 で あ

る 学 ⽣ が上越 の街を フ ィ ー ルドワークす る 中 で発す る 、地元住⺠と
の触れ合い を通じ感じる⼼の温かさ や空気の美味し さ 、商業 化 さ れ
て い な い街だから こ そ ⽣ ま れ る癒し の空間などに 関 す る呟き に 、⾼
校⽣ たちは上越 の魅⼒ を再認識す る と 同 時 に 、さ ら に 新 た な視点を
獲得す る機会 と なった 。  
 

２ ） キャリアデザイン力 の獲 得  

 第⼆に 、 越 境 キ ャ リ 教 育 は 、 ⾼校⽣ の 「 社 会形成 ⼒ 」「 リ ーダー
シップ⼒ 」「 ⾃⼰理解⼒ 」「問題解決⼒ 」「職業理解⼒ 」 の５つ の ⼒
を ⾼ め る 教 育 効 果 が あ る こ と が明らかに なった 。  

ロシア の⼼理学 者ヴィゴツキ ー（ 2001）は 、⼦ども は 、⼀ ⼈ で は
解け な い問題に ⼤ ⼈ や ⾃ 分 よ り有能な ⼈ の助け を借り な が ら 取 り
組むこ と で発達し て い く と 考 え 、こ う し た領域を再近接発達領域と
呼んだ 。越 境 キ ャ リ ア 教 育 に お け る フ ィ ー ルドワークで は 、学 ⽣ は
⾼校⽣ に とって よ き 学 び の 対 象 者 と し て の役割を担い 、⾼校⽣ ⼀ ⼈
で は気づけ な い こ と に も 、学 ⽣ の ⼒ を借り な が ら気づき や 学 び を 習
得し て い く 「発達の再近接領域」 が ⽣ ま れ て い た と推察さ れ る 。  
東京フ ィ ー ルドワークで は 、「どの よ う な視点で街を眺め る と東

京と上越 の違い に気づけ るか」「気づき のポイ ン ト をどの よ う に整
理し 、最終発表へと繋げるか」、２泊 3 ⽇ の活動の 中 で 新 し い こ と
に挑戦す る ⾼校⽣ の傍に は常に 学 ⽣ が寄り添って い た 。学 ⽣ は 、⽇
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頃学科の グ ル ープワークや PBL 型授業 で培って き た コ ミ ュ ニケー
ション ⼒ を発揮し な が ら 、 学 び の 伴⾛者 と し て⾜場掛け を構築し 、
⾼校⽣ の 学 び のサポー ト役を担い つ つ 、⾃ ら も ⾼校⽣から さ まざま
な気づき や 学 び を得る相互⾏為の 学 習 環 境 が本活動現場に ⽣ ま れ
て い た と推察さ れ る 。  

 

５ ． 研 究 ２  2021 年 度 ハイブリッド型 越 境 キャリア教 育  

 

５ . １  目 的  

 2018 年 よ り 関根学園⾼等学校と 実施し て き た 越 境 キ ャ リ ア 教 育
は 、 2020 年 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 感 染 拡 ⼤ に 伴 い 、 ICT を活⽤し
た完全オン ラ イ ン に よ る 越 境 キ ャ リ ア 教 育 に切り替え 、 ZOOM を
活⽤し 、新潟と東京を 結 び 、フ ィ ー ルドワークを 実施し た 。さ まざ
ま な制約の あ る 中 で の 実施と なった が 、あ る ⼀ 定 の 教 育 効 果 を 確認
し た 。  

2021 年度のハイ ブ リッド型 越 境 キ ャ リ ア 教 育 は 、5 ⽉から 10 ⽉
ま で約半年間、 原則週 1 回（ 60 分 ） のオン ラ イ ン上のワークショ
ップ（図 6） と 8 ⽉に 2 泊 3 ⽇ の 新潟フ ィ ー ルドワーク（図 7）、
10 ⽉に１泊 2 ⽇ の東京フ ィ ー ルドワークを開催し た 。 関根学園⾼
等学校の ⾼校⽣ は 、新 し い視点で ⾃ ら ⽣活す る街、⼈ 々 の営み 、⾃
然、 環 境 に つ い て問い を⽴て 、 グ ル ープで 研 究 し 12 ⽉に校内で 研
究発表を ⾏ う こ と を ⽬指し た 。⼀ ⽅ 、IBC の 学 ⽣ は 、活動を通し て
⾼校⽣ を リ ードし な が ら 、⾼校⽣ のハイ ブ リッド型 教 育 に お け る 学
習 効 果 の測定 と特進コ ー ス の PR ⽤ WEB 動画作成 に 取 り 組んだ 。  
本研 究 で は 、 5 ⽉から 10 ⽉ま で 実施し たオン ラ イ ン と 対⾯を併

⽤し たハイ ブ リッド型 越 境 キ ャ リ ア 教 育 に お い て 、参加し た ⾼校⽣
と 学 ⽣ の受講前と受講後の意識変 容 や ⾏動変 容 がどの よ う に ⽣じ、
キ ャ リ ア形成能⼒ に影響を及ぼし たかを明らかに す る こ と を ⽬ 的
と す る 。  
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５ . ２  方 法  

 関根学園⾼等学校の ⾼校⽣ 14 名（ 1 年 ⽣ 7 名、 2 年 ⽣ 7 名） と
IBC の 学 ⽣ 10 名に 対 し て 、ハイ ブ リッド型 越 境 キ ャ リ ア 教 育 の受
講前後でどの よ う な意識変 容 や ⾏動変 容 、そ し て 教 育 効 果 が あった
かを明らかに す る た め 、三川 ら（ 2015）が開発し た「 キ ャ リ アデザ
イ ン ⼒尺度」（改訂版） と下村ら （ 2009） が開発し た 「 キ ャ リ ア・
アクション・ビジョン・テ ス ト（ CAVT）」、そ し て 10 ⽉の東京フ ィ
ー ルドワーク後に 学 ⽣ が記述し た振り返り コメン ト を使⽤し た 。
CAVT は 、ビジョン と アクション の 2 つ の尺度で構成 さ れ 、各 6 項
⽬ に 関 し て 5 件法 で評定 す る 。最⼩値は 6 点、最⼤値は 30 点と な
る 。  
 

５ . ３  結 果  

 

１ ） キャリアデザイン力 の効 果 測 定 結 果  

 受講前と受講後の いずれ の ア ンケー ト に も回答し た ⾼校⽣ 14 名
と 学 ⽣ 10 名を 分析対 象 と し て 、W i lcoxon 符号順位和検定 を 実施し
た 。有意⽔準は .05 と 定 め た 。⾼校⽣ の キ ャ リ アデザイ ン ⼒ は 、「 社
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会形成 ⼒ 」「 リ ーダーシップ⼒ 」「 ⾃⼰理解⼒ 」「問題解決⼒ 」 の４
つ の ⼒ に 関 し て は 、受講後に有意に上昇し て い た 。「職業理解⼒ 」
の受講前後の 変 化 に 関 し て 、有意差は なかった （表 3）。  
 ⼀ ⽅ 、学 ⽣ の キ ャ リ アデザイ ン ⼒ は 、「 社 会形成 ⼒ 」「 リ ーダーシ
ップ⼒ 」「職業理解⼒ 」 の３つ の ⼒ に 関 し て は 、受講後に有意に上
昇し た が 、「 ⾃⼰理解⼒ 」 と 「問題解決⼒ 」 に は統計的 に有意な 結
果 は得ら れ なかった （表４）。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2） CAVT の分 析 結 果  

受講前と受講後の いずれ の ア ンケー ト に も回答し た ⾼校⽣ 14 名
と 学 ⽣ 10 名を 分析対 象 と し て 、W i lcoxon 符号順位和検定 を 実施し
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た 。有意⽔準は .05 と 定 め た 。CAVT の ア ンケー ト 12 項⽬ の うち、
奇数 の 6 項⽬ は「ビジョン 」に つ い て 、偶数 の 6 項⽬ は「 アクショ
ン 」に 関 す る設問と なって い る 。こ こ で のビジョン は 、将来に向け
た夢や ⽬標、や り た い こ と などをどの 程度明確 に し て い るかを⽰し 、
アクション は 、さ まざま な活動に熱⼼に参加す る 、⼈ 脈 を広げる な
どの ⾏動を とって い るかを⽰し て い る 。  

⾼校⽣ の「ビジョン 」得点の平均値は 、受講前は 21 .07 点で あ り 、
受講後は 23 .07 点で あった 。「 アクション 」得点の平均値は 、受講
前は 20 .57 点で あ り 、受講後で は 23 .71 点で あった （図 8）。  
W i lcoxon 符号順位和検定 の 結 果 は 、「 アクション 」は受講後の上

昇と有意差が 確認さ れ た 。⼀ ⽅「ビジョン 」は受講前後に お け る有
意差は⾒ら れ なかった （表 5）。  

 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2021-22年度　教育イノベーション研究センター年報｜61



 
 
 
 
 
 

学 ⽣ の 「ビジョン 」得点の平均値は 、受講前は 20 .50 点で あ り 、
受講後は 24 .50 点で あった 。「 アクション 」得点の平均値は 、受講
前は 20 .10 点で あ り受講後で は 24 .40 点で あった （図 9）。  
W i lcoxon 符号順位和検定 の 結 果 は 、「ビジョン 」も「 アクション 」

も受講後に有意に上昇し て い た （表 6）。  
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ま た 、CAVT の設問「様々 な観点から物事を⾒ら れ る ⼈間に な る 」 

を活⽤し 、 ⾼校⽣ と 学 ⽣ の多⾓的視点の 変 化 に 関 し て W i lcoxon 符
号順位和検定 を 実施し た 。有意⽔準は .05 と 定 め た 。 結 果 は 、 ⾼校
⽣ の受講前後に お け る統計的 な有意の差は⾒ら れ なかった が 、学 ⽣
は事後に有意に上昇し て い る こ と が 確認で き た （表 7）。  
 
 
 
 
 
 
 
 

3） 東 京 フィールドワーク終 了 時 の振 り返 りコメントから 

  10 ⽉の東京フ ィ ー ルドワーク終了時 に 実施し た振り返りシー ト
の記述から 、⾼校⽣ の「 キ ャ リ アデザイ ン ⼒ 」を構成 す る 5 つ の ⼒
と CAVT の アクション とビジョン に該当す る表記を抽出し ま と め
た も の が表 8 で あ る 。こ の表から読み 取 れ る よ う に 、⾼校⽣ に とっ
て 年上で あ る 学 ⽣ は 、学 び の 対 象 者 で あ り 、良き ⼿本と し て ⾼校⽣
の「 社 会形成 ⼒ 」と「 リ ーダーシップ⼒ 」に影響を与え て い る こ と
がわかる （表 8  東京フ ィ ー ルドワーク終了時 の ⾼校⽣ の振り返り
コメン ト 1-1 ,  1-2 ,  1-3,  2-2）。発信⼒ や傾聴⼒ 、主体的 に物事を進
め る ⼒ 、 リ ーダーシップや フォロワーシップなど、 5 ⽉から 10 ⽉
ま で のオン ラ イ ン上や 対⾯で の 新潟・東京の フ ィ ー ルドワークに お
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け る 取 り 組 み を通し て 、⾼校⽣ は ⾃ ら に⽋け て い る コ ミ ュ ニケーシ
ョン能⼒ に気づき 、で き る と ころから真似て い く意識の 変 化 や ⾏動
の 変 化 が うかが え た （表 8  東京フ ィ ー ルドワーク終了時 の ⾼校⽣
の振り返り コメン ト 1-1 ,  1-2 ,  1-3,  2-1 ,  2-2）。 ま た 、他者 と の触れ
合い や⾒知らぬ⼟地へ越 境 し 往 還 し 、さ まざま な視点で物事を捉え
向き合い な が ら 、「 ⾃⼰理解⼒ 」 や 「問題解決⼒ 」 を ⾼ め て い く こ
と が記述から も明らかと なった （表 8  東京フ ィ ー ルドワーク終了
時 の ⾼校⽣ の振り返り コメン ト 3-1 ,  3-2 ,  3-3,  4-1 ,  4-2）。  
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こ の よ う に 越 境 キ ャ リ ア 教 育 は 、⾼校⽣ の キ ャ リ アデザイ ン ⼒ や キ
ャ リ ア形成 に お け る意識変 容 や ⾏動変 容 を促し た こ と が明らかと
なった 。  

学 ⽣ に お け る 教 育 効 果 が うかが え る記述と し て は 、キ ャ リ アデザ
イ ン ⼒ を構成 す る 5 つ の能⼒ の 中 で も 、特に 「 リ ーダーシップ⼒ 」 
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に 関 す る記述が多く⾒受け ら れ た （表 9  東京フ ィ ー ルドワーク終
了時 の 学 ⽣ の振り返り コメン ト  2-1 ,  2-2 ,  2-3,  2-4）。  

こ の 要因と し て は 、 5 ⽉から 10 ⽉ま で 実施し た 越 境 キ ャ リ ア 教
育 の活動に お い て 、学 ⽣ が毎週のオン ラ イ ンワークショップを リ ー
ドし 、⾼校⽣ の キ ャ リ ア形成 を促すワークショップを 企画運営し た
点が影響し て い る と 考 え ら れ る 。  

⽇頃、学内や 学 外 に お い て 、リ ーダー と し て の役割を担う機会 の
少な い 学 ⽣ も 、本活動に お い て は 、⾼校⽣ に とって は頼れ る 年上の
先輩と し て の役割を演じる必要 が あ り 、混ざり合い 学 び合う 越 境 キ
ャ リ ア 教 育 が ⽣ み出す ス ト レッチゾー ン で の 学 び が 新 た な ⾃⼰成
⻑ を促し た と 考 え ら れ る 。全体の活動を通し て 、常に主導的⽴場で
取 り 組むこ と が 求 め ら れ る こ と に よ り 、「 リ ーダーシップ⼒ 」以外
の 「 社 会形成 ⼒ 」「 ⾃⼰理解⼒ 」「問題解決⼒ 」「職業理解⼒ 」 も 育
んで いった と 考 え ら れ る （表 9  東京フ ィ ー ルドワーク終了時 の 学
⽣ の振り返り コメン ト  1-1 ,  1-2 ,  3-1 ,  4-1 ,  4-2 ,  5-1）。  

 

５ .  ４  考 察  
 本研 究 は 、オン ラ イ ン と 対⾯を併⽤し たハイ ブ リッド型 越 境 キ ャ
リ ア 教 育 の あ る ⼀ 定 の 効 果 を明らかに し た 。以下、本研 究 の 成 果 と
し て⽰す 。  
 

1） 高 校 生 におけるハイブリッド型 越 境 キャリア教 育 の効 果  

2018 年度、 2019 年度の 越 境 キ ャ リ ア 教 育 は 、２泊 3 ⽇ の ⽇ 程  
で 、東京と 新潟を 往 還 す るプロ グ ラムで あ り 、時間的制約の限ら れ
た 中 で の 教 育活動で あった 。 しかし 、 2020 年 の 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル
ス 感 染 拡 ⼤ に 伴 い 、対⾯に お け る活動中⽌が余儀な く さ れ た 。代替
⼿段と し て完全オン ラ イ ン で 実施し た２⽇間の 越 境オン ラ イ ン キ
ャ リ アワークショップが契機と な り 、翌年 の 2021 年度以降は 、 越
境 キ ャ リ ア 教 育 の 実施形態は 、オン ラ イ ン と 対⾯を融合し たハイ ブ
リッド型 で 実施し 、 実施期間も 6 ヶ⽉と なった 。  
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本研 究 結 果 で⽰さ れ て い る通り 、 2021 年度実施し たハイ ブ リッ
ド型 越 境 キ ャ リ ア 教 育 は 、 2018 年度同様、参加し た ⾼校⽣ と 学 ⽣
双⽅ の キ ャ リ アデザイ ン ⼒ の向上に 対 し て 、あ る ⼀ 定 の 効 果 を も た
ら す こ と が 確認さ れ た 。  

⾼校⽣ の キ ャ リ アデザイ ン ⼒ と し て は 、「 社 会形成 ⼒ 」「 リ ーダー
シップ⼒ 」「 ⾃⼰理解⼒ 」「問題解決⼒ 」が受講後統計的 に有意に上
昇し て お り 、 こ れ ら 4 つ の ⼒ を ⾼ め る 教 育 効 果 が あ る こ と が明ら
かに なった 。関根学園⾼等学校の ⾼校⽣ は 、⼀ 連 の 越 境 キ ャ リ ア 教
育 の活動を通し て 、IBC の 学 ⽣ のサポー ト を得な が ら ⾃⼰に 対 す る
ま なざし と 社 会 を⾒つ め る 新 た な ま なざし を獲得し た 。⾼校⽣ に と
って 年上で あ る 学 ⽣ は 学 び の 対 象 で あ り 、他者 と の コ ミ ュ ニケーシ
ョン の 取 り ⽅ や物事に 取 り 組む姿勢、リ ーダーシップの在り ⽅ など、
様々 な気づき を与え て く れ る存在で あった 。そ し て 、約半年間の活
動を通し て 、⾼校⽣ と 学 ⽣ の間に は ラポー ル の 関係が ⽣ ま れ 、よ り
良い 学 び が ⽣じる空間が構築さ れ た と推察す る 。 2018 年度の 研 究
結 果 と 同様に 、 2021 年度の 越 境 キ ャ リ ア 教 育 に 関 し て も五感 を使
い東京フ ィ ー ルドワークに 取 り 組むこ と に よ り 、夜、東京の星が⾒
え な い夜空を眺め な が ら上越 の星空を 思 い浮かべ、上越 の魅⼒ に気
づく 学 ⽣ や 、東京の ⼈ 々 の⽴ち振る舞いから 、上越 の ⼈ 々 の礼儀正
し さ や⼼の温かさ に気づく 学 ⽣ など、住み慣れ た⼟地を離れ 、よ そ
者 の ま なざし で東京を眺め た 時 、初め て気づかさ れ る地元の魅⼒ に
つ い て 、⼀ ⼈ひと り が 感じ取 り 、地元上越 の魅⼒ を再認識す る こ と
が で き た と 考 え ら れ る 。  

こ の よ う にハイ ブ リッド型 越 境 キ ャ リ ア 教 育 の活動を通じて 、オ
ン ラ イ ン に よ る活動と 対⾯に よ る フ ィ ー ルドワークを併⽤す る こ
と に よ り 、⾼校⽣ の キ ャ リ アデザイ ン ⼒ や キ ャ リ ア形成 に お け る意
識変 容 や ⾏動変 容 を促す こ と が⽰さ れ た 。  

 

2） 学 生 におけるハイブリッド型 越 境 キャリア教 育 の効 果  

2021 年度のハイ ブ リッド型 越 境 キ ャ リ ア 教 育 に お け る 学 ⽣ の キ
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ャ リ アデザイ ン ⼒ は 、受講後に「 社 会形成 ⼒ 」「 リ ーダーシップ⼒ 」
「職業理解⼒ 」が有意に上昇し て お り 、こ れ ら３つ の ⼒ を ⾼ め る 教
育 効 果 が明らかに なった 。  
 本来は 、混ざり合い 学 び合う こ と の な い 新潟の ⾼校⽣ と東京の 学
⽣ が 、オン ラ イ ン を活⽤し毎週放課後ワークショップを ⾏ い 、コ ミ
ュ ニケーション を深め た 。そ し て 、⼀ 連 のワークを 企画運営す る 学
⽣ は 、常にワークを リ ードす る⽴場を担い 、毎週 PDCA サイクル
を回し な が ら 、活動に 取 り 組んだ 。こ れ ら の主体的 に 取 り 組む活動
を通じて 、「 社 会形成 ⼒ 」 や 「 リ ーダーシップ⼒ 」 を磨き 、本活動
で出会 う他者 や事物を通し て 、「 ⾃⼰理解⼒ 」「問題解決⼒ 」を深め
て いった 。⽇頃は 、フォロワー と し て活動に参加す る よ う な 学 ⽣ も 、
本活動に お い て は 、常に ⾼校⽣ を リ ードす る役割を担う た め 、⾼校
⽣ に とって頼れ る 年上の先輩と し て の役割を演じる必要 が ⽣じ、そ
の こ と が 、学 ⽣ の ⾃⼰成 ⻑ を促す ⼀ つ の契機に も なった と 考 え ら れ
る 。常に背中 を⾒る側と⾒ら れ る側双⽅ で形成 す る活動空間に は 、
混ざり合い 学 び合う 越 境 キ ャ リ ア 教 育 な ら で は の ス ト レッチゾー
ン が存在し 、コ ン フォー トゾー ンから ス ト レッチゾー ンへ学 ⽣ ⾃ ら
が移⾏ し た際、 新 た な ⾃⼰成 ⻑ の機会 が ⽣ ま れ て い た と推察す る 。 
本活動に参加す る 学 ⽣ は 、全員卒業後の進路は就職を希望し て お

り 、ゼミ活動と し て の 越 境 キ ャ リ ア 教 育 が ス タ ー ト し た 2 年 ⽣ の 4
⽉の 時点で は 、⼤半の 学 ⽣ が就職活動中 で あった 。そ の後、全員が
2 年 ⽣ の秋ま で に は 企 業から内定 を獲得し た 。梅崎・⽥澤（ 2013）
は 、CAVT のビジョン と アクション が共に ⾼得点の 学 ⽣ほど、学 業
成績が概し て よ く 、就職活動に お け る活動量が多く 、就職の内定先
に満⾜し て い る と指摘し て い る が 、 2021 年度越 境 キ ャ リ ア 教 育 に
参加し た 学 ⽣ の就職活動は 、皆、第⼀志望の 企 業から内定 を獲得し
た 。ま た 、そ れ ら内定先の 企 業 は 、学 ⽣ の間で ⼈気の ⾼ い東証上場
の通信系企 業 や国際物流企 業 、⽇本を 代表す る⽼舗ホテ ル などで あ
り 、学 ⽣ に とって は ⾃ ら の 思 い が叶った就職活動と なった 。ビジョ
ン と アクション の ス コ ア が共に ⾼ い 学 ⽣ほど、毎回の活動の振り返
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り の 質 も ⾼ く 、就職先に 関 し て も就職難易度の ⾼ い 企 業から の内定
を獲得し て い た 。本活動は 、就職活動と並⾏ し 取 り 組む時 期 も 重 な
った た め 、 キ ャ リ アデザイ ン ⼒ を構成 す る 5 つ の ⼒ の ⼀ つ で あ る
「職業理解⼒ 」 も ⾃然と押し上げた と 考 え ら れ る 。  
 

６ ． 総 合 考 察  

 越 境 キ ャ リ ア 教 育 と は 、⾃ ら が準拠し て い る状況と そ の他の状況
を 往 還 し 、⽇頃接点を持つ こ と の な い ⼈ 々 が混ざり合い 学 び合う活
動を通じ、今後の ⾃⾝の キ ャ リ ア形成 に つ な が る気づき や 学 び を獲
得す る 教 育 で あ る 。  
本研 究 で は 、 2018 年度と 2021 年度に 実施し た ⾼校⽣ と 学 ⽣ が

混ざり合い 学 び合う 越 境 キ ャ リ ア 教 育 の 効 果 を明らかに す る こ と
が で き た 。そ こ で は 、越 境 キ ャ リ ア 教 育 に参加し た ⾼校⽣ と 学 ⽣ は 、
互い に影響を与え合い な が ら活動全般を通し て 、キ ャ リ アデザイ ン
⼒ を獲得す る と 同 時 に キ ャ リ ア形成 に必要 な意識変 容 と ⾏動変 容
を ⽣ み出し て い る こ と が⽰さ れ た 。 ま た 、 2021 年度の 越 境 キ ャ リ
ア 教 育 で は 、ハイ ブ リッド型 教 育 と し てオン ラ イ ン を活⽤し たワー
クを約半年間実施し な が ら 、対⾯に よ る フ ィ ー ルドワークも開催し
た こ と に よ り 、従来よ り も ⽣徒と 学 ⽣間の ラポー ル の 関係は よ り強
固な も の が形成 さ れ た と 考 え ら れ る 。そ の 結 果 、互い の役割認識も
よ り強く認知さ れ 、⾼校⽣ は良き 学 び ⼿ と し て 、学 び の ⼿本と し て
の役割を担う IBC の 学 ⽣から コ ミ ュ ニケーション や リ ーダーシッ
プの あ り ⽅ などを 学 び と る姿が あった 。⼀ ⽅ 学 ⽣ は 、良き先輩と し
て 、 ⾼校⽣ の気づき や 学 び を リ ードで き る先輩を ⾃ ら イメージし 、
⾃⾝の 学 び や 成 ⻑ の ス ト レッチゾー ンへ踏み出し 、⾃⼰成 ⻑ に 取 り
組む姿が 確認で き た 。ま た 、⾼校⽣ と 学 ⽣ が混ざり合い 学ぶ現場で
は 、学 ⽣ の ⼒ を借り な が ら気づき や 学 び を 習得し て い く「発達の再
近接領域」が ⽣ ま れ 、協働 的 な 取 り 組 み の 中 で⾜場掛け を ⾏ う よ う
に なって い た と推察さ れ る 。  

こ の よ う に 2018 年度、 2021 年度に 実施し た 越 境 キ ャ リ ア 教 育
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は 、 キ ャ リ アデザイ ン ⼒ を形成 す る 5 つ の ⼒ と CAVT から明らか
に なった アクション とビジョン に 関 し て 、あ る ⼀ 定 の 教 育 効 果 が 確
認で き た 。  
 本研 究 で は 、「地域を 越 え 」、「 学校種を 越 え 」、「 世 代 を 越 え 」 実
践す る 越 境 キ ャ リ ア 教 育 の 効 果 に 関 し て記述し て き た 。 今後は 、
⽇ 々 教 育 の現場で 実践さ れ て い る キ ャ リ ア 教 育 と 越 境 キ ャ リ ア 教
育 の 効 果 を⽐較検証し 、越 境 キ ャ リ ア 教 育 にどの よ う な意味が あ る
かを明らかに し て い く こ と が課題で あ る と 考 え る 。引き続き 越 境 キ
ャ リ ア 教 育 を 実践し な が ら 、検討を加え て い き た い 。  
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ABSTRACT 

 This article investigates the efficacy of providing asynchronous online 

Teacher Professional Development (TPD) compared to what is presently 

provided by the EIC program at Kanda Institute of Foreign Languages in 

Tokyo (KIFL). The article identifies the drawbacks and limitations of 

current teacher professional development and the disservice of continuing 

with the mandatory and ad-hoc face-to-face professional development 

methods employed at KIFL. Examples of asynchronous face-to-face, on-

demand, and asynchronous professional development are discussed. These 

examples come from empirical research, business models, and pedagogical 

approaches. From these examples, a framework for implementing 

asynchronous online professional development is discussed. This 

framework does not neglect the current effectual face-to-face TPD activities 

but suggests improvements to them. This article offers empirically tried-

and-tested information for understanding the benefits of incorporating 

asynchronous TPD. Furthermore, guidelines are provided for choosing 

what professional development training is better delivered in 

communicative synchronous meetings or through asynchronous methods, 

on-demand. Tools, integration methods, and a framework for offering 

asynchronous TPD are also presented. 

INTRODUCTION 

Information and Communications Technology (ICT) has been widely used in educational 

practice overseas for many years. In recent years, ICT has received a tremendous amount of 

interest in Japanese education. One driving force behind this focus on ICT is the “one device 

for each student GIGA project”. This interest is reflected in Japanese education policies that 

encourage the use of ICT in education and the resultant need for teacher professional 

development (TPD). 

 

One recognized example of online TPD includes the 2016 National Education Technology Plan 

in the United States. The Future Ready Schools® (FRS) helps innovative educators ensure that 

each student, regardless of where they live in the USA, graduates from high school with the 

agency, passion, and skills to be a productive, compassionate, and responsible citizen. Each 

student deserves to graduate from a school that provides (All4Ed, 2022): a personalized and 

robust student-centered learning environment where students learn in and out of traditional 

school settings; learning experiences that prepare students for an increasingly technology-

driven workforce and the world; work-based opportunities that tap into passions, purpose, and 

interests for deeper engagement and multiple pathways to success in life; innovative research-

based instructional strategies facilitated by caring and qualified teachers; and clear exploration 

2021-22年度　教育イノベーション研究センター年報｜72



of options through which every child achieves postsecondary success. The success of 

delivering this promise depends on training. 

 

The FRS website (All4Ed, 2022) features a one-stop resource center to provide educational 

practitioners with ongoing professional development opportunities through workshops, online 

chats, and other modalities. FRS provides educators with research-based tools and resources 

that facilitate the modernization of schools and districts that support personalized, student-

centered learning. FRS tools and resources are aligned with the evidence-based Future Ready 

Framework and focus on instructional leadership and systemic reform. The tools and resources 

include: 

 

● Research-based framework that allows for digital learning visioning, planning, and 

implementation 

● Five-step planning process for district digital transition 

● School leadership strands (district leaders, principals, technology leaders, 

instructional coaches, school boards, and librarians) 

● Personalized professional learning webinars, blog posts, national institutes and 

specialized workshops (online and in person), and other resources 

 

While the FRS provides a trove of resources, there is little evidence from teachers or their 

interaction with the resources or how these tools, resources, and principles are implemented. 

However, one example from a study of K1 to K12 schools in Australia indicates that ICT 

funding and training are less than effective. Although Australia is considered a leader in 

distance and online education, this study of eight schools (Hayes, 2007) indicated that ICT was 

used to support or supplement paper-based learning. In fact, many teachers had difficulty 

expressing their views about ICT integration. Nonetheless, one teacher commented that 

providing one computer per child with specialist software allowed children to interact with 

content independently of their teacher (Hayes, 2007). For some, computers have opened up 

new opportunities for learning. 

 

Another teacher from the Hayes (2007) study noted that technology has not only changed how 

teachers teach but also how children learn. With integration and thoughtfully designed 

software, students can now achieve what they could not have done, even five years ago. Well-

designed software that can be integrated into the learning process includes apps like Google 

Classroom, Slides, Docs, and Sheets. However, without resources, incentives, and training, 

teachers cannot be expected to integrate ICT in the classroom; some element of professional 

development is necessary. With teachers’ schedules already brimming with activities and 

responsibilities, providing online, on-demand, or asynchronous TPD is an alternative solution. 

 

Examples of TPD that are currently available to teachers at KIFL include Duolingo, SeeSaw, 

English Teachers in Japan (ETJ) material, and British Council material. The KIFL English for 

International Communication (EIC) department established a website in 2019 that serves as a 

resource center. While these in-house and third-party examples and resources are useful, they 

are not particularly aimed at Japanese education or the needs of any single organization. 

Furthermore, these sites do not particularly develop the teachers’ skills in ICT pedagogy or 

provide any indication of utilization or usefulness, nor do they provide any Web 2.0 

functionality such as chats or other interactive modalities where students can provide lesson 

material, examples, or express a public voice. 
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Over the last two decades, the Japanese Ministry of Education, Culture, Sports, Science and 

Technology (MEXT) intensified its support of ICT and how it should be used in the classroom. 

One of the most obvious changes to learning with technology and ICT is the “one device for 

each student” GIGA project. This program was introduced in 2018 along with the promise of 

high-speed Internet and the provision of adequate training for educators to have the techniques 

to teach pupils how to master digital tools and learn online. The promises and plans of 

implementation were assessed in 2020. As of June that year, only 15 percent of classes were 

online (Japan Times, 2021). 

 

Other national strategies, such as e-Japan Strategy, New IT Reform Strategy, and the e-Japan 

strategy 2015, have also been implemented during this millennium. However, a pre-COVID 

report from the Organization for Economic Co-operation and Development (OECD) indicated 

that Japan was lagging behind other countries in the uptake of ICT in education (Caldwell, 

2020; OECD, n.d.). While the move to online learning created a surge in both interest in ICT 

and the necessary TPD to implement changes in pedagogy and learning and despite the 

overwhelming research and empirical evidence indicating the benefits of ICT in education, the 

resistance to change and the recent willingness to revert to face-to-face lessons threatens any 

further advances in ICT pedagogy. 

 

The advantages of using ICT in education and its capacity to enhance learning are widely 

accepted. ICT adds value to teaching and learning by enhancing learning effectiveness through 

interaction, increased interest, gamification, self-discovery, alignment with learning styles, 

collaboration, and more (Henderson, 2020). However, the wider teaching community still 

needs to discover these benefits, and they still need to be convinced to seize the opportunities 

ICT offers. 

 

One reason for this reluctance is the often-overlooked practice of integrating ICT into the 

written corrective feedback process. In the unstructured interviews conducted by the authors, 

the results indicate that many teachers accept ICT as a support for language learning but made 

no reference to its use in formative or summative assessment, which is not an isolated case. 

Over the past few years, the authors have delivered numerous workshops on integrating ICT 

into formative and summative assessments. The resounding comments from participants are 

that there is little return on time invested in implementing ICT and that they were not aware of 

effective ICT pedagogy or how to use it effectively for corrective feedback. 

 

Although research into ICT use in schools is now approaching its fiftieth year, many teachers 

remain under-trained and under-supported in implementing and integrating ICT into the 

learning process. During the first three decades, the effectiveness and applications of ICT and 

its impact on learning were of interest, a necessary process in advancing the field. More 

recently, however, the focus has shifted to where ICT fails to support previous learning 

enhancement claims. Studies of how teachers in a range of settings utilize ICT to mediate 

student learning experiences indicate that ICT is largely being integrated (cf. utilized) in ways 

that support and supplement existing classroom practices (Hayes, 2007). The unresolved debate 

over the effectiveness and efficiency of ICT is whether ICT should be supporting the delivery 

of a traditional or a radically different vision of pedagogy based on soft skills and new digital 

literacies (Livingstone, 2012). 

 

The less-than-desirable uptake of ICT in education is inadequate training teachers receive, and 

ICT is often relegated to merely a support role in the classroom. Successful integration of ICT 

requires fundamental shifts in the core activities of schools and includes new teaching practices 
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(Hayes, 2007). The examples discussed in this article suggest some ways in which these shifts 

may be initiated and sustained. Until now, ICT is largely being integrated into ways that support 

and supplement existing classroom practices of delivery. The affordances of ICT integration 

are overlooked or not made aware to teachers. Therefore, we commence this discussion by 

approaching teacher professional development (TPD) and then present time-saving options of 

formative, ipsative, and summative assessment. 

LITERATURE REVIEW 

Teacher Professional Development 

Until now, KIFL teachers attend compulsory “TPD” at the commencement of each semester. 

This teacher preparation day is followed by ad hoc voluntary teacher meetings, usually no more 

than twice a semester. All of these teacher meetings have been held either face-to-face, online, 

or hyflex, depending on the health regulations at the time. While these meetings provide 

essential information for understanding the administration of the curriculum, they provide 

limited teacher professional development. These “TPD” provide limited instruction on ICT 

use, how to support student ICT use, or how to integrate ICT into the learning process. The 

only assessment of teachers’ uptake of this “training” is indirect through student feedback, 

teachers’ voluntary self-assessment, or monitoring of the teacher syllabus administration 

through Google Classroom. Any further appraisal of the effectiveness of the synchronous 

meetings and their contribution to professional development is beyond the reach of this paper. 

However, in the future, it should be formally investigated. Furthermore, the adoption of 

asynchronous professional development has not yet been discussed with teachers or in planning 

meetings. 
 

Asynchronous TPD 

While TPD is generally accepted as an essential practice for sustainable development in 

industry, TPD in education is less common. Furthermore, the benefits of providing 

asynchronous online TPD in both sectors have only recently become an option. Functionally, 

asynchronous online TPD provides greater flexibility and the capacity to offer a wide range of 

resources to teachers (Hu et al., 2021). For learners, research shows that asynchronous 

technologies provide collaborators time to deliberate and reflect, providing opportunities to 

evaluate comprehension and foster critical thinking (Oztok et al., 2013), resulting in increased 

quality of interaction (Brierton et al., 2016) and productive social interactions. Furthermore, 

providing asynchronous online TPD is more cost-effective than traditional on-site TPD (Hu et 

al., 2021). 

 

When we consider KIFL part-time teachers’ busy schedules, limited learning resources in 

English, and the vast differences in academic training, experience, and learning styles, online 

asynchronous workshops should be considered an effective way to deliver TPD. Additionally, 

synchronous workshops can sometimes result in less reliable adoption of training outcomes 

due to individuals’ different learning styles. 

 

Individual Learning Styles 

One of the most overlooked advantages of asynchronous online TPD is that trainees or students 

can adopt a learning style that best suits their individual learning styles (Fishman et al., 2013). 

Although the concept of learning styles is somewhat controversial, learning styles can be 

conceived as describing how students process learning (Renandya, 2020). Furthermore, 

millennial learners' learning styles have been categorized as team learning, experiencing, and 

using technologies in learning (Hani & Lismay, 2020). It is little wonder that learning styles 
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are almost universally not ignored by managers and supervisors contemplating PD and training 

for adults in the workplace (see SEFE Marketing & Trading, n.d.). 

 

PD and training models include similar learner-style considerations. Fishman’s et al. (2013) 

seven different learning styles are an extension of Fleming’s (2022) VARK model, which 

shares some familiarity with Howard Gardner’s (1983) multiple intelligences. To improve the 

delivery of content or training, the different backgrounds of individuals should be considered. 

Each individual's background both molds and is molded by their learning styles (Kolb, 1984), 

their social culture, and their organizational culture (Meyer, 2014). It is little wonder that 

individuals attending the same training session can leave with distinctively different learning 

experiences, even if they have similar levels of education, training, and experience. 

 

Kolb’s Four Learning Styles 

Kolb (1984) first established a theory of experiential learning and a learning style inventory 

from his definition of four different learning styles. Kolb’s four stages should be considered 

during the design phase in TPD. The four stages include Concrete Experience, Reflective 

Observation of the New Experience, Abstract Conceptualization, and Active Experimentation. 

 

The first stage, Concrete Experience, is a stage where the learners actively experiment with a 

concept. In a lesson, this stage might include examples, awareness raising, or direct instruction. 

The second stage is Reflective Observation, where the learner consciously reflects on that 

experience. During the lesson, this would include discussion with peers and teachers and 

thinking about contrasts, conflicts, or areas of agreeance. After these two stages, the input 

should start to become proceduralized and have greater success in entering implicit memory. 

During the third stage of Abstract Conceptualization, the learner attempts to generalize a model 

of what is experienced. In a lesson, this could involve reporting the contrasts and similarities 

that peers expressed during the discussion. These reports should be available to the class, and 

the instructor should draw attention to the main features. In the fourth stage, Active 

Experimentation is where the learner applies the learned model to a new experiment. This could 

be an independent task given as homework - not homework to test independent learning, as in 

the traditional model, but the kind of homework where students bring back their experiences 

for further discussion. This final process should be incorporated into any well-designed 

curriculum and approach to syllabus administration that incorporates brain-based learning. 

 

The rationale for presenting Kolb’s four-stage learning model is that it can be used in planning, 

delivering, and assessing learner development. The concepts behind the learning styles and 

experiential learning experience enable trainees and students to translate information into real 

and practical concepts or theories. However, these four stages are easy to manage in 

synchronous situations and are effective. The problem is then, where does asynchronous 

learning fit in? The answer can be found in Fethi and Marshall’s (2018) Synchronous Online 

Flipped Learning Approach (SOFLA®). 

 

Approach - Asynchronous Input Instruction and Training 

SOFLA® is a flipped learning approach that links synonymously with Kolb’s (1984) model 

discussed earlier. The model is flexible in that it can be divided into two lessons. The important 

feature of asynchronous TPD is that the pre-work can be performed at any time, and 

teacher/supervisor monitoring can be administered during the remaining cycles (see Figure 1). 
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Fig. 1. The SOFLA® 8-Step Cycle Against Kolb’s Four Stage Model 

Notes. Pre-work and Reflection can be performed asynchronously. Adapted from “JALT: 

SOFLA® in Japanese Class [Conference Presentation Slides]. SOFLA® Synchronous Online 

Flipped Learning Approach” (Slide-5), by K. Saito & H. W. Marshall. Copyright 2021, by 

Kazuko Saito, City University of New York, NY USA. Four Stage Model adapted from 

“Experiential learning: Experience as the source of learning and development”, by D. A. 

Kolb. Copyright 1984, Prentice Hall. 

 

The pre-work activity (Step-1) is not for homework per se, but for work that needs to be shared 

and developed during the subsequent class. Kolb (1984) refers to this step as Active 

Experimentation. In the process of continual development, it is building upon previous 

knowledge or migrating tasks into further fields or transitional genres. Therefore, pre-work 

contains an element of homework and revision. The idea is, during this pre-work step, students 

experience the task and share it with the group on their return. 

 

The following two steps (i.e., Sign-In Activity and Whole Group Application) are a form of 

shared learning, which can include reflection on previous knowledge, discussion about the pre-

work or priming. Regardless, these all form an opportunity for scaffolding, peer learning and 

correction, and collaboration with peers. These steps not only provide an opportunity for those 

students who neglect to do the pre-work or think that this step is not important to be involved 

in, but also raise their awareness of the importance of preparation (i.e., it is embarrassing and 

awkward not to be involved). These steps loosely relate to Kolb’s Concrete Experience and 

Reflective Observation of the New Experience stages. The whole group application is where 

the teacher directs learning or raises awareness. 

 

Steps four and five (i.e., Breakouts and Share-Out) are where new information and skills are 

gathered and used for building upon previous knowledge and directing learning towards the 

target for that lesson. This equates to Kolb’s Abstract Conceptualization. That is, the students 

have to use their resources to “fill the gaps” in the acquisition of new knowledge. The target 

can be completing a project or a part of a project, performing a task or reaching some target. 
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Either way, instructors should know where they want the students to be by the end of Step-6 

(i.e., Preview and Discovery) and plan backwards to provide scaffolds. 

 

The final three steps (i.e., Preview and Discovery, Assignment Instructions, Reflection) 

provide places for instructors to adjust thinking, raise awareness, and most importantly, ask 

students/participants to reflect on their learning cycle from steps one through seven. This 

reflection follows a Share, Help, Ask, Comment (SHAC) protocol (Fethi & Marshall, 2018). 

The SHAC protocol provides teachers sufficient structure to provide peer feedback in a way 

that is readily accessible and likely to elicit high involvement in the process. This reflective 

process can be attended online, asynchronously, or synchronously in interactive spaces such as 

chat rooms and discussion forums. 

 

This section has collected the teaching approaches and learning styles into a framework that 

can utilize both synchronous and asynchronous delivery. The framework is an adaptation of 

the SOFLA® model. Therefore, some of the terminologies have been modified to fit 

asynchronous TPD. The remainder of this paper discusses the problems and solutions to 

implementing asynchronous PD for both teachers and students. 

TEACHER VOICES FROM THE CLASSROOM 

This section begins with a discussion about the problems teachers face with online teaching. 

The method of implementing TPD is then discussed, which includes the aim, material, 

preparation approach, example, and discussion. 

 

Recently, Goto and Dusza (2020) investigated the perceived strengths, weaknesses, and 

challenges of teaching online by English teachers living in Japan. Sixteen teachers from various 

educational places, including KIFL, completed a survey about their perceptions of hybrid and 

hyflex teaching and the challenges of implementing ICT in EFL classrooms during the 

lockdown. The results showed that teachers were concerned with the following obstacles: a) 

technical issues (i.e., connectivity problems), b) a lack of interaction between students, c) 

teachers’ frustrations with observing students online, d) dealing with online distraction, and e) 

teacher reluctance of using technology, due to a lack of knowledge or an unwillingness to 

change. 

 

The survey provides evidence of the worries educators face when attempting to integrate ICT 

into their teaching practice, including pedagogical, cultural, and motivational problems. The 

main reason is that teachers need to learn more about using technology to monitor, control, 

motivate, or guide students. One common complaint is that it is difficult for teachers to know 

student engagement when their camera is turned off. Face-to-face teaching advocates claim 

that in the classroom, teachers can get a bird’s eye view of their students working as they walk 

around the classroom and provide guidance directly. These teachers claim that monitoring 

student engagement is extremely difficult and more challenging than walking around the 

classroom. However, this claim indicates that the apps and learning technology still need to be 

integrated (i.e., it is not providing immediate feedback to the students or teacher). For example, 

KIFL students have their own devices, and even when teachers walk around the classroom and 

monitor students’ work, teachers admit that students are playing games, sending messages to 

each other, or doing other disengaged activities during class time. Therefore, technology alone 

may not be the problem, but the learning environment, approach, or material might be. 
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One solution that has been successful in almost all teaching modes is integrating technology 

into the learning process. Integration means that the technology is used in such a way that 

learning would be severely hampered if the technology were removed (Son, 2020). This level 

of technology integration in the language classroom requires significant time, effort, and 

continual professional development. The following section provides an example of how 

technology can be integrated to provide enhanced communication, knowledge development, 

and assessment of learning. Furthermore, the following examples can be used for professional 

development. 

EXAMPLES OF IMPLEMENTATION FROM THE CLASSROOM AT KIFL 

Aim 

This study of classroom practice details the four things that should be planned into lessons 

when we consider the learner as a customer (i.e., the receiver of quality products and whom we 

want to return for more services). Naturally, in any lesson, there are learning goals, but this 

lesson provides a framework for designing lessons that collect formative assessment data for 

the lesson facilitator to direct learning, and for students to self-reflect and learn from their peers. 

 

Background 

The following approach is offered in response to the problems mentioned earlier in this article. 

This approach is intended to alleviate the negative impact of the following: 

 

● Technology breakdowns, apps malfunction, and connectivity problems 

● Challenges in fostering interaction and collaboration between students 

● Challenges in engaging students and making the technology essential to learning 

● Difficulty of monitoring students working on the material and directing their learning 

 

Materials 

One of the most daunting tasks of teaching is the material choice and development. 

Furthermore, working with technology requires the material to be intuitive enough so as not to 

interfere with the learning process (Son, 2020). In the example provided, Google Suit is used, 

in particular, Google Sheets, Google Docs, Google Slides, and Google Sites. 

 

Preparation 

Before commencing delivery, students and teachers need training to understand the benefits of 

using technology in pedagogy and how technology affects learning. The technology used 

inappropriately can have the same effect as using inappropriate teaching methods in various 

settings. 

 

There are various methods to collect student responses in Google Classroom, and each 

potentially affects the learning experience and, subsequently, the mental process. Additionally, 

how the material is used and shared affects the collaborative experience and consequently the 

memory process. These methods include the functions offered in Google Classroom, such as 

Class comments, making a document for each student, and shared documents, which are 

detailed in Table 1. 
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Table 1. List of ICT Apps and Their Pedagogical Function 

App Name Pedagogical Function 

Class Comments Class comments do not facilitate constructivist knowledge or sharing 

because students host their work when completed, not during the 

authoring process. 

Class Comments 

w/follow-on questions 

Follow-on questions allow teachers to conduct meta-analyses and 

scaffold the students according to the requirement of the task/lesson. 

Shared Google Sheets Allow students to record performance and material encountered (i.e., 

readings, essays, interviews, and site searches that were used for 

learning).*¹ 

Shared Google Docs Each shared doc has a page for enough students to provide responses. 

The first page always provides an exemplar. The teacher uses this 

exemplar as a rubric to explain the main points that will be assessed and 

the weighting on these points (undergrads cannot comprehend rubrics 

without explicit instruction).*² 

Individual Google 

Docs 

Individual Google Docs are used for final, individual assessment and for 

the teacher to assess task transfer and skill acquisition (i.e., the activity 

should test if the lesson provided students with adequate training and 

ability to perform autonomously).*³ 

Shared Google Slides Shared Google Slides are used to collaborate during individual, group, 

or class activities. In this fashion, students and teachers can refer to 

others' work to raise awareness and provide general, specific, and 

indirect feedback to individuals and the class, depending on the need. 

Shared Google Sites Google Sites are used for journaling information and final assessment 

(i.e., after drafts in the previous Google Suit apps). Journaling or 

making a portfolio function as a reflective activity provides memory 

reactivation. Making a portfolio helps develop digital literacy. Also, the 

portfolio can be used as an extension activity for reporting, presenting, 

or discussion. 

Note. *¹ Shared Google Sheets are the databases students use to populate their Google Sites 

later and throughout the semester. *² Teachers use rubrics to allocate marks against 

performance. *³ Teachers may explicitly indicate the marks allocated to each part of the 

exemplar provided in the Google Doc. 

 

The pedagogical functions mentioned above are employed in the approach discussed below. 

The most important point is understanding the effect of each function and the affordance it 

offers to collaborative learning, reflection, and Communicative Language Teaching (CLT). 

 

Approach 

Although Japanese students use the digital environment outside of school and for purposes 

other than learning, their experience is largely unconnected to school use (OECD, n.d.). 

Similarly, although curriculum and material are often flouted as being authentic and student-

generated, the material used for learning and generating ideas rarely uses the Internet 

appropriately for educational purposes. This is not for lack of desire or knowledge about the 

Internet or how to access it. Rather, students, and possibly some teachers, are more concerned 

with seeking technologically enhanced material that does the teaching and assessment for them. 

Furthermore, some apps are used merely to provide fun activities that teachers assume provide 

some incidental learning. Nevertheless, professional development offered at KIFL has not 

provided explicit guidelines and training to encourage teachers to adopt learning approaches 

that provide the access to digital content and collaboration through ICT. The following 

approach attempts to address these deficits. 
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Fig. 2. A Sign-In Attendance Activity 

 

 

In the Sign-In Activity (i.e., Google Class Attendance Activity), the teacher starts with a 

question that prompts students to talk about a selected topic and raise their awareness of the 

topic’s background (i.e., the gap, Ellis, 2003). The teacher posts this question on Google 

Classroom. Students have to communicate with each other in order to construct their own 

questions to ask the teacher in the Class comments. In the process, they are given academic 

vocabulary and schematic knowledge to discuss the topic. This activity serves to provide input 

and language scaffolding. The students share their comments in the Class comment for the 

class to see, which is discussed with the whole class in the next step (i.e., Step-3 Whole Group 

Application). Table 2 shows examples of student comments. 

 

Table 2. Student Samples of an Attendance Activity 

Student Name *¹ Response 

Teacher Teacher provides an example with explicit instruction and awareness raising. 

Renae “For me, I think I don’t need it, cause I’m using the iphone 8. And then, I can 

live enough with it now [sic]. I think it depends on people tho [sic], so there is a 

[sic] people who wanna use [sic] iphone that has the latest function, something 

like it can take really good picture [sic] and so on.” 

Yura “We chose “Do we need to get new phones every few years?” Because in fact, 

some companies launch new phones every year. People want to get a [sic] new 

devices and functions. In the future, we don’t need smartphone [sic]. Because 

IT technically is going to develop now. Someday, it will be a part of me.” 

Kaho “I choose [sic] the topic 3: Can I replace teaching? I think people can replace 

teaching. When I went to Haneda Airport I saw many Automatic check-in 

machine [sic] and I could check-in and got [sic] on the airplane without talking 

to people. I thought robots will [sic] take our jobs and I worried about it. So, I 

think the increasing use of artificial intelligence will mean people will lose their 

jobs in the future.” 

Notes. *¹ Student names are pseudonyms. 

 

As these responses are submitted, Google Classroom updates the stream instantaneously. In 

this manner, the teacher can encourage student participation by interacting with the incoming 
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comments. From the attendance activity, the teacher should be able to gauge individual 

interests, communicability, and willingness to participate. 

 

Creating motivation for students to engage with activities and submit the work in the limited 

time frame requires consistent, repetitive learning approaches. Student anxiety and a fear of 

embarrassment are reduced by repeating activities, but the activities need to be explicitly 

essential to participation in the remainder of the lesson. To create motivation to engage with 

the activity and lower the anxiety or embarrassment of submitting their substandard work, 

instructors should feature select student submissions and ask non-participants for their 

contributions. It takes some students two or three weeks to realize that participation is 

necessary. 

 

The Breakout and Share-Out consist of a group task where students write a report about a 

debate topic. Reports can take many forms. One example of a report is discussing an activity 

or topic with a peer and then reporting the content of that discussion for other students to 

observe. This observation provides reluctant students with the necessary example to encourage 

them to participate, thereby reducing their level of anxiety. The development of this approach 

would be to discuss the debating process and write a report on that process (see Vygotsky, 1987 

about the correlation between private speech and social speech). Furthermore, the report could 

include statistics generated from the members of the debate (e.g., how many people and how 

many people were for or against), or the statistics from the facts presented by either or both 

teams. The following Figure 3 shows examples of student-generated reports based on the three 

levels of task requirement (i.e., basic report, process report, and detailed report). 
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Fig. 3. Student Samples of a Debate Topic 

Basic report *¹ 

 

Process report *² 

 

Detailed report *³ 

 

Notes. *¹ Low level corresponds to CEFR A1-A2 (KIFL). *² Intermediate level 

corresponds to CEFR A2-B1 (KIFL and University). *³ Upper intermediate corresponds to 

CEFR B2 (University). 

 

Regardless of content, students are provided with ample opportunities to source knowledge 

from material online. From this knowledge, every activity requires students to use ICT to share 

new knowledge. 
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Asynchronous Work 

Pre-work activities can include a vast array of pre-existing videos, activities, and even textbook 

activities. However, more engaging examples include Edpuzzle, LinkedIn Learning, and 

SeeSaw ambassador and pioneer training. Additionally, teachers and instructors can make 

training videos and presentations that can be accessed in students’ and participants’ own time. 

Ideally, these activities should be made available in a manner that the administrators can assess 

student involvement. Edpuzzle, Google Forms, Survey Monkey, and presentations presented 

in parts that require participants’ engagement with the material can achieve this level of 

monitoring. 

 

Reflection activities are easily collected through shared Google Docs, other survey collection 

methods, or Google Class comments. Each has its own pros and cons, depending on the 

situation. To assist participants that find it difficult to visualize or reply, shared Google Docs 

allow others to view exemplar responses from peers. The downside is that some students may 

copy responses; this action is more productively considered an attempt and a stage of learning 

more than mere copying. Naturally, the teacher/presenter should respond to copying with 

questions regarding content, not action. In this manner, the “culprit” would be less likely to 

repeat the action and make efforts to modify and paraphrase in the future, a more advanced 

skill. Using Google Class comments facilitates examples presented chronologically. It also 

allows students to delete and re-send comments. The downside, again, is similar to Google 

Docs. 

 

Using survey devices is more appropriate for anonymous and private responses. Some response 

devices facilitate instant responses to answer data, while others can have these response data 

displayed after completing the survey or at some later time. For people who work better with 

examples, it may mean there would be more responses that are less specific or miss the intended 

purpose of the questions. 

SUMMARY AND RECOMMENDATIONS 

“There are some who unwittingly distinguish the classroom from the “real world.” To teachers 

and learners, the classroom is a world as real as any other in which they live. The successful 

classroom will prepare learners for the world even as the world impacts the classroom” 

(Gregersen & MacIntyre, 2017, p. 1). 

 

In industry, successful professional development occurs in the workplace. Therefore, with the 

help of ICT and content-appropriate practice, pedagogy should provide a similar level of “real 

world” experience for teachers and students. However, from the survey (Goto & Dusza, 2020), 

teachers indicated there were problems with ICT regarding integration and implementation. 

Previous research also indicated that training was inadequate, did not have a specific 

application, and there was little support from educational facilities to invest in ICT TPD. 

 

The “weakness” investigated in this paper was that ICT is not integrated into the learning 

process, and instructors were not using asynchronous PD during appropriate stages in learning. 

This article identified that supervisors and trainers should be able to collect data from all parts 

of ICT training. Therefore, asynchronous training, which could be informative, investigative, 

or pre-emptive, needs to be accessible and accountable. During the synchronous training, 

teachers should be provided opportunities to share knowledge and solve integration problems 

at the establishment, course, and class interface. Skilled trainers can then redirect this collective 

knowledge into further or future training, delivered asynchronously and assessed from 
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classroom practice in a similar, asynchronous manner. For example, monitoring Google 

Classroom management, materials, assessments and interventions. The following illustration 

(see Figure 4) and instructional delivery plan (see Table 3) provide an explicit example of how 

to deliver training for “How to teach through Ted Talks and Gibbs reflective cycle for project-

based learning”. 

 

Fig. 4. SOFLA® With Specific Lesson Goals Indicated 

Note. This adaptation of the SOFLA® model is used to introduce SOFLA® and Gibbs 

reflective cycles to teachers. Adapted from “JALT: SOFLA® in Japanese Class [Conference 

Presentation Slides]. SOFLA® Synchronous Online Flipped Learning Approach” (Slide-5), 

by K. Saito & H. W. Marshall. Copyright 2021, by Kazuko Saito, City University of New 

York, NY USA. 
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Table 3. Approach to Training Teachers in ICT Integration in the Curriculum 

Training Stage*¹ SOFLA® Step Description 

Stage 3: Abstract 

Conceptualization*2 
Entry*3 

Step-7: 

Assignment 

Instruction 

Pre-training: Prepare the asynchronous material and send an Email explaining the publication date (when will the 

training be available). This material builds on previous knowledge, provides new information that elicits 

investigation and development, and provides each participant with the opportunity to bring a unique understanding 

to the subsequent class. 

Step-8: Reflection One week before the Professional Development (PD) day, the asynchronous activity is posted with an invitation 

Email explaining the asynchronous PD can be taken at any time prior to the PD day (two or three days before is 

better for memory). 

Stage 4: Active 

Experimentation 
Step-1: Pre-Work Two days before, remind those who did not respond to attend to the asynchronous PD (Set up the asynchronous PD 

to include reporting and confirmation Emails). 

Stage 1: Concrete 

Experience 
Step-2: Sign-In 

Step-3: Whole 

Group Application 

Participants are given a stimulus to share what they will bring to the class in Step-3. This could be sharing 

experiences in relation to the pre-work. The whole group application gives the group a chance to share their 

discussion with the class or instructor. At this point in the SOFLA® cycle, formative feedback is used to guide what 

happens in the following two steps. Instructors can raise awareness, direct attention, scaffold where necessary, or 

even provide instruction where necessary. 

Stage 2: New 

Experience 

Reflection 

Step-4: Breakouts 

Step-5: Share-Out 

In Breakouts, the peer learning and knowledge/skill-building process is exercised in a somewhat directed manner. 

The learning that takes place in the groups is shared again with the class, in view of the watchful gaze of the 

instructor who is guiding the direction of learning. 

Stage 3: Abstract 

Conceptualization 
Step-6: Preview 

and Discovery 

At this stage, the instruction focuses on the training main points that participants have discovered through the 

previous steps and any missing information can be provided. The provision does not necessarily have to take place 

in the present training but could be assigned or learned in the following asynchronous activity. 

 Step-7: 

Assignment 

Instruction 

Assignment instructions should provide all the necessary information to complete, develop, and implement the new 

or additional knowledge and skills the TPD provided. The assignment instructions should also include the 

expectations and activities that will be experimented with in the following two steps. 

 Step-8: Reflection Reflection includes the entire process, from TPD initiation, asynchronous activities, and progressive knowledge. 

Note. *¹ Training Stage according to experiential learning that assumes experience as the source of learning and development (Kolb, 1984). *2 

Assumes that teachers have come into the training cycle with some previous knowledge or prior experience. *³ The SOFLA® cycle can be entered 

from virtually any step; in this activity, it starts at Step-7. 
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CONCLUSION 

This article discusses the efficacy of providing teacher professional development (TPD) 

through asynchronous ICT. Examples of asynchronous professional development from 

industry indicate that collaborative and cooperative learning styles are beneficial for 

implementing change and fostering efficiency and effectiveness through professional 

development. Although asynchronous professional development is universally adopted in 

industries where performance is more critical to production, educators need to be more 

amenable to asynchronous training. The workplace observations and literature presented in this 

article indicate that instructors need to be more aware and conversant with the advanced 

affordances provided by learning through technology. However, teachers needed to be more 

open about the need to be trained in tech-integrated pedagogy or even how tech-integrated 

pedagogy benefits learning. Hence, teachers needed to show more interest in monitoring, 

assessing, and adjusting through integrated ICT due to their experience and subsequent 

preference for didactic and non-communicative, tech-supported lesson delivery. To address 

this recognized deficit in professional development, this article provides a theoretical 

framework, approach, and method based on the SOFLA® flipped learning approach and Kolb’s 

Four Stage Model with integrated ICT. Explicit examples of modifying learning approaches 

through integrated technology are also discussed. The discussion about the SOFLA® model 

indicates where, when, and how knowledge is built, shared, and produced during the learning 

cycle. 

 

With appropriate ICT integration, the instructor can monitor and adjust the learning process 

through the technology and provide necessary corrective feedback at the point of need. 

Achieving this level of integration, monitoring, and collaboration requires hours of appropriate 

TPD; the one-hour TPD provided at the beginning of each semester needs to be increased. 

Therefore, asynchronous TPD was discussed as a solution to providing a readily available 

source of training that could be collectively shared and built upon during the short time 

allocated for TPD. Furthermore, the examples of lessons integrating technology with pedagogy 

show how teachers can implicitly build their knowledge on the TPD and become more 

proficient at using the technology progressively throughout the semester. In this way, a 

community of sustainable professional development is established among the entire learning 

community (i.e., administrators, teachers, and students). The frameworks and approaches 

offered in this paper can reduce the time taken to discover how technology influences learning 

and how integration can be productive in the classroom. 
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TOEIC(R) L&R テストのスコアアップにおける品詞理解度の重要性
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神田外語大学

The Importance  of  Understanding  English  Parts  of  Speech to  Increase  
Scores on TOEIC L&R(R)  Test

Miki Kon
Kanda University of International Studies

要旨

　TOEIC L&R は国内の主要な英語テストであり、本学でもそのスコアが履修
条件の目安や単位認定の対象となっている。スコアアップには受験時の時間管
理が重要とされ、中でも Part 5 を短時間で解答する文法・語彙力が必要である。
本稿では、TOEIC650 演習の授業において、Part 5 の解答スピードと正答数を
上げるために、出題率の高い品詞問題の理解度を深めながら語彙力を上げる目
的で実施したワークの効果を、学生の TOEIC スコアとアンケートで検証する。

キーワード：TOEIC  L&R、単語学習、品詞理解、スコアアップ

１．はじめに
　TOEIC&LR は国内の英語テストの中で主要であり、ある調査では 87.9%の
企業が採用時にそのスコアを参考すると回答している（※１）。本学において
も、単位認定の対象や（※２）、奨学金制度の対象資格となっており（※３）、
スコアの取得は学生にとって非常に有益と言える。しかしながら、そのスコア
アップにはある程度の学習時間が必要で、500 点の学習者が 650 点を取得する
のにかかる時間は 340 時間とされており（Trew, 2007）、毎日 90 分間学習し
たとしても約 8 ヶ月を要する。本稿の筆者が担当する「TOEIC650 演習」は、
前期・後期とも学習期間は約４ヶ月であり、その間での 650 点取得が単位認定
の評定となっているため、学生は短期間でのスコアアップが必要となる。効率
的なスコアアップのためには、リーディング・テストでの時間配分が重要で、
特に Part 5 を 10 分間で解答することが望ましい（ヒルキ・相澤・前田 , 
2018）。そのためには、30 問ある Part 5 のうち、8 問を占める品詞問題（加
藤, 2022）を１問あたり数秒で解答し、スピードアップを図ることが有効であ
る（ヒルキ・相澤・前田, 2018）。本稿では、英語学習の重要な部分を占める
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語彙学習として、授業内で毎回単語テストを実施し、品詞問題を反復して解く
ことにより、品詞の理解を深め、Part 5 の解答時間を短縮することを目的に
ワークを行い、その結果を学生のアンケートと受講前、受講後のスコアで検証
した。検証期間は 2022 年度前期授業（2022 年 4 月〜7 月）である。

２．TOEIC L&R テストとは
　ETS によって開発・制作されている TOEIC プログラムのテストの一つで英
語におけるリスニングとリーディングの力を測定する（ETS, 2021）。

２．１　形式と問題数、所要時間
　TOEIC  L&R には公開テストと IP テストの２種類がある。公開テストはリ
スニング、リーディングともいずれも５点刻みで、5〜495 点、トータル 10〜
990 点のスコアで評価される。リスニングは 45 分間で 100 問、リーディング
は 75 分間で 100 問が出題される（ETS, 2021）。IP テストはオンライン形式
のものがあり、本学は現在オンライン IP を採択している。オンライン IP の場
合、リスニングは 25 分間で 45 問、リーディングは 37 分間で 45 問が出題され
る（※４）。授業の中では、公式認定証が発行される公開テストの対策に重点
を置いた。

２．２　Part 5 とは
　Part 5 は短文穴埋め問題と称され、１箇所が空所になった英文を読み、４つ
の選択肢の中から最も適切なものを選んで不完全な文を完成させる問題で、公
開テストでは 30 問（ETS, 2021）、オンライン IP テストでは 12 問出題される
（※４）。公開テストの 30 問の内訳は、文法問題が 18 問、語彙・その他が
12 問である（加藤, 2022）。

２．３　品詞問題とは
　公開テストの Part 5 では毎回 7〜9 問の品詞問題が出題され、同じ綴りで始
まる派生語が選択肢に並んでいる問題のことを言う。品詞問題は基本的に空所
の前後を見て解くことができ（ヒルキ・相澤・前田, 2018）、Part 5 で出題さ
れる文法問題の半数近くを占めるため、品詞問題をいかに速く正確に解答する
かがポイントとなる（加藤, 2022）。授業では、品詞問題は１問あたり 5 秒で
解くことを目標とした。

２．４　時間管理の重要性
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　リスニングセクションは放送される問題に沿って解答していくため、基本的
には時間管理は不要である。しかし、リーディングは受験者に解答スピードが
委ねられるため、時間管理はスコアアップに必須のスキルである。具体的には
Part 5 が 10 分間、Part 6 が 10 分間、Part 7 が 55 分間が効果的とされる（ヒ
ルキ・相澤・前田, 2018）。

３．2022 年度前期「TOEIC650 演習」
３．１　授業
　2022 年度前期の「TOEIC650 演習」は同一内容の「TOEIC650 演習 B」
「TOEIC650 演習 C」「TOEIC650 演習D」の 3 クラスを、4 月〜７月の間毎
週１回 90 分授業を 15 回実施した。毎回の授業の進行を表１に示す。

表１　授業内容
所用時間 内容

5 分間 発音練習、出席確認

5 分間 品詞の理解と接尾辞学習

10 分間 「ボキャブラリー 990」
100例文の音読
ペアワーク

5 分間 単語テスト

10 分間 例題によるテスト攻略法解説、音読による復習

45 分間 「公式問題集８」 TEST 1 の実施、解説
音読による復習

5 分間 画像による頻出単語音読学習

5 分間 宿題（公式問題集の音読と筆写・ミニ模試の実施）の確認

３．２　受講生と受講資格
　受講資格は開始前のスコア 650 点未満であり、3 クラスの履修登録者数は合
計 46名であった。本稿のスコア検証では、受講資格条件を満たしかつ開始前
と終了時のスコアが確認できた受講生 28名を対象としている。

３．３　期末の評価方法
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　期末の評価方法は、クラス開始以降、TOEIC L&R公開または学内で実施の
IP テストを受験し、650 点を超えた場合、単位取得とする。

３．４　教材
　クラスでは主に２冊の教材を使用した。TOEIC 学習に関しては「公式
TOEIC Listening & Reading 問題集 8」（ETS, 2021）（本稿では公式問題集
と呼ぶ）、単語学習に関しては「新 TOEIC TEST 出る順で学ぶ ボキャブラ
リー 990」（神崎, 2009）（本稿ではボキャブラリー 990 と呼ぶ）を採択した。
公式問題集は、TEST 1 を授業用、TEST 2 を自主学習の模擬テスト用とした。
ボキャブラリー 990 は 990個の頻出単語とその例文が収録され、頻出度毎に章
が分かれている。この検証では、公式問題集に関する学習に関しては特に記述
せず、ボキャブラリー 990 を使用した単語学習について焦点を当てる。

４．単語学習
４．１　学習範囲
　第 2 回〜第 14 回まで、ボキャブラリー 990 の最頻出の章から開始し毎回
100個ずつを学習範囲とした。990 まで学習した後は 401〜復習を行った。

４．２　音読
　音読指導は外国語としての英語学習に不可欠とされており（鈴木、門田
2012）、授業内ではネイティブスピーカーのスピードに慣れるために、ボキャ
ブラリー 990 に収録されている音源を使用し 100 単語を 50 単語ごとに区切っ
て、例文のオーバーラッピング・リーディングを行った。

４．３　ペアワーク
　外国語学習におけるペアワークの利点には、学習者の発話時間の増加、自発
的学習の促進、クラスルームの雰囲気の改善などが挙げられる（Harmer, 
2001）。授業では、オーバーラップ・リーディングの後に、ペアで１分間ずつ
交代で学習範囲の単語を日本語で問い、英語で答えるクイズを出題しあうワー
クを行った。

４．４　単語テスト
　授業運営には Google Clasroom を活用し、単語テストは Google Forms で
作成した。単語テストは毎回 20個の単語をターゲットとし、ボキャブラリー
990 の文章を使用して Part 5形式の短文穴埋め、4択の解答形式とした。品詞
理解を徹底するため、毎回 20 問中 5 問程度の品詞問題を混在させた。単語テ
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ストの実施時間は、タイマーで 20 問で 5 分間を設定し、品詞問題は 1 問 5 秒
以下、それ以外は 20 秒で解く時間管理を目的とした。

５．調査内容
５．１　TOEIC スコアの比較
　分析対象とした 28名の受講生の、受講開始前のリスニングスコアは 245 点
〜390 点、リーディングスコアは 155 点〜320 点、トータルは 405 点〜645 点
であった。また、終了時のリスニングスコアは 325 点〜445 点、リーディング
スコアは 195 点〜355 点、トータルは 570 点〜745 点であった。受講開始前と
終了時の平均スコアと伸びを表２に示す。

表２　TOEIC スコアの比較
リスニング リーディング トータル

開始前の平均スコア 326.3 244.3 570.5

終了時の平均スコア 379.1 283.8 662.9

スコアの伸び ＋52.8 ＋39.5 ＋92.4
注：数字は四捨五入しているため合算してもトータルと一致しない場合がある。

28名のうち、23名がトータルで 5 点〜165 点スコアアップし、4名が 5 点〜
75 点スコアを下げた。1名はスコアに変化がなかった。

５．２　スコアの伸びと品詞の理解度の相関関係
　分析対象の学生の品詞の理解度を測るため、第 2 回から 14 回まで実施した
単語テストの品詞問題の正答率を算出した。正答率が 50%以下の学生はいな
かったため、50%〜69%の学生をⅠ群、70%〜79%をⅡ群、80%以上をⅢ群と
し、リーディングスコアの伸びと品詞の理解度の相関関係を検証した。

表３　品詞問題の正答率とスコアの伸び
リーディングの平均点 スコアの伸び

Ⅰ群 50〜69% 237.7 16.6

Ⅱ群 70〜79% 283.3 31.7

Ⅲ群 80%〜 289.3 43.6
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この結果から、単語テストの品詞問題で正答率が低かったⅠ群と、高かったⅢ
群のスコアの伸びには 27 点の差がついており、品詞の理解がスコアアップに
重要であることがわかる。

５．４　学生アンケート
　第 12 回目の授業内で実施し、3 クラスで 32名の学生から回答を得た。表４
にアンケート結果を示す。

＜単語学習に関するアンケート＞
（１）単語学習教材は語彙力向上に
　　　効果的だと思う　どちらとも言えない　効果的ではない
（２）単語テストはスコア向上に
　　　効果的だと思う　どちらとも言えない　効果的ではない
（３）単語テストによって品詞の理解は
　　　進んだ　どちらとも言えない　進んでいない
（４）単語テストによって Part 5 の解答スピードは
　　　上がった　どちらとも言えない　上がっていない

表４　アンケート結果
質問 はい どちらとも

言えない
いいえ

（１）単語学習教材は語彙力向上に
　　　効果的か

93% 6% 0%

（２）単語テストはスコア向上に
　　　効果的か

90% 9% 0%

（３）単語テストによって品詞の理解は
　　　進んだか

56% 28% 16%

（４）単語テストによって Part 5 の
　　　解答スピードは上がったか

53% 47% 0%

注：数字は四捨五入しているため合算しても 100%にならない場合がある。

＜自由回答欄にあった品詞理解に関する学生の意見＞
　品詞理解に関して、以下のような意見があった。
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「この授業を受講し始めてから、品詞をより意識するようになりました。」
「品詞についてもう少しだけゆっくり説明してほしいです。」
「単語学習のスピードが少し早いので１つの単語につきもう数秒時間をかけて
ほしい。」
「もう少し品詞理解ができるようにしたい。」

６．まとめと今後の課題　
　本稿の検証目的である、TOEIC L&R テストのスコアアップにおける品詞理
解度の重要性に関しては、授業で実施した単語テストでの品詞問題の正答率と、
リーディングスコアの伸びから、品詞の理解はスコアアップに重要であること
が確認できた。また、アンケート結果からも、90%以上の学生から、単語学習
と単語テストはスコア向上に効果的であるとの回答を得た。しかしながら、単
語テストによって Part 5 の解答スピードが上がったと実感している学生は約半
数に止まった。また、期末時までにスコアがアップしなかった学生もおり、ク
ラス全員に品詞の理解度を高めてもらえたとは言い難い。事実、アンケートに
おいて 16%の学生が、単語テストによって品詞の理解は進まなかったと回答し
た。これは、受講開始前のスコアでわかるように、リーディングスコア 155 点
〜320 点というバラツキのある学生たちに、一律の文法解説を行ったため、受
講終了時まで理解度に差が出たと考えられる。
　今後の課題としては、授業の中での品詞の説明や接尾辞学習の所要時間を増
やし、各学生の理解度を把握しながら授業を進め、単語テストの品詞理解度が
低い学生には個別に指導を行うなど、受講生全員がより深く品詞を理解し、解
答のスピードアップに効果を及ぼすことのできる授業運営を行うこととする。
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XREADING: EFL BEGINNER PERCEPTIONS ON THE 
VIRTUAL LIBRARY IN IMPROVING THEIR READING 
COMPREHENSION AND FLUENCY 
 

MARY JANE MALLARI 
 

   ABSTRACT 
 
This paper examines the potential of Xreading, a virtual library (VL), as a supplementary 
learning tool for improving the reading skills of EFL beginner students at a specialized 
technical college in Tokyo, Japan. In the course syllabus of the EF (English Foundations) 
lower-level class, students were expected to read a maximum of 30,000 words and a 
minimum of 6,000 words in the first semester, which runs for three months. This study 
investigated EFL beginner students' perceptions of using Xreading as a learning tool to 
improve their reading comprehension and fluency. There was a total of two classes (36 
students) taking the EF courses under the researcher's wing. The researcher collected the 
data using a qualitative approach; participant observation was conducted during the 
planning phase and the study duration. The second method used was a semi-structured 
interview at the end of the semester. The researcher analyzed the main themes of the 
participant's behaviors and responses. The data analysis revealed that Xreading is a very 
convenient digital platform for students to access books based on their level. It also 
helped them improve their vocabulary, reading fluency, and comprehension skills. 
Furthermore, most students prefer reading aloud and group reading in class, and some 
consider using Xreading VL at home daunting and uninteresting. The result of the study 
indicated that there is an opportunity for teachers to utilize Xreading more efficiently by 
reinforcing group activities such as sequencing, as well as reading-aloud exercises that 
can create a more active learning experience while using Xreading.  

 
               Keywords: Extensive Reading, Task-Based Approach, Xreading, Reading Aloud 
 

INTRODUCTION 
In the epoch of the emergence of a digital classroom, the use of online educational apps, digital 
platforms, and websites in an EFL classroom has dramatically encouraged and shifted the 
educational practices of teachers and students, influencing the learning process from teacher-
centered to student-centered. Craig and Paten (2007) state that digital resources assist language 
learners in improving their speaking skills, vocabulary, and reading comprehension. Furthermore, 
Warschauer and Healey (1998) emphasized that integrating digital technologies in the English 
language classroom allows for individualization in large classes, facilitates multimodal practice, 
encourages collaboration, and increases the "fun" factor for learning. Sudirman (2019) also states 
that learning resources are cast-off not only as traditional as textbooks that accrue in the library 
but have developed into multimedia-based learning resources and are widely used and developed 
in education. There are different perceptions of online applications and web-based instructional 
materials and whether it promotes learner autonomy or student-centeredness. The researcher 
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needed to investigate the practices in her classroom to determine whether one of the digital 
platforms she utilizes is helping the teacher’s students improve their language learning regarding 
reading fluency and comprehension. This study focuses on the digital platform Xreading, a virtual 
library (VL), utilizing this platform as part of the English Foundation (EF) level four class course 
requirements.  
 
The purpose of this study is three-fold: 1.) To determine, based on the student's perceptions, 
whether this digital platform genuinely helps develop and improve students' reading skills and 
fluency. 2.)  Are the required number of words set by the department adequate for students' reading 
skills level 3) What recommendations can be drawn by the researcher based on the student's 
perceptions at the end of the semester?  
 
BACKGROUND OF THE STUDY 
One of the goals of the English department is to promote a digital classroom and use innovative 
technologies that can enhance students' learning experience in the school. All students have their 
iPad, and teachers have full access to the campus wi-fi and access to data, if necessary, in the 
English Foundation (EF) classes for first-year students. The syllabus includes an Xreading 
component which comprises 20% of the student's final grade for each semester. When she 
conducted this research, the researcher had EF level four classes, meaning these students are falling 
around A1- A2 in Cambridge English. The required number of words to read for these students is 
between 6,000 ~ and 30,000 words in one semester (three months). The student should have an 
average quiz score of 90% in all reading assessments. The researcher believes it is necessary to 
measure the contribution of this component in the curriculum. Evaluating students' perceptions of 
Xreading is needed to assess whether this digital platform is beneficial in an EFL beginner learning 
experience.  
 
LITERATURE REVIEW 
 
            Extensive reading in an EFL classroom 
 

Day (2011) states that extensive reading is a form of foreign language instruction in which 
students read large extents of beginner's texts. Helgesen (2005) explains that extensive reading is 
a strategy where the goal is for students to read a lot of easy and entertaining readers. Bomford 
and Day (2004) proposed that easy books develop speed and reading articulation. Extensive 
reading (ER) can improve all four skills, even speaking and listening, because of the amplified 
exposure to English vocabulary and discourse. ER has come to be regarded as an effective way to 
encourage second language acquisition through autonomous learning and exposing students to a 
wide range of topics and incomprehensible texts. Day (2011) emphasized that ER focuses more 
on the general meaning of information and experience. Thus, reading texts are selected to students' 
level of language ability, and students should be given the freedom to choose based on their topical 
interest. Graded readers, texts whose vocabularies, language patterns, and sentences have been 
simplified within a level-based system, are generally used types of reading selections in ER. Day 
and Bamford (1998) state that the main principle behind using ER in a language learning context 
is that learners will progressively improve their proficiency in the target language through reading 
an immense quantity of texts. In a review of the research on ER, Day (2011) presents the 
advantages of ER to the following: general reading ability, reading fluency and proficiency, 
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vocabulary familiarity and scope, writing ability, affect (motivation and attitude), speaking ability, 
listening ability, and knowledge of gram ar. Deusen (2011) emphasized that there is no singular 
way to conduct an ER activity in an EFL class. In some instances, learners are free to choose their 
books. In other cases, group readings of the same book may also be an option. Alternatively, the 
teacher may select one book for the whole class to read.  
 
           What is Xreading (VL) platform?  

XReading is a digital platform where students can access hundreds of books. It is 
commonly known as a virtual library (VL). The system has been established to make it more 
available for students and extensive programs easier for teachers to manage and evaluate learning 
progress. Its learning management system (LMS) is devoted exclusively to ER. A one-year license 
enables access to all books in the library and the post-reading quizzes. The LMS allows teachers 
to efficiently monitor and evaluate students' reading through the classes page. 
 
Table 1 

 
 
             Advantages of Xreading for Teachers 
             A teacher can check how many books students have read, the book and reading level of 
each student, how many words a student has read, what percentage of each book has been read, 
how much time, and hours they spent reading, the student's words per minute (WPM) reading 
speed, and quiz results. (see Figure 2). Although beneficial, the outline shows only average scores. 
As a result, if a student couldn't finish a book or experienced technical difficulties, for instance, a 
website bug, their average results for WPM or percentage completed would be affected. For 
example, the student's actual reading ability and whether they are genuinely reading (e.g., high 
WPM may suggest that a student is just browsing pages instead of reading them. Suppose the 
students read at the suitable book level apparent through quiz averages, WPM average, and reading 
history). 
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Table 2 
Xreading Learning Management System (LMS)   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
         Advantages of Xreading VL to the students 
         Milliner and Cote (2014) state that students can use the Xreading library at any given time 
due to the broad range of access to digital devices. The system also provides more flexibility for 
borrowing books. Students can also access feedback on their reading progress through the system.  
 
The most beneficial use of Xreading for students are:  

• The availability of books that can be classified based on their skill level and accessed 
anywhere at any given time if there is an internet connection. 

• The student can monitor their progress by checking their profile of what books they have 
read, how many WPM, and what level they are currently reading based on their reading 
phase. 

• The students can also assess their comprehension skills based on their quizzes.  
 

Project-Based Learning 
Dooly and Sadler (2016) define project-based learning (PBL) as a systematic teaching practice 
that engages learners in knowledge and skills through a stretched inquiry process structured around 
multifaceted, authentic questions and design. Hixson, Ravitz, and Whisman (2012) pointed out 
that when teachers implement PBL methods, they dedicate more class time to imparting 21st-
century skills. Tsiplakides & Fragoulis (2009) also state that integrating project-based learning 
into language learning provides opportunities for learners to communicate with real people. Hence, 
PBL offers an active component in some passive areas of learning, such as reading. Haines (1989), 
Tsiplakides and Fragoulis (2009) also emphasized that students participate in purposeful 
communication to complete activities where they can use language in a relatively natural context.  
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METHODOLOGY 
 
This study aimed to determine the effectiveness of Xreading (VL) as a supplementary learning 
tool in improving reading comprehension, reading speed, and fluency among EFL beginners. The 
study used a qualitative methodology to explore EFL beginners' perceptions of using Xreading. 
The researcher conducted participant observation to observe students' attitudes. At the same time, 
they carry out the project-based learning (PBL) implemented by the researcher at the beginning of 
the semester. Becker and Geer (2007) state that participant observation can be utilized in such a 
way that it serves as a yardstick against measuring the comprehensiveness of data collected in 
other ways. This model lets us know what data or information we might have missed when we use 
another meth ds. Another methodology integrated with this study was a semi-structured interview 
to gather feedback from the students after they conducted the activity. Raman and Yamane (2014) 
point out that a semi-structured interview is the most suitable strategy to elicit perception toward 
understanding a phenome n. The researcher transcribed and analyzed the interviews and concluded 
based on the recurring themes of the student's responses.  
 
              Participants  
              The participants of this study were the classes under the researcher's coverage. She has 
two English Foundation (EF) classes. Class A comprised nineteen students, sixteen female and 
three male students, while Class B formed sixteen students, fourteen female and two male students. 
The total participants of this study were thirty-five students. Their mother tongue is Japanese, and 
their English level proficiency is along A1-A2 of the Cambridge English scale. 
 
RESEARCH DESIGN  
The study was implemented in two phases; the first phase was planning, and the second stage was 
implementation. The study was designed following the PBL method. The duration of the study 
was for three months. 
 
Planning Phase 
For each class, the researcher asked the students to group themselves evenly; each group had three 
to four members. Class A came up with five groups, while Class B had four. The teacher then 
demonstrated and assisted the students in logging in to their Xreading accounts individually. After 
briefly explaining how to access, navigate and utilize the platform. The teacher gave the students 
time to familiarize themselves with using the Xreading platform. 
Project Phase Implementation 
When the students were already familiar with navigating the Xreading (VL) platform individually, 
the teacher instructed the groups to decide on a book they wanted to read for the class session. The 
VL they are utilizing are already customized to their level. Since this is an EF level four class, the 
books to choose from are from a minimum of two minutes to five minutes to read. 
Reading Aloud Exercise, Activity 1 
The group must decide which book they will read aloud in the session. The teacher instructed them 
to record and upload their voice or video recordings (whichever they prefer) in the Google 
Classroom files.  
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Story Sequencing, Activity 2 
The teacher instructed the students to relay the story through pictures and narrate what happened 
in the story in sequence. They chose to screenshot a photo from the book or use the sketchpad app, 
whichever they preferred. In this activity, the students must record a video for visual storytelling. 
They must upload the video to the class see saw app, the classroom app for video projects and 
presentations.  These two activities were conducted in one class session every two weeks for three 
months.  
 
FINDINGS AND DISCUSSIONS 
 
The first tool utilized in the planning phase was the participants' observation. To enable her to 
obtain information on the learners' behavior, The teacher instructed the students to access the 
Xreading webpage only in English to observe participants' attitudes toward exposure to an all-
English platform. The teacher engaged in direct conversations with the students and answered 
questions about navigating the Xreading and the project they were tasked to do. While the groups 
planned the project, the researcher was taking notes about the common behaviors of learners in 
this phase. At the end of the participant's observation, the researcher arrived at these common 
behaviors: 

1. Students' attitudes towards using Xreading (VL) were a mix of enthusiasm and anxiety. 
Most of the class was well-versed in navigating digital platforms and found it easy to learn 
how to sign up and navigate through Xreading. On the other hand, some students found it 
daunting to sign up and navigate the web page and ostensibly were intimidated by the 
platform. They seek help from the teacher for most parts. 

2. The exposure to an entirely English platform was visibly intimidating for Japanese students. 
While most students have experience in signing up with different websites and apps, their 
previous encounters with digital media were all generally assisted by the availability of 
converting the web or app languages in their mother tongue, Japanese.  

3. The group collaboration enabled students to assist one another in navigating the system. 
When they find their peers having a difficult time, it allows them to communicate more 
with their members.  
 

During the project implementation phase, the students were engaged in getting the project done by 
assigning a task for each member, collaborating, and deciding how to proceed with the project.  
The students are more conscious and proactive in correct pronunciation during the reading-aloud 
phase. Another finding of the researcher in this observation was that the higher-level students could 
identify their group member's mistakes leading them to peer correct. Russell and Spada (2006) 
emphasized that EFL learners can assist each other, particularly with accuracy and f rm. From 
observation, each member would practice first on their own. They will read as a group and practice, 
each will listen attentively to the other to catch any mistakes, and the student reading the part of 
the text will seek help from her group members when she stumbles upon a problematic word or 
phrase as she is reading. Tomkova (2013), in her research on error correction in speaking practice, 
pointed out that peer correction allows cooperation and mutual help and makes students more 
independent from teachers. In the first few weeks of this activity, students actively seek help from 
the teacher and ask about the meaning of vocabulary they don't understand. Eventually, as this 
activity repeated several times in three months, the students learned to utilize digital apps such as 
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Google Translate to help with complex vocabulary and play aloud the word pronunciation using 
digital apps like Meriam or Oxford dictionary.   
 
Semi-Structured Interviews  
The researcher highlighted some of the recurring themes from students from classes A and B. She 
transcribed the recorded interviews she gathered during the post-project phase and sorted out 
several articles: 
______________________________________________________________________________ 

Themes        Excerpts from Transcripts  

______________________________________________________________________________ 

Learning and acquiring new vocabulary                                    “It was tough, I think 30,000 
through group reading and meetings, the required                  words were too much, but I learned  
Thirty thousand words at the end of the semester                   Many new words from Xreading”. 
                                                                                                  (Student C – Class A)  

“The stories are fun and easy to 
understand, the vocabularies were 
simple, but when I choose a long 
book, I find it difficult to understand, 
so I try to use google translate or a 
dictionary for some words.” 
(Student F – Class A) 
 
“My friends help me when I don’t 
understand the words and tell me 
what the story is when we have group 
readings, and I understand it” 
(Student D – Class B) 

______________________________________________________________________________ 

Reading Fluency at the end of the semester.                          “I can read faster now, and I’m   
comfortable in reading simple   
books in English”, 

                                                                                                 (Student G- Class A)  
 

“ I want to work in a Hawaii hotel in 
the future; I think reading fast is 
important,  so I think Xreading is a 
good practice for me. We don’t have 
this exercise in high school, but 
sometimes reading long books is 
boring, so I choose short un 
books”..”  

                                                                                    (Student E – Class B) 
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“I read slowly in the beginning 
because I don’t understand many 
words, but I think I read faster now, 
and I know how to scan now to get a 
little idea of the text.”  
(Student F - Class A)  

______________________________________________________________________________ 

Reading Comprehension after Xreading  “The books I’ve read were easy and 
simple, straightforward, 
straightforward, so I think some of them 
are boring; Io read alone; I like when 
we read and record in groups. 

                                                                    (Student M- Class B) 
 
 

“I like learning English, so I tried to 
read Moby Dick for children; it was 
a little difficult for me, but I 
understood the story, but it was 
difficult for me to tell the story to you 
when you asked me what the story is 
about, I think I need to improve more 
my communication skills”..” 
(Student K – Class A) 
 
“ I think Xreading it s a very nice 
website, and I read many books this 
semester and can understand more 
books now.” 
(Student G- Class B) 

______________________________________________________________________________ 
I think using Xreading in the EF class   “Xreading is a good website for the 

class. It was difficult for me to access 
it in English. I change it to Japanese 
when I’m reading at home alone.”  

 (Student M- Class A) 
 
 “It’s very nice and cool! I read many 

books from it.”  
 (Student L – Class B)  
 
 “I think it is tough and boring when 

we read at home, and I have a part-
time j, ob, so I don’t read a lot; I can't 
finish finishes 30,000 words.”.  
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 (Student N – Class A) 
 

Learning and Acquiring new Vocabularies through Extensive Reading 

Helgesen (2005) pointed out that extensive reading is a significant facet of any English as a 
Foreign/Second Language learning program. Krashen (1989), cited in Liu and Zhang (2018), 
emphasized that students can build vocabulary knowledge through extensive reading. It is believed 
that students may encounter unfamiliar words when reading independently, which brings prospects 
to deduce words in specific contexts and thus learn their meanings. Sato (2012) supported this in 
her study about vocabulary acquisition through extensive reading and pointed out that ER is 
noteworthy and should be taken with significant concern. Learning the usage and meaning of 
words by coming across them incidentally develops inferencing skills which is a prevailing 
contributor to vocabulary growth. The general theme of the student's responses in the interview 
conducted by the researcher was that they learned much new vocabulary through reading a lot of 
both simple and challenging books; they also tried to understand the new languages they came 
across with other digital platforms such as google translate and online dictionaries and application. 
Knight (1994) stated in his study about vocabulary acquisition through extensive reading that 
students who used a dictionary while engaged in extensive reading activities learned more words 
and could comprehend better than those who infer from context. In the researcher's observation, 
the students who mentioned using a dictionary while reading often had better quiz scores on their 
evaluation boards. 
 

Reading Speed and Fluency after Extensive Reading 
 
Hazenberg & Hulstijn (1996) pointed out that the progress of fluent reading skills is a gradual 
process that can only be attained through extensive experience. Hulstijn (2001) also emphasized 
that reading fluency is mainly influenced by frequency, recency, and regularity practice. According 
to Day and Bamford (2002), ER develops reading fluency and improves reading speed. As students 
are tasked to read many reading materials, the rate becomes significant as it enables the enjoyment 
and comprehension of materials. Schmidt (2002) stated that many EFL lecturers in Japan had used 
ER in their classes, signifying that they instinctively know that their students need a large quantity 
of English. Iwahara (2008), in her study of developing reading fluency amongst Japanese high 
school students, concluded that ER as fluency instruction should be integrated into English class 
curricula ms. ER offers an avenue for students to become fluent readers by being exposed to 
English through text, thus increasing their vocabulary size, syntactic knowledge, and reading rate.  
The researcher analyzed the class summary results at the end of the semester and evaluated the 
reading WPM as stated in the student's record ds. The average reading WPM of EF level four 
classes ranges from one hundred to one hundred fifty-two ds. Their assessment scores based on 
this WPM usually range from percent to one hundred percent. It can be inferred that the students 
reading speed and fluency based on these factors improved. However, it can't be generalized since 
the LMS doesn't indicate whether the students had only taken the quiz once or if they had retaken 
the examination to get a passing score. 
Nevertheless, the actual WPM can't be tricked since; if it goes way higher than their reading level, 
it could be very apparent that the student may have been skipping pages or just browsing the b ok. 
The teacher regularly checked the Xreading results weekly through the LMS and called out 
students who tried to utilize this technique to immediately point out to them that doing so would 
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void the purpose of this tool. Based on her class observation, the researcher concluded that 
extensive reading has challenges regarding student management. When there are independent 
reading assignments, students may come up with different attitudes toward approaching the task. 
Some factors come into play that can interfere with genuine learning among the students. For 
instance, their desire to satisfy the course requirements is much more than their desire to 
comprehend what they are read ng. Thus, if a course requirement is too difficult for their level, it 
may also affect their learning progress.  
Furthermore, if too much independence or autonomous learning is given, students may not be able 
to respond well to the newly introduced learning system. As Kannan and Mcknish (2000) pointed 
out in their study about issues on ESL/EFL learning, students may be able to appreciate the 
flexibility and the independence provided in the self-access, self-directed system. However, they 
may also have psychological and pragmatic problems using this new learning method.  
 
Reading Comprehension after Extensive Reading activities.  

According to Cho and Krashen (1994), reading is accountable for much of our capability in reading 
comprehension, writing style, vocabulary, and grammatical compete for e. This was supported by 
Day and Bamford (2002) also argued that ER advances learners' understanding of the construction 
of sentences in English composition, which fosters the development of their reading 
comprehension.  
 
As the researcher analyzed the common theme of students' responses in the post-project interview 
with the participants, most of their responses revolved around being able to comprehend more 
quickly than they did at the beginning of the semester. Furthermore, they can also get the gist of 
the story at the minimum level, which infers that they can acquire the skill of scanning as they 
progress toward the semester. On the other hand, most students feel more positive about group 
reading exercises than individual readings at home. Participants think that there is more interaction 
involved in it. They get to seek help from their classmates immediately when they feel stuck or 
confused in terms of vocabulary and point blank at the gist of the story they are reading.  
Sequencing activity, as incorporated in the group projects, also assisted them in better 
understanding the story. The collaborative task enables them to help each other realize the main 
points of the story, article, or book they were reading. According to Reutzel (1985), as cited by 
Moss (2005) in his study about literacy construction, the skill to sequence events in a reading text 
or book, or article is a crucial comprehension strategy, particularly for narrative books, 
understanding the meaning of a text rely mainly on the ability to comprehend and locate the details, 
the order of events, in a larger context, following the beginning, middle and end of the story.  
 
Supporters of ER propose that students should be encouraged to read extensively inside and 
outside the language classroom. For instance, Grabe (2009) argued that readers' contextual 
familiarity and reading comprehension could be boosted through ER. Day and Bamford (2009) 
also pointed out that learners' attitudes towards reading would improve when they are given text 
materials written or adapted to match their level. On the contrary, while eighty percent of 
participants felt optimistic about group reading in the class, only twenty percent of students felt 
confident about independent reading at home. Eighty percent felt intimidated by reading alone, 
and motivational issues came into play. The themes of the participant's responses lean towards 
idleness or having no time to put effort into reading. The researcher feels this is one of the areas 
that could be addressed when implementing extensive reading.  
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The Use of Xreading (VL) as a Learning Tool in class. 

Ricardo and Yunus (2018) pointed out that incorporating ICT (information, communications, and 
Technology) platforms in teaching and learning offers boundless prospects for learners to engage 
more in the lesson as it creates a fun environment and motivates learning. As these researchers had 
emphasized, "The use of ICT tools should not be underestimated in language learning, especially 
where ICT plays a role in education in this 21st century. ICT can influence learners' learning, and 
teachers must improve and adapt it in their teaching.” (Ricardo and Yunus, 2018, p. 6). The 
participants responded that Xreading as a supplementary tool in their EF courses is generally 
favorable. Much of their feedback goes about the convenience of navigating it, the ease of access, 
and the availability of books. It can be intimidating for some students but through routine usage 
and helping them navigate through it. Eventually, the platform becomes familiar to them. The data 
that shows the summary of the books they read, WPM, how long they spent reading, and their 
current level based on their reading phase help them to become conscious of how they perform in 
terms of their reading proficiency. The researcher also concludes that the availability of this 
information to the students promotes autonomous learning.  
 
CONCLUSIONS 

The central tenets discussed in this study bring about three pedagogical implications ns. First, 
Xreading, as a learning tool for improving reading comprehension and Fluency amongst EFL 
beginners, offers a pragmatic approach to facilitating ER-focused activities. It is also very efficient 
in monitoring each student's progress using its MS. It also allows students to access hundreds of 
books they can access anywhere. Furthermore, it also fosters independent reading skills and 
autonomous learning and provides extensive quantitative data that can be used to research the 
benefits of extensive reading further. Second, Xreading is a digital learning tool that offers many 
opportunities for teachers to facilitate, enhance, and promote appreciation for reading because of 
the abundance of tools and books that one can utilize. 
 
On the one hand, students can also be intimidated by the VL and may feel lost during this self-
directed learning. Thus, the teachers must reinforce familiarity with the VL and give regular 
guidance on proceeding with the reading assignment. Finally, this study implies integrating ICT 
with teaching strategies such as PBL. ER can bring about positive attitudes toward acquiring 
reading comprehension and Fluency for EFL beginners. The teacher must be well-versed in using 
the tool introduced and ready to guide the students as they proceed with its usage. As Ricardo and 
Yunan (2018) pointed out, employing ICT in education should not be a nuisance for teachers but 
instead an opportunity to foster better teaching and learning experience. 
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ABSTRACT 

 

Online international exchange programs have become increasingly 

popular in recent years, particularly in the wake of the Covid-19 pandemic. 

Such programs provide students with the opportunity to learn about 

different cultures and perspectives, and to develop the 21st-century skills 

that are essential for success in today's globalised world. Additionally, 

online international exchange programs can be designed to align with the 

United Nations' Sustainable Development Goals (SDGs), which aim to 

promote sustainable development and combat poverty, inequality, and 

environmental degradation. By participating in an online international 

exchange program, students should aim to develop a  deeper 

understanding of the challenges facing the world today and learn how to 

work together to create a more sustainable and equitable future while 

developing friendships and relationships that they would otherwise not 

have the opportunity to create.  
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INTRODUCTION 

In light of the ever-increasing globalisation of our world, we contend that 

it is essential for students to not only acquire proficiency in a foreign 

language, but also to develop an understanding of the cultural distinctions 

and commonalities that exist between societies. At Kanda Institute of 

Foreign Languages (KIFL), we strongly believe that language is not 

merely the acquisition of vocabulary, grammatical competencies or 

complex sentence formation, but rather that a student's motivation to learn 

a foreign language comes from understanding a particular country's 

traditions, music, food and not least its people. This is especially true for 

those students wishing to work or interact with people from different 

cultures or backgrounds. Designed to help our students actively 

participate and thrive in this environment, the Kanda Centre for Online 

Intercultural Exchange at KIFL perfectly reflects our motto: “Languages 

are the foundation to link the world in peace.”  

 

Founded during the Covid-19 pandemic, the centre has four main 

objectives: 

 

1. Provide students with a global outlook suitable for the 21st century. 
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2. Provide students with an easy-to-access forum allowing them the 

opportunity to share and learn about the traditions, knowledge, and 

surprises of different cultures. 

3. Help students better develop skills for the 21st century - 

collaboration, creativity, communication, and critical thinking. 

4. To help create a world based on peace and understanding. 

 

 

WHY DID WE CREATE THIS PROGRAM? 

 

Before the Covid-19 pandemic, homestays, study abroad, and weekend 

trips to foreign cities such as Seoul and Jakarta were a mainstay in our 

students’ life and study habits. However, an immediate consequence of 

the Covid-19 pandemic was to render such activities nearly impossible, 

denying students the opportunity of travelling to a new city, experiencing 

different cultures, and making new friends.  

 

The challenge was to continue providing students with exposure to 

foreign cultures and languages, particularly those of Asian countries. 

Luckily, KIFL, with its Asian and European language program, has already 
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established strong connections with universities in various nations and 

regions, including Indonesia, Vietnam, Thailand and other Asian countries. 

 

Such strong relations, therefore, presented us with the unique opportunity 

to create an online program, coupled with the fact that our students now 

possessed a good understanding of Zoom and online learning due to 

being required to take online classes at the start of the Covid-19 pandemic. 

Consequently, we established our first online cultural exchange in the 

spring of 2021 with students from Budi Luhur University (BLU) in Jakarta, 

Indonesia. Made up of ten students from BLU in Jakarta and ten students 

from KIFL in Tokyo. 

 

WHAT IS THE AIM OF THIS PROGRAM 

As mentioned in the introduction, the program has four main objectives. 

In this section, we will examine each of these objectives in more detail. 

 

1. Provide students with a global outlook suitable for the 21st 

century． 

Traditionally, our students have been encouraged to broaden their global 

perspective through various forms of communication with native English 

speakers. This includes direct engagement with native English teachers, 
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class-based projects, and participation in institution-run study abroad or 

volunteer programs. Additionally, students are provided opportunities to 

converse with guest tutors through an English Conversation Lounge. By 

engaging in these opportunities, students are able to not only improve 

their language proficiency, but also gain a deeper understanding of 

different cultures. These interactions with individuals from diverse 

backgrounds allow our students to become active members of the global 

community, gaining valuable insight and knowledge that cannot be 

obtained solely from books or online resources. Through such direct 

communication with people from other countries, students should come 

to realize that global issues and challenges affect real individuals, just like 

themselves, and thus become more motivated to become active and 

confident global citizens. 

 

2. Provide students with an easy-to-access forum allowing them 

the opportunity to share and learn about the traditions, 

knowledge, and surprises of different cultures. 

Traditionally Incorporating research and presentation assignments 

centered on different cultures and countries into the curriculum has been 

a somewhat effective pedagogical approach for fostering a global 

perspective among students. Through such assignments, students were 
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encouraged to engage in in-depth research on the customs, traditions, 

history, and current issues of a particular culture or country. This process 

not only deepens their understanding of the subject matter, but also 

enhances their critical thinking and research skills. Furthermore, by 

presenting their findings to their classmates, students have the 

opportunity to improve public speaking and presentation skills. Thus, 

incorporating culture and country-focused research and presentation 

assignments into the curriculum has been found to be a valuable tool for 

promoting global awareness. 

 

However, by connecting online with students of a similar age from 

different cultures and backgrounds, students can learn first hand about 

different perspectives and ways of life, which can broaden their 

understanding of the world. Additionally, such exchanges provide 

opportunities for students to learn about new customs, traditions, and 

even new languages (one of the sessions involved students teaching each 

other common youthful expressions), which can be a unique and 

enriching experience. Furthermore, interacting with people from different 

cultures can also expose students to new ideas and perspectives, which 

can challenge their existing beliefs and broaden their understanding of the 

world.  
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While such a program does provide numerous benefits to students, there 

are also associated risks and uncertainties. In order to mitigate these 

risks, this program has been designed to provide a safe, easily accessible 

forum for youth to engage in positive interactions within a controlled 

environment. 

 

 

3. Help students better develop skills for the 21st century -  

collaboration, creativity, communication, and critical thinking. 

Teaching 21st-century skills in the classroom is essential for preparing 

our students for success in the modern world. These skills, such as critical 

thinking, problem-solving, communication, and collaboration, are not only 

important for academic success but also for success in the workforce.. 

Additionally, 21st-century skills should help students to be adaptable and 

resilient in the face of an ever-changing world, as shown most recently 

during the Covid-19 pandemic. In short, by teaching 21st-century skills, 

educational institutions are equipping students with the tools they will 

need to be productive and successful members of a global society. By 

actively taking part in this program students must work together in an 

online environment, dealing with the vagaries and challenges of 
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communicating online. They must collaborate and show their creativity 

and critical thinking skills while working jointly on a project related to one 

of the Sustainable Development Goals (SDG’s). SDGs are a new, 

universal set of goals, targets and indicators that United Nation member 

states will be expected to use to frame their agendas and political policies 

over the next 15 years. Prior to the Covid-19 pandemic the core English 

curriculum for all second year students at KIFL was focused on the 

discussion, understanding and creation of solutions to certain SDGs, 

before finally asking students to present their conclusions in English.  

 

4. To help create a world based on peace and understanding. 

Very simply, this program hopes to promote a more peaceful future by 

bringing young people together to form friendships and see beyond the 

stereotypes. During the course, students come to understand each other, 

and we encourage them to maintain these friendships after the course has 

ended. We also hope to organise events and reunions to bring these 

students together to meet in person in the future. 

 

 

 

 

WHAT COUNTRIES ARE PART OF THIS PROGRAM? 
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This program initially started with our co-founders at BLU University in 

Indonesia. From that first term, we have added participants from the 

following Institutions: 

 

● International Education Center, Hanoi University - Vietnam. 

● Soongsil University - South Korea. 

● Myongji University - South Korea. 

● National Cheng Kung University - Taiwan. 

● Acharya Institute of Technology - India. 

● Burapha University - Thailand. 

 

A special, one-time event was hosted during November 2023, in which 

students from Ukraine participated. Over 100 students from Bory 

Grinchenko University, The National Aviation University, and the Ukrainian 

Catholic University took part in this event. 

 

 

 

 

 

WHY DO OUR STUDENTS JOIN THIS PROGRAM? 
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Prior to enrollment in the program, informational sessions are conducted 

for prospective students, both virtually and in-person. These sessions 

serve to outline the primary advantages of the program. 

● Meet and interact with students from other countries. 

● Improve your English communication skills. 

● Introduce Japanese culture to international students and learn about 

their culture from them. 

● Participate in an international Zoom course. 

 

In addition, the informational sessions highlight that the program offers 

opportunities for students to enhance their competency in the core skills 

taught in the main English language program, as well as in 21st century 

skills. 

● Cultural understanding 

● Communication 

● Collaboration 

● Critical Thinking 

 

CHALLENGES 

Designing an innovative program presents various obstacles and requires 

careful management of multiple components. One significant challenge 
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is the integration of technology. On occasion, our partners from 

developing countries have reported difficulties with internet connectivity, 

although this is an infrequent occurrence. 

 

While our students all have very high English abilities, understanding the 

various dialects can be challenging, especially for students who have 

mainly learned English from “native speakers.” We encourage students to 

see this challenge as a learning experience and remind them that in their 

future working lives, they will have to communicate and collaborate with 

speakers of many varieties of English. Another challenge is managing the 

time differences and the different academic schedules of the various 

universities.  

 

PROGRAM CURRICULUM AND PROJECT EXAMPLES 

The curriculum for this 10-week program is built around students 

discussing cultural differences and examining the various SDGs through 

the lenses of their individual countries. In the first two sessions, we mainly 

focus on helping the students break the ice and get to know each other 

on a personal level. From week 3, each lesson will feature a warm-up 

discussion about various topics (part-time jobs, hobbies, music, etc.) and 

then move to a specific SDG topic (sustainability, health, etc.). During the 

week before each session, the students are encouraged to do some 
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reading and research about their own countries’ approaches to those 

issues.  

 

By doing so, the students are better prepared to share their various 

perspectives in group discussions. For example, students in Japan may 

discuss their country’s efforts to combat the declining birth rate, whereas 

students in developing countries may talk about their countries’ efforts to 

slow population growth. We hope that by seeing these issues from 

different perspectives, students will be able to gain a more global 

perspective. 

 

In the latter half of the course, the students collaborate on a project. The 

students work in multi-national teams and choose a specific issue to 

research. They then present the results of their research in a poster 

project. The students then present their posters in the final lesson. (See 

Figure 1) 
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Figure 1 

 

GOING FORWARD  

As the Covid-19 pandemic becomes a ‘fixture’ of our everyday lives and 

online classes are replaced by the traditional face-to-face classroom, 

initiatives such as online international exchange programs must remain 

relevant and appealing. However, the central appeal of the exchange 

program, in short, connecting young people with their peers across the 

world, is no less vital now than it was before or during the Covid-19 

pandemic. Thus, the Kanda Centre for Online International 

Communication aims to continue to offer students the opportunity to meet, 

engage with and become friends with young people from different cultures 
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and countries. In the immediate future, the Kanda exchange program aims 

to offer students in Ukraine the opportunity to meet and share the 

traditions of their culture with students from Japan and other Asian 

countries. As a result of the current on-going war in Ukraine, giving these 

students the opportunity to share their culture with audiences across Asia 

would be a true representation of the KIFL motto, “Languages are the 

foundation to link the world in peace.” 
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POTENTIALS OF USING #TRENDING TOPICS FROM 
TWITTER IN SPEAKING TASKS IN EFL CLASSROOMS 
 

MARY JANE MALLARI 

 

 

ABSTRACT 

Social media, such as Twitter over the recent years has sparked interest amongst EFL 
teachers who want to integrate such content and tools in the EFL classroom to stimulate 
students’ interest in the class. This study aimed to answer the potential of using trending 
topics from Twitter in speaking activities in class. The researcher used a qualitative 
research design through class action research using a task-based approach. There were 
20 participants from the course English Communication Skills II and English Foundation 
classes in the fall semester. The data were collected by class observation and semi-
structured interviews. The study's results demonstrated that the use of trending topics 
from Twitter in speaking activities has a high potential for increasing students’ interest, 
motivation, engagement, and expressing confidence. The study also reflected that social 
media, such as Twitter, can be integrated into the EFL context using a practical 
pedagogy. On the other hand, social media competence training for teachers is crucial to 
enable teachers to have the confidence to bring these platforms into class.  
 
Keywords: Speaking Skills, EFL, Task-based approach, Twitter Topics. 

 
 
INTRODUCTION 

Bygate (2001) emphasized that EFL teachers have long known that proficiency in speaking skills 
is significant for many second language learners. Yet, teaching this essential macro skill is crucial 
for many teachers because of the intricacy of spoken interaction and the need for agreement on 
what principled approaches should be adopted. Baldauf (2012) argued that the ability to speak 
English has become much more critical in many educational structures in recent years. For 
instance, Mc. Murray (2018) noted that the “Japanese Ministry of Education, Culture, Sports, 
Science, and Technology (MEXT) advocates implementation of Active Learning programs in all 
subjects in hopes of promoting interactive discussion of contemporary issues.” (p.28). Despite 
these efforts, in the Japanese EFL context of learning English, teachers regularly ask why most 
Japanese students still can’t speak English at the university. In addition, what makes the 
circumstances more complex is students’ lack of interest or motivation when speaking activities 
are introduced in class. Namaziandost, Rahimi, Esfahani, and Ahmadi (2019) pointed out that 
learners of the twenty-first century would be driven to learn if the learning experience is exciting 
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and entertaining, given that social media is consuming most of the student’s time and attention, it 
can be perceived to be an educational tool if used to its advantages.  
 
The purpose of this study is to propose a pragmatic approach to teaching speaking skills by 
investigating the potential of using social media such as Twitter to increase the interest and 
motivation of students to engage in speaking activities in class.  

Therefore, this study is designed to answer the research question: 
1. What are the potentials of using social media such as Twitter in speaking tasks in the 

context of Japanese EFL learners’ classes? 
 

LITERATURE REVIEW 

            Social Media in the Classroom  

Negrila (2015) states that the amplified popularity of digital platforms and social media 
networking has obliged educational practitioners to integrate them into classroom activities. As an 
effect of student engagement in social media, activities, and lessons anchored towards them 
seemed more successful than the traditional EFL learning approach. In addition, Nasri and Biria 
(2017) explicate that the overwhelming acceptance and usage of social media among learners and 
even teachers proved itself as a fruitful tool for education. Haigh (2010) and Levy (2009) studies 
show that the use of technologies, social media, and digital platforms in teaching languages has an 
increased advantage in the development of grammar, vocabulary, reading, writing, pronunciation, 
listening, and speaking skills. Namaziandost and Nasri (2019) emphasized that as education 
foundations embrace social media, they need to augment the constructive effect of such 
technologies to bring them into pedagogy to make teaching and education active and pragmatic in 
the new era of teaching.  

 
          Twitter in Language Learning 

          Twitter is a microblogging platform introduced in 2006 and is currently one of the most 
widely used social media platforms globally. In Japan, Coca (2018) concluded that Japan is the 
only country where Twitter is used more frequently than Facebook, with an active forty-five 
million users. Therefore, student exposure and familiarity with this social media platform are high. 
It has also been used mainly to discuss specific topics and issues, eventually collecting millions of 
unique ideas and topics in the form of hashtags (#). Lomicka and Lord (2011) view that Twitter 
can assist language learners from a collective community and language skills. They can gain a new 
language enjoyably and collaboratively. From the (SLA) standpoint, Twitter can motivate EFL 
learners as they are used to doing things on computers, smartphones, and other digital media.  

Sah (2015) concluded that Twitter could have a constructive impact on EFL settings due 
to the positive benefits of integrating it into the classroom. The primary advantage is that it can 
engage learners, change classroom dynamics, and connect people using a common topic.  
 
            Task-based Approach  

Nunan (2006), in his task-based pedagogical approach, emphasizes the following 
principles: a necessity-based approach to content selection, an avenue of opportunities to use 
English, an improvement of the learner's experiences as significant causative elements to 
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classroom learning, and the relation of speaking situations to real-world English.  Ellis (2009) 
states three phases. Ellis (2009) further pointed out that the pre-ta task-based methodology, Pre-
task, during, post-task ask, and post-task, is not a must but is crucial to ensure maximum language 
development.  
 

RESEARCH METHODOLOGY 

  The research process methodology included four major sections: research framework, 
participants, TBL tasks, research instruments, and data gathering process and analysis. 
 
             Research Framework: 

 To establish an understanding of the foundation of the study, the research framework is 
displayed below: 
 
Figure 1 
 
Research Framework 

 

            Participants  

The was a total of twenty participants in this study. Ten students were selected from the 
researcher’s English Communication Skills II class at a Japanese university and ten from her 
English Foundation class at a technical college. The student's ages are between 18 and 21. Their 
English Proficiency levels are in the A2~ low B1 of the Cambridge English Scale. 
 This study was anchored on class action research employing the TBL approach. The tasks 
implemented by the teacher were as follows:  
 

Task 1: Pre-Task phase  

Participants were separated into two groups with five members each for each speaking 
session. The teacher instructed that this was an English-only activity and that no Japanese should 
be spoken during the entire movement. The teacher established the English Only Policy (EOP) at 
the beginning of the semester, and students were already familiar with the rule when this speaking 
activity was conducted.  The teacher introduced the topic and asked students to either log in or 
open their Twitter app and browse through the issues they were interested in. The students were 
given about five to seven minutes for this task. 

Task 2: Planning  

 In the next phase, the teacher instructed the students to choose three trending topics from 
Twitter that their group was most interested in. They should prepare to give their comments or 
opinions about the issues and other information they want to share. The group speaking task should 
last at least three to four minutes, and everyone must share their opinions. The teacher informed 
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the students that there would be a timer during the study; she gave the students at least six to seven 
minutes for planning and preparation. 
 

Task 3: During Task Phase - Speaking Activity 

 The teacher, at this point, told the students to prepare the first speaker in their groups and 
that the activity would start. She set the timer on and let the students proceed with the training. She 
observed the students, joined some conversations and tried to assist students with vocabulary as 
well as answer questions from the students. The teacher, at this point, takes field notes and writes 
her observations for reference in the feedback session right after the speaking session; she also 
identifies the language structure and expressions that she noticed the students lacked and needed 
to carry out the speaking task better next time.  
 
Task 4:  Post Task  

  At this stage, the students have already learned the language structures and expressions 
for giving opinions. The teacher asked the students to go in groups with five members each and 
did the same pre-task and planning phase and the same speaking activity context based on the 
trending topics the student chose. She gave the same time allowance for each step. This task was 
repeated once a week over the course of one month.  

 

RESEARCH INSTRUMENTS 

The two main types of research instruments used to acquire data for the findings of the study were 
as follows:  

 
1. Classroom Observation  

  In this study, the researcher took field notes during the several phases of the TBL approach 
and classified her observations based on students’ approach to carrying out the task about their 
attitude and motivation about speaking engagement. As Dodiya, Kapadiya, and Malviniya (2014) 
emphasized, classroom observations have primarily extended the scope of research, significant 
areas of practice, practical problems in language learning, and application in various educational 
entities. 
2. Semi-structured Interviews 

            To find precise answers to the research question posed at the beginning of the research as 
well as gain an in-depth understanding of student’s perspectives regarding the use of Twitter 
trending topics in class, three interview questions were used: 1.)  Which category from the trending 
topics on Twitter are you interested in? (e.g., news, sports) 2.) What factors motivate you to engage 
in the speaking activity?  2.) What areas of speaking skill did you realize you need to improve? 
Patton (2002) states that interview data are used and analyzed to identify codes and categorize the 
recurrent patterns, following the content analysis procedure. It also allows students to have the 
freedom to express their thoughts without restraint. The structured interview was done mainly in 
English, and when the students struggled to express their views, they could use Japanese to convey 
their meaning entirely. Thus, the researcher had to translate some of these responses.  
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DATA COLLECTION AND ANALYSIS  

The data was collected for 15 weeks of course study for English Communication Skills II 
and English Foundation classes. The researcher analyzed the field notes taken during classroom 
observation and categorized them into recurring themes, and the semi-structured interview was 
conducted during the final speaking activity. It was examined based on the typical responses of 
the participants in the interview questions to arrive at the conclusions for the study's research 
questions.  

 

FINDINGS AND DISCUSSIONS 

The significant findings were presented by the structured interview results integrated with 
the classroom observation analysis. The discussion was summarized together with the outcomes.  

 
Table 1  

Top three trending topics students were interested in  

 

 

 

 

 

 

 

1. What category of trending topics from Twitter are you most interested in? 
Topics about pop culture are relatable for most students. 

The data from the interview revealed that for most students, pop culture topics such as 
KPOP are exciting and relatable; they can talk about it freely and enjoy the conversation without 
needing to do in-depth research beforehand. It serves as a common ground for a pleasant 
conversation where they can share what they know and acquire information from their peers 
without the pressures of having a definite right or wrong response. Topics such as Instagram-
worthy cafes and places amplify students' interests because of their visual appeal; according to 
interview responses, students desire to recommend and ask for recommendations during the 
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speaking activity, increasing their talk time. Current news relatable to their country is also on their 
list, such as the Tokyo Olympics. since this is a socially related topic, they are bombarded with 
information from news, Twitter, and other social media.  Furthermore, the pride of being the host 
country motivated them to talk about it. As Madya, Hamied, Renandya, Coombe, and Basthomi 
(2018) emphasized, EFL content should be based on what students feel is necessary. The teacher 
should utilize ways to bridge learning tasks' content to students’ interests, experiences, and real-
world situations. Cheng and Dornyei (2007) state that learning tasks should have a variety of 
attractive elements that can increase the student’s inquisitiveness. Davies (2019) argues that if the 
classroom material relates to their real world, relatable topics, and real life, students will engage 
more deeply in the conversation since it has high practical relevance. The researcher’s observation 
notes supported this; during the pre-task and planning phase, students were very well versed in 
using Twitter and well-oriented on the trending topics; students were excited to browse and share 
the issues they wanted to talk about and were minimally distracted, student engagement was high, 
and they can proceed with carrying on the task with minimal guidance.  
 

2. What factors motivate you to engage in the speaking activity? 

             Personal Interest is the leading factor, followed by peer and teacher engagement. 

Table 2  

Top three factors that motivate the students to engage in speaking activities 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

The student’s responses show that the main factor that motivates them to engage in the 
speaking activity is personal interest; participants believed that their intrinsic curiosity and the 
extent of their knowledge about the topic enabled them to share and collaborate with their group. 
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The second factor is peers; most students stated that they find the activity enjoyable because they 
can share the same interests with their peers, and most students in the group are also interested. 
This creates a less stressful environment for a speaking task. Lile (2002) pointed out that intrinsic 
motivation is essential for learning. For that to develop, the educator must learn to decrease the 
anxiety most students feel during their learning process; most students find it challenging to 
perform in a stressful environment. Julkunen (1989), as cited by Clement, Dornyei, and Noel 
(1994), emphasized that there is high potential relevance in dynamic classroom factors; research 
confirmed that situation-specific factors significantly contribute to L2 context learning.  

The researcher’s observation reveals that students feel exceptionally comfortable with the 
topics and thus feel relaxed during the activity; the students feel more at ease to ask their peers and 
the teacher when they can’t express themselves, creating a good learning environment and support 
system not just from the teacher but also from their group members. The third factor is teacher 
engagement; students’ responses detailed that the topics they were discussing made them connect 
more with the teacher and thus encouraged more genuine interaction. The researcher's observation 
notes also exemplify that during speaking activities using the trending topics from Twitter, the 
students are more likely to ask her questions and try to converse with the teacher. Thus, the 
researcher concludes that it is imperative that the teacher is approachable and they can maintain a 
friendly nature during this phase.  

The student’s responses also reveal that the attitude of teachers towards the students during 
crucial language learning practices such as speaking activities is critical. According to Nikitina 
and Furuoka (2009), students’ perceptions of the three most desirable qualities for a language 
teacher are caring/empathetic, patient, and friendly, which are geared towards being relationship 
oriented.  
 

3. What speaking skills did you realize you need to improve on?  

Through the activity, students realized that they need a higher vocabulary to express 
themselves accurately, followed by grammatical competence and fluency. 

The data from the interview exemplify the student’s realization in terms of what speaking 
skill they need to improve on is vocabulary. Most participants struggle to find the right words to 
convey their thoughts, followed by grammar and fluency. In this interview data, it is essential to 
note that fluency comes last in the student's concern on the area of improvement. As a teacher in 
a Japanese EFL learning context, the researcher assumed that one of the biggest reasons students 
don’t engage in speaking activities is their lack of confidence. However, based on the student’s 
responses in the interview and the researcher’s field notes during a classroom observation, the 
students were more confident and comfortable using the language despite the lack of vocabulary 
and grammar competence. The researcher concludes that factors such as personal interest and 
relevance of the topics in the daily context instigate their desire to engage in the speaking activity. 
This was supported by Maulina, Noni, and Basri (2019), who argue that when lecturers allow more 
chances for students to get in touch actively in daily conversation. The students would not doubt 
speaking.  
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CONCLUSIONS 

The results of the study demonstrated three main pedagogical implications in the EFL 
context: 

 
There is a potential for using trending topics on Twitter for speaking activities, but it 

may not be suitable for low beginners (CEFR Level A1).  

 The study's results demonstrated that using trending topics from Twitter in speaking 
activities increased students’ interest, motivation, engagement, and confidence. It also paved the 
way for genuine interaction between the students and teacher and fostered a learner-centered 
environment. The relevance of the topics also created a pleasurable communicative activity for 
students where they can share their ideas with less pressure, which is one of the study's main 
takeaways. The researcher concludes that social media, such as Twitter, can be integrated into 
language learning and spark students’ interest and motivation using a task-based approach. 
Furthermore, using social media in the context of language teaching can assist EFL teachers in 
designing more engaging and enjoyable lessons for students. As Namaziandost and Nasri (2019) 
noted, social media has become a habit among learners. Integrating this in an English class should 
offer an atmosphere of enjoyment and retain the student on the right path towards improving their 
skills. On the one hand, this activity requires a certain level of English foundation for students to 
be able to participate as well as understand the context of the action; traction researcher concludes 
that this will not be suitable for complete beginners or low beginners (CEFR Level) A1 as the such 
task requires a bare minimum ability to be able to express their thoughts in the target language. 
 

Bring the natural world into the classroom. 

 One of the main challenges in EFL teaching using a task-based approach is keeping the 
tasks engaging and relevant. The study shows that bringing the real world into the classroom by 
integrating social media such as Twitter can satiate students’ natural curiosity, leading them to 
develop an interest in what activity they are doing. It can also be concluded that leveraging social 
media to bring materials to life and make them attractive is one of the opportunities EFL teachers 
can take advantage of. Hashemifardnia, Namaziandost, and Rahimi (2018) argue that using 
technology such as social media can produce or create learning opportunities unlike before. 
 

Teacher Training for social media competence is highly suggested. 

            The main concern for integrating social media in the classroom is the need for more 
competence in using different platforms, web technologies, and apps by the teacher. It can be said 
that a large percentage of any faculty department only has a fraction of social media competent 
users. In conclusion, based on the study's positive results, the researcher suggests that academic 
coordinators or faculty heads must have their teachers undergo social media competency training 
or course to be capable and confident in integrating them into their classrooms. 
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学 びにおける価 値 判 断 ―L.シュトラウスの M.ウェーバー理 解 を参 照 して

Value Judgement  in  Learning : Referr ing  to  Leo-Strauss’s Interpretat ion 

of  Max-Weber

志 田 絵 里 子 （ しだ えりこ SHIDA Eriko ）

所 属 ： 神 田 外 語 学 院 （ か ん だ が い ご が く い ん

Kanda Inst i tute  of  Foreign Languages）

はじめに

本 稿 の目 的 は、日 々 の学 習 において学 生 や教 員 が、学 びの目 的 の価 値

をいかに捉 えるべきかについて、L.シュトラウス（ Leo S t rauss  1899 -1973） の M. 

ウェーバー理 解 を通 じて検 討 することである。

普 段 の授 業 において、学 生 は様 々 な目 的 を持 って学 習 に取 り組 み、教

員 はこれをサポートしているが、昨 今 のコロナ禍 などの世 界 情 勢 の影 響 によ

り、学 生 と教 員 のいずれにも様 々 な葛 藤 が生 じうると思 われる。例 えば学 生

に関 していえば、自 分 の目 指 す学 問 や職 業 が今 後 、社 会 においていかな

る意 味 を持 ちうるのかという悩 みが生 じることがある。そして、教 員 において

も、学 生 に何 を伝 えるべきかという問 題 に日 々 向 き合 うことが求 められる。こ

のような迷 いの根 底 には、進 学 や就 職 の実 現 という短 期 的 な目 標 と、人 生

において自 分 の内 面 的 な充 実 を継 続 させていくという長 期 的 な目 的 が混

同 されている状 況 があると考 えられる。

そこで、学 びの目 的 の価 値 について考 える必 要 性 があることから、本 稿 で

は、物 事 の価 値 判 断 について本 質 的 な解 釈 を行 っているシュトラウスの議

論 を参 照 してみたい。ここで、なぜシュトラウスに着 目 するのかが問 題 となる。

シュトラウスは、一 般 的 には保 守 派 の政 治 哲 学 者 として知 られ、彼 につい

ての先 行 研 究 もかなりの蓄 積 がある。政 治 哲 学 的 観 点 からの研 究 が多 い

が 1 、シュトラウスは、自 然 権 の絶 対 的 価 値 を基 底 に据 えた教 養 教 育 論 も

展 開 しており、彼 の教 育 論 に着 目 する先 行 研 究 もある 2 。また、シュトラウス

は価 値 判 断 についてウェーバーの分 析 を行 っており 、コメンタリーを通 じて
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自 分 の思 想 を語 るスタイルを取 ることが多 いことからも［ 石 崎 2009:101 ］ 、

彼 のウェーバー論 を参 照 することで、学 びの目 的 の根 本 的 な価 値 をいかに

捉 えるべきかについての示 唆 が得 られると思 われる。

シュトラウスによるウェーバー論 に絞 った先 行 研 究 についても見 ておく。ま

ず西 永 亮 による、シュトラウスのウェーバー論 を神 学 政 治 問 題 と位 置 づけ、

政 治 哲 学 における対 立 の問 題 として捉 え直 す分 析 がある［ 西 永 2014:41-

65］ 。さらに西 永 は、シュトラウスのウェーバー批 判 の検 討 を通 じて彼 の「 歴

史 的 研 究 」 について明 らかにした［ 西 永 2019:63-75］ 。他 には松 尾 哲 也 が、

ウェーバーの学 問 論 とシュトラウスのウェーバー批 判 を分 析 し、価 値 判 断 を

否 定 することの危 険 性 について明 らかにしている［ 松 尾 2018:77-112］ 。ま

た、ウェーバー研 究 者 の野 口 雅 弘 によって、シュトラウスの中 心 命 題 が抽

出 された［ 野 口 2019:43-61］ 。

このように、シュトラウスのウェーバー論 に着 目 することの重 要 性 は既 に十

分 確 認 されているが、これを教 育 論 に適 用 することについては管 見 の限 り、

検 討 はなされていないようである。

そこで、本 稿 ではこれらの先 行 研 究 を踏 まえて、シュトラウスによるウェー

バー理 解 から得 られる示 唆 を教 育 に取 り入 れる可 能 性 を探 るという視 点 か

らの検 討 を行 う。この検 討 により、例 えば良 い大 学 に入 りたい、または良 い

仕 事 に就 きたいというような短 期 的 な目 標 と、生 涯 にわたって探 究 する価

値 のあるテーマに出 会 うことというような長 期 的 な目 的 が混 在 している学 び

の現 状 を超 えるような視 点 が得 られると思 われる。

学 びの目 的 の価 値 を考 えるためには、価 値 判 断 の基 準 について考 える 

ことと、判 断 基 準 についていかに考 えるかという視 点 の定 立 が必 要 である。

シュトラウスによれば、ウェーバーは「 中 立 性 」 を重 視 して「 価 値 判 断 を拒

否 」 ［ NRH:63=97］ 3 しており、ウェーバーがそのような主 張 に至 った経 緯 に

ついて批 判 的 に詳 述 している［ NRH:35-80=61-118］ 。

なぜシュトラウスがウェーバーに批 判 的 なのかといえば、シュトラウスは価

値 判 断 の基 準 に「 自 然 」 概 念 を据 えており［ NRH:92=133］ 、そもそも価 値

判 断 という哲 学 的 営 為 は人 間 が生 きる上 で不 可 避 のものと考 えているから

である。
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このような価 値 判 断 についての根 本 的 な議 論 を、実 際 の学 びについて

適 用 することで、学 びにおける価 値 判 断 についてより先 鋭 的 な検 討 がなさ

れうると思 われる。

結 論 を先 取 りすると、シュトラウスによる徹 底 したウェーバー批 判 を検 討

することで、価 値 判 断 自 体 の存 在 意 義 が明 らかになり、これが現 代 の学 び

の目 的 の価 値 を考 える上 で有 意 義 な示 唆 となりうるであろうということである。

そのためには、シュトラウスの「 自 然 」 概 念 が、「 価 値 判 断 」 を考 察 する際 に

いかなる役 割 を担 っているのかを検 討 する必 要 がある。

そこで、本 稿 では次 の手 順 で検 討 を進 める。まず、シュトラウスのウェーバ 

ー論 の骨 子 を整 理 し、シュトラウスの「 自 然 」 概 念 を検 討 する必 然 性 を確

認 する 4 。（ １ ） 。次 に、シュトラウスの「 自 然 」 概 念 の内 実 を詳 述 し、価 値 判

断 の存 在 意 義 について述 べ（ ２ ） 、最 後 にシュトラウスのウェーバー論 の適

用 により、現 代 の学 びにおける価 値 判 断 をいかに捉 えるべきかについて示

す（ ３ ） 。

１ シュトラウスのウェーバー論 骨 子 ―価 値 判 断 の拒 否 と教 育

１－ １  ウェーバーと価 値 判 断

本 章 ではシュトラウスのウェーバー論 5 の骨 子 を整 理 し、シュトラウスの「 自

然 」 概 念 を通 じた「 価 値 判 断 」 との関 連 性 はいかなるものであるかを検 討 す

る。

次 章 でも詳 述 するが端 的 にいうと、シュトラウスにとって「 自 然 」 概 念 は、 

古 代 ギリシア哲 学 におけるよう な依 拠 すべき絶 対 的 な基 準 とされている。

シュトラウスによれば、ウェーバーの「 価 値 」 についての主 張 の骨 子 は

「 中 立 性 」 と「 諸 価 値 の対 立 」 に集 約 される。ウェーバーのように、社 会 にお

ける諸 現 象 のすべての価 値 が同 等 であると認 めるならば、価 値 判 断 という

作 業 は不 要 になってしまう。

ウェーバーが「 価 値 判 断 を拒 否 したことの真 意 」 とはいかなるものかにつ

いて［ NRH:63=97］ シュトラウスは次 のように述 べている。
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社 会 科 学 の対 象 は価 値 づけへの関 係 づけによって構 成 され、価 値 へ

の関 係 づけは価 値 の評 価 を前 提 している。そのような評 価 は、社 会 科

学 者 が社 会 現 象 を価 値 づけることを、すなわち、本 物 と偽 物 、高 級 な

ものと低 級 なもの〈 中 略 〉 等 々 を区 別 することを可 能 にしまた強 いるも

のでもある。価 値 への関 係 づけは、中 立 性 と両 立 不 可 能 であり、決 し

て「 純 粋 に理 論 的 」 ではありえない。しかし、非 中 立 性 は必 ずしも是 認

を意 味 するとは限 らず、拒 否 を意 味 することもありうる。

実 際 さまざまな価 値 は相 互 に両 立 不 可 能 であって、いずれか一 つの

価 値 を是 認 することは、必 然 的 に、他 の価 値 ないし諸 価 値 を拒 否 す

ることを意 味 する。そのような価 値 、「 究 極 的 諸 価 値 」 の受 容 または拒

否 を 根 拠 に し て の み 、 社 会 科 学 の 対 象 は 視 界 に 現 れ て く る 。

［ NRH:97-98］

この記 述 から 、ウェーバーにとって社 会 科 学 にお ける最 も重 要 なことが

「 中 立 性 」 であり、「 中 立 性 」 が種 々 の社 会 現 象 への対 し方 の要 件 とされて

いることについては既 に確 認 されているが［ 志 田 2021:99］ 、このことは社 会

現 象 の一 つとしての教 育 、ひいては 学 びの目 的 において、様 々 な価 値 観

が存 在 すると一 般 的 には捉 えられていることに対 して有 用 な示 唆 をもたらす

であろうか。「 中 立 性 」 を何 よりも重 んじることは学 びにとって必 要 条 件 となり

うるのであろうか。

シュトラウスは、このようなウェーバーの議 論 を推 し進 めると「 必 然 的 にニヒ

リズムに行 きつく」 と指 摘 している［ NRH:42=70 ］ 。つまり、すべての価 値 を

同 列 に扱 うことは、すべての価 値 判 断 を突 き放 して思 考 停 止 に陥 ることを

意 味 し、さらなる学 びへの意 欲 はそぎ落 とされてしまう危 険 性 がある。

それでは、ウェーバーの主 張 する「 諸 価 値 の対 立 」 は、学 びの目 的 に対 し

ていかなる影 響 を与 えるであろうか。そもそも、ウェーバーは価 値 基 準 自 体

を拒 絶 しており、その理 由 についてシュトラウスが「 自 然 権 の拒 否 」 と指 摘 し
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ているが［ NRH:39=67］ 、このように意 図 的 に価 値 基 準 を拒 絶 する前 提 に

ついての論 証 が避 けられているような状 況 から、いかなる教 育 的 示 唆 が読

み取 れるか。

シュトラウスは「 特 殊 な道 徳 的 選 択 に駆 られて単 に要 請 されたものではな

い の か 」 と し て 、 ウ ェ ー バ ー に よ る 価 値 判 断 の 拒 否 に 疑 問 を 呈 し て い る

［ NRH:64=98 ］ 。すなわち、道 徳 的 に「 判 断 」 しているという点 で、ウェーバ 

ーは何 らかの価 値 に依 拠 して判 断 しており、 価 値 判 断 をしないという 彼 の

議 論 の整 合 性 が崩 れているともいいうる。シュトラウスがウェーバーの価 値

判 断 拒 否 の前 提 に対 して「 なぜそれほどまでに証 明 を必 要 としないものだ 

ったのか」 と指 摘 する［ NRH:64=98］ 通 りである。

シュトラウスによれば、ウェーバーは「 力 の政 治 」 という精 神 により、政 治 的

権 力 によって勝 利 するという諸 価 値 の存 在 態 様 を重 視 している［ NRH:64- 

65=98-99］ 。この政 治 的 な現 実 を自 明 なものとして、諸 価 値 が政 治 的 権 力

によって優 劣 を左 右 されていると捉 えるのであれば、本 来 的 には「 純 粋 」 な

「 諸 価 値 」 というものは、政 治 的 権 力 によらずに存 在 している筈 であるから、

諸 価 値 の間 に序 列 を認 めるべきではない、すべての価 値 は対 立 していると

いう結 論 が導 出 される。

しかしながら、可 視 化 された状 況 のみによって、その状 況 を顕 現 させた前

提 条 件 について疑 いを持 たないということは、 教 条 的 な姿 勢 を生 み出 し、

学 びにおいて探 求 を継 続 していくことを妨 げることにもなりかねない。よって、

ウェーバーが徹 底 して「 諸 価 値 の対 立 」 の自 明 性 を主 張 していること に着

目 することで、この主 張 の根 底 にある、学 びという営 みと関 わる哲 学 的 な問

題 の、現 実 的 な政 治 権 力 関 係 への回 収 という考 え方 の危 うさを改 めて認

識 する必 要 性 が浮 き彫 りになる。

１－ ２  ウェーバーにおける「 真 理 」

ウェーバーが価 値 判 断 を拒 否 するという誤 謬 に陥 った経 緯 は次 のよう

なものである。シュトラウスはウェーバーにおける「 責 任 倫 理 」 と「 心 情 倫 理 」

の対 立 を指 摘 した［ NRH:69=104］ 。ウェーバーは「 責 任 倫 理 」 を「 現 世 的
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な社 会 運 動 や政 治 運 動 」 に伴 う行 為 結 果 を射 程 に入 れた「 此 岸 的 」 な規

範 であると規 定 し、これに対 して「 心 情 倫 理 」 はキリスト教 的 な「 道 徳 的 態

度 」 であり「 彼 岸 的 」 なものであると規 定 しており、この対 立 は人 間 によって

は解 決 不 可 能 なものであると結 論 づけている［ NRH:69-70=104-106］ 。

ここで問 題 となるのは、対 立 項 が次 元 の異 なる概 念 間 に移 行 しているこ

とが放 置 されているのでないか、あたかもそのような対 立 が自 明 のものである

かのような帰 結 に到 達 する危 険 性 があるのではないか ということである［ 志

田 2021:101］ 。

しかしながら、「 彼 岸 的 」 なことと「 此 岸 的 」 なことという分 類 を認 めている

こと、または認 めざるを得 なかったこと自 体 が、前 節 で述 べたようにウェーバ 

ーが「 道 徳 的 」 な判 断 を行 っていることの証 左 であり、彼 は依 拠 する基 準 を

無 意 識 のうちに設 定 している。これは、ウェーバーが依 拠 すべき基 準 として

の「 真 理 」 をいかに捉 えているかという問 題 に関 わる。

シュトラウスは、「 なぜ彼 は認 識 可 能 な真 理 に対 してそれが当 然 備 えて

いるはずの力 を否 定 したのだろうか」 という疑 問 に基 づいて次 のように述 べ

る［ NRH:73=109］

彼 は完 全 な精 神 的 空 虚 か宗 教 の復 活 かという二 者 択 一 を、たえず心

に描 いていた。彼 は近 代 の此 岸 的 ・ 無 宗 教 的 実 験 には絶 望 したが、

それでもなお、彼 の理 解 した限 りでの科 学 を信 じることは運 命 であると

して、それに執 着 しつづけた。彼 がこのような葛 藤 を解 決 できなかった

結 果 生 じたのが、価 値 観 の対 立 は人 間 理 性 によっては解 決 できない

という彼 の信 念 であった。［ NRH:74=110］

すなわち、ウェーバーは「 彼 岸 的 」 な宗 教 的 問 題 の重 要 性 を認 識 してい

たために却 って、これに向 かう欲 望 が充 足 されない現 実 において科 学 という

手 法 にすがることによって、「 真 理 」 を認 識 しないための「 真 理 」 に到 達 した

と考 えられる。
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つまり、彼 にとっての「 真 理 」 は探 究 すべき基 準 として存 在 しているので 

はなく、価 値 基 準 が存 在 しないことに正 当 性 を与 えてくれる、現 実 的 な現

象 というものに言 い換 えが可 能 な存 在 であるといえる［ 志 田 2021:101］ 。

学 びの目 的 を考 える際 には、「 最 も重 要 なことは何 か」 という判 断 をする

ことになるが、これを敷 衍 すると自 分 のために必 要 な真 の学 びとは何 かを考

えることになる。このことは決 して単 なる現 実 的 な事 象 として取 り扱 われるも

のではなく、根 本 的 な価 値 判 断 とそのための基 準 を要 し、その基 準 は「 真

理 」 であるべきである。さらに、この「 真 理 」 の内 実 が何 かと問 う前 に、まずは

そのような基 準 となる「 真 理 」 の存 在 を認 める必 要 が生 じる。

それではウェーバーを批 判 するシュトラウスのいう「 真 理 」 とはいかなるも 

のであろうか。これは、シュトラウスが依 拠 する判 断 基 準 である「 自 然 」 と重

なるものであるから、シュトラウスの「 自 然 」 概 念 について検 討 する必 要 があ

る。

２ シュトラウスの「 自 然 」 概 念 詳 解 6 ―なぜ価 値 判 断 が必 要 となるのか

２－ １  自 然 概 念 の役 割

前 章 では、シュトラウスのウェーバー批 判 の読 み解 きにより、価 値 判 断 に

ついてシュトラウスの「 自 然 」 概 念 を検 討 する必 要 性 が確 認 された。

本 章 では、シュトラウスの「 自 然 」 概 念 がいかなるものか、価 値 判 断 基 準

としていかなる役 割 を担 っているかについて検 討 する。

シュトラウスは「 自 然 」 について次 のように述 べ、「 自 然 」 は従 来 の権 威 や

伝 統 を超 越 した存 在 であると定 義 づける 7 。

自 然 はいかなる伝 統 よりも古 く、したがっていかなる伝 統 よりも尊 崇 さ

れるべきものである。自 然 的 事 物 は人 間 が生 み出 した事 物 よりも一 層

高 い価 値 をもっているという見 解 は、神 話 からの秘 かなあるいは無 意

識 の借 用 ないし神 話 の残 滓 に基 づくのではなく、自 然 の発 見 そのもの
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に基 づいている。［ NRH:92=133］

シュトラウスの「 自 然 」 概 念 の定 義 について着 目 すべきことは、「 自 然 」 が

哲 学 的 探 究 と不 可 分 であり、高 い価 値 を持 った「 真 理 」 であるということで

ある。

シュトラウスは「 自 然 の発 見 は哲 学 の仕 事 」 であり、「 哲 学 の存 在 しない

ところには、自 然 権 そのものの知 識 も存 在 しない」 と述 べ［ NRH:81=120］ 、

「 哲 学 は、意 見 から知 識 あるいは真 理 への上 昇 」 であり［ NRH： 124=174- 

175］ 、「 哲 学 」 が真 理 に向 かう知 的 活 動 であることが示 唆 されている。

そして、「 意 見 は自 存 する真 理 によって唆 されたものであることが明 らかと

なり、真 理 への上 昇 は、万 人 が常 に予 感 している自 存 する真 理 によって導

かれるものである」 と述 べられている通 り［ NRH： 124=175］ 、真 理 の存 在 に

よって哲 学 的 探 究 が賦 活 されるとされている［ 志 田 2017:127］ 。よって哲 学

によって発 見 される「 自 然 」 とは、探 究 されるべき「 真 理 」 のことであるといえ

る。

「 真 理 」 の存 在 によって哲 学 的 探 究 が促 進 されるのであれば、哲 学 的 探

究 と重 なる要 素 の多 い学 び全 般 に関 しても、「 真 理 」 の存 在 を認 めることは

不 可 欠 であると解 しうる。

「 真 理 」 としての「 自 然 」 の存 在 はいかにして証 明 されるのか。シュトラウス

が「 哲 学 的 探 究 の前 提 には、単 に第 一 存 在 が存 在 する」 ［ NRH:89=130］

と述 べるように「 自 然 」 は「 第 一 存 在 」 でもあり、「 哲 学 」 の前 提 である。また、

シュトラウスが、「 「 自 然 」 は必 然 的 に他 の何 かと対 比 して、すなわち、自 然

を覆 いかくしている当 のものとの対 比 において理 解 される」 ［ NRH:90=131］

と指 摘 しているように、「 自 然 」 は「 哲 学 」 によって現 出 するものであり、隠 さ

れているものである。つまり、「 隠 されている」 という「 自 然 」 の在 り様 によって、

哲 学 的 営 為 が促 進 されるため、その作 用 自 体 が「 自 然 」 の存 在 を証 明 し

ている。

さらに「 自 然 」 の発 見 により「 コンヴェンショナリズム」 との決 別 が起 こった

とされている。シュトラウスによれば、「 コンヴェンショナリズム」 とは「 正 の観 念
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の 多 様 性 が 自 然 権 の 非 存 在 」 を 、 「 証 明 し て い る 」 と い う 見 解 で あ る

［ NRH:10=26 ］ が 、 「 哲 学 」 が 「 権 威 を 根 絶 す る こ と に よ っ て 自 然 が 基 準
・ ・ ・ ・

そのものであることを認 め」 ［ NRH:92=133 傍 点 訳 者 ］ 、「 超 歴 史 的 、超 社

会 的 、超 道 徳 的 、そして超 宗 教 的 な人 間 の可 能 性 」 が「 現 実 化 」 するので

ある［ NRH:89=129］ 。

つまり、「 自 然 」 の「 発 見 」 により、人 間 が規 定 した 多 様 な正 しさという曖

昧 な価 値 の乱 立 状 態 に終 止 符 を打 つ、従 うべき基 準 の存 在 が明 らかにさ

れるのである［ 志 田 2017:128］ 。さらに、「 自 然 」 の発 見 によって「 現 象 の総

体 」 は「 自 然 的 現 象 」 と「 非 自 然 的 現 象 」 に「 分 割 」 され、「 区 別 」 の視 点

が生 まれる［ NRH:82=121］ ため、「 自 然 」 を基 準 に据 えることで、前 章 で述

べた「 彼 岸 的 」 なことと「 此 岸 的 」 なことの混 同 という事 態 を回 避 することが

可 能 である。

さらにシュトラウスによれば、「 自 然 」 は次 のような性 質 を持 つものであり、

すべてのものに先 行 する存 在 であるとされている。

もし何 か永 遠 不 変 のものが存 在 しなければ、明 瞭 な変 化 というものも

不 可 能 であろうし、明 らかに偶 然 的 な存 在 者 は何 か必 然 的 で永 遠 的

なものの存 在 を必 要 とする。〈 中 略 〉 恒 常 的 ならざるものは自 らの場 所

を、恒 常 的 なものによってしつらえられた秩 序 のうちに見 いだすのだか

らである。［ NRH:89=130］

すなわち、「 自 然 」 は「 永 遠 不 変 」 で「 恒 常 的 」 な性 質 を有 し、そうでない

ものの究 極 的 原 因 として存 在 している。全 てのものの変 化 は「 自 然 」 を前 提

にして生 じてくるのであり、「 自 然 」 は疑 う余 地 のない「 基 準 」 である 8 ［ 志 田

2017:128］ 。

また、シュトラウスが「 あらゆる知 識 は、それが限 定 的 なものであれ「 科 学

的 なもの」 であれ、知 識 が可 能 となる地 平 、一 つの包 括 的 な見 地 を前 提 し

ている」 と述 べていることからも［ NRH： 125=176］ 、「 自 然 」 たる「 真 理 」 の存
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在 はすべての知 識 に先 行 しているのであり、「 真 理 」 の存 在 なくしては、知 

識 について考 えることが不 可 能 になるのである。

よって、学 びという、知 識 に関 わる営 為 においても、「 真 理 」 たる「 自 然 」

のような価 値 判 断 基 準 なしには、その目 的 を適 切 に設 定 することはできな

い。

２－ ２  「 自 然 」 による価 値 判 断 のあり方 ―何 が目 指 されているのか

それではシュトラウスによる「 自 然 」 概 念 のありようは、我 々 の価 値 判 断 に

いかなる影 響 を及 ぼすのであろうか。本 節 ではシュトラウスが「 自 然 」 という

「 真 理 」 たる価 値 判 断 基 準 に何 を見 出 そうとしているのかについて検 討 す

る。

、 シ ュ ト ラ ウ ス は 「 人 間 は 本 性 的 に 社 会 的 存 在 で あ る 」 と し て

［ NRH:129=181 ］ 、次 のように人 間 の本 性 に「 自 然 的 社 会 性 」 を認 めてい

る。

人 間 の社 会 性 というものは、他 者 との関 係 をもつことから期 待 される快

楽 の計 算 から生 じてくるのではない。むしろ人 間 は本 性 的 に社 会 的 で

あるところから 、人 間 は他 者 との交 わりか ら 快 楽 を 得 るのである。〈 中

略 〉 この人 間 の自 然 的 社 会 性 こそ、狭 義 の厳 密 な意 味 における自 然

権 の根 拠 である。［ NRH:129=181-182］

すなわち、「 自 然 」 概 念 には、社 会 においていかに生 きるかという、人 間

の課 題 に我 々 を直 面 させるという作 用 が内 在 している。それでは、いかなる

生 き方 が目 指 されているのか。

善 き生 とは、人 間 存 在 の自 然 的 秩 序 に合 致 した 生 、よく秩 序 づけら
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れた健 全 な魂 にもとづく生 のことである。〈 中 略 〉 善 き生 とは人 間 的 自

然 の完 成 態 である。

［ NRH:127=179］

人 間 が目 指 すべき「 善 き生 」 とは「 真 理 」 である「 自 然 」 に従 う生 き方 を指 

している。このような生 き方 はいかにして可 能 になるのか。シュトラウスによれ

ば、「 人 間 は、社 会 あるいはより正 確 には市 民 的 社 会 においてでなければ、

自 己 の完 成 態 に達 することはできない」 とされている  ［ NRH:130=183］ 。

さらに「 人 間 はその最 高 の高 みに達 するためには、最 善 の社 会 、人 間 的

卓 越 性 に最 も役 立 つような社 会 に生 きなければならない」 と述 べられており

〔 NRH:135=190 〕 、目 指 すべき完 成 された状 態 に到 達 するには社 会 の存

在 が前 提 とされ、なおかつその社 会 は「 最 善 の」 ものでなければならないの

である。

つまり、我 々 が善 く生 きるためには、「 善 き生 」 であるかどうかを判 断 する

だけでは足 りず、「 最 善 の社 会 」 かどうかについての判 断 も要 求 されるので

ある［ 志 田 2017:129］ 。

ここで問 題 となるのは、「 最 善 の社 会 」 かどうかという問 いは、前 章 のウェ

ーバーのように現 実 の政 治 的 権 力 の議 論 に回 収 されてしまうのではないか

ということである。

シュトラウスは「 本 性 的 に正 しいものとは何 か、正 義 とは何 かについての 

問 いが、完 全 な解 答 を見 出 すのは、ただ言 論 による最 善 の体 制 の構 築 」

によると述 べ［ NRH:144=199-200］ 、人 間 の「 善 き生 」 を実 現 するためには、

「 最 善 の社 会 」 が現 実 の政 治 権 力 のあり方 によって実 現 されているかどうか 

の吟 味 が要 求 されるのではなく、「 最 善 の体 制 」 を目 指 すこと自 体 が必 須

条 件 とされるということを示 唆 している。

つまり「 善 き生 」 は、シュトラウスが「 目 指 すべき対 象 としてあり、達 成 され

たものとしてあるのではない」 と述 べるとおり［ NRH:145-146=202 ］ 、実 現 さ

れたかどうかは問 われない。なぜなら、シュトラウスによれば、プラトンはソクラ

テ ス に 従 い 「 哲 学 的 探 究 の 生 」 が 唯 一 正 し い 生 き 方 で あ る と 定 義 づ け
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［ NRH:156=214］ 9 、このような生 き方 の動 態 を重 視 しているからである。

すなわち、シュトラウスがソクラテスの哲 学 的 探 究 について言 及 し。ソクラ 

テスが「 全 体 者 あるいは存 在 するあらゆるものについての学 を『 各 々 の存 在

者 』 の理 解 と同 一 視 」 し［ NRH:122=172 ］ 、「 完 成 された全 体 者 の明 白 な

分 節 化 の 中 に 示 さ れ た 統 一 性 を 理 解 」 し よ う と し た と 述 べ る よ う に

［ NRH:123=173］ 、ソクラテスのような「 全 体 者 」 の「 統 一 性 」 を理 解 しようと

する知 的 営 為 それ自 体 を「 善 き生 」 と解 しているのである。

諸 事 象 に現 れてくる「 統 一 性 」 を理 解 するということは 、あらゆる事 物 に

潜 在 する「 真 理 」 つまり「 自 然 」 という基 準 を理 解 することである。このことを 

可 能 にするのが、「 自 然 」 に対 する「 哲 学 的 探 究 」 を含 意 する「 善 き生 」 で

ある。

よって、学 びの目 的 は「 善 き生 」 も含 むものであるから、学 びの目 的 につ 

いて考 える際 には、価 値 判 断 基 準 の存 在 を看 過 することは不 可 能 である。

このように、シュトラウスの「 自 然 」 概 念 の役 割 と、「 自 然 」 を基 準 とした価

値 判 断 のあり方 について見 てきたことにより、彼 のウェーバー批 判 の論 拠 が、

価 値 判 断 基 準 の存 在 の自 明 性 と、この基 準 に対 する探 究 の姿 勢 を内 包

した「 善 き生 」 の称 揚 にあることがわかる。

これを踏 まえて次 章 では、シュトラウスのウェーバー理 解 が、実 際 の学 び

の目 的 をいかに捉 えるべきか、価 値 判 断 はなされるべきかという問 題 に対 し

て与 えうる示 唆 について検 討 する。

３ 現 代 の学 びにおける価 値 判 断 の適 用

前 章 までの検 討 により、学 びの目 的 と関 わらせながら、シュトラウスのウェ 

ーバ ー 理 解 の 概 要 と 、 シ ュト ラ ウ スの ウ ェ ーバ ー 批 判 を 支 える 根 拠 と な る

「 自 然 」 概 念 の役 割 とあり方 について見 てきたことで、価 値 判 断 の必 要 性

が明 らかになった。

本 章 では、これらを学 びの目 的 の価 値 をいかに捉 えるかという問 題 に適

用 してみる。 学 びの目 的 の価 値 を考 えるにあたっては、① 目 的 の内 容 と

② 優 先 順 位 が問 題 となる。
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まず① 目 的 の内 容 については、ウェーバーのように「 諸 価 値 」 の対 立 を

自 明 のものとして「 中 立 性 」 を重 視 し、すべての事 象 の価 値 を同 列 に捉 え

るとすると、良 い大 学 や企 業 に入 りたいという短 期 的 な目 標 をも、大 局 的 な

生 き方 に関 わる本 質 的 な目 的 と同 様 の価 値 を持 つものとして、認 識 される。

このような目 的 設 定 の方 法 を推 し進 めると、現 在 すべきことを具 体 的 に決

定 しやすくはなるが、目 的 が達 成 された後 の長 い人 生 にまで及 ぶ有 意 義 な

成 長 を促 すような学 びまでは見 込 めないともいえる。

そこで、シュトラウスによるウェーバー批 判 の根 拠 である「 自 然 」 概 念 を、

価 値 判 断 基 準 として適 用 してみると、「 自 然 」 に依 拠 した「 善 き生 」 の存 在

を認 識 した上 で、学 びの目 的 を設 定 することになる。

つまり、必 然 的 に自 分 の外 部 に本 質 的 な基 準 が存 在 していることを前

提 に、学 びの目 的 を設 定 せざるを得 ないこととなり、その内 容 は「 善 き生 」

に近 づいていき、より本 質 的 な学 びへの意 欲 が促 進 される。よりよく生 きる

ために何 をすべきかについて、人 間 存 在 の根 本 的 な課 題 にまで到 達 する

ことができ、生 涯 にわたって、学 ぶべきテーマを見 つけやすくなるのではない

かと思 われる。

次 に② 学 びの目 的 の優 先 順 位 についてみると、ウェーバーのように「 諸 価

値 」 の間 に優 劣 をつけず、価 値 判 断 を行 わない立 場 を取 ると、目 先 の点 数

や利 益 に囚 われ、短 期 的 な記 憶 力 に頼 るような学 びに終 始 してしまうおそ

れがある。

これに対 し、シュトラウスのように「 自 然 」 概 念 の絶 対 性 という視 点 を取 り

入 れて学 びの目 的 の優 先 順 位 について考 えると、生 きる上 で最 も重 要 な

学 びとは何 かという本 質 的 な問 題 について探 究 することを余 儀 なくされる。

すなわち、学 びにおいて複 数 の目 的 があるとするならば、それらの間 で「 自

然 」 のような「 第 一 存 在 」 に照 らし合 わせて、より重 要 なものかどうか、「 永 遠

性 」 や「 不 変 性 」 を有 しており「 善 き生 」 を実 現 することを含 意 しているかと

いうことを検 討 し、位 階 秩 序 に組 み込 んで優 先 順 位 をつけることになる。

これにより、自 分 の生 きるべき方 向 が定 まり、学 びの目 的 は明 確 化 され、

その内 容 も生 涯 にわたって探 究 する価 値 のある本 質 的 なものとなりうる。

このように、シュトラウスのウェーバー理 解 を参 照 して、学 びの目 的 の価 値
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判 断 について検 討 してきたが、次 のようなことがいえる。ウェーバーのように

価 値 判 断 を拒 絶 するのではなく、シュトラウスが依 拠 する「 自 然 」 という絶 対

的 存 在 を価 値 判 断 基 準 として用 いることで、 常 に外 部 から学 びの目 的 を

問 い直 すための視 点 の設 定 が促 進 される。

このような、外 部 に基 準 を求 めるという探 究 活 動 は、既 に述 べたように隠

された「 自 然 」 という存 在 によってさらに活 性 化 される。よって、「 自 然 」 概 念

自 体 に、「 善 き生 」 を目 的 として探 究 を継 続 していくという知 的 営 為 の恒 常

的 な促 進 という可 能 性 が開 かれる契 機 が含 意 されているのではないかと考

えられる。これは、学 び全 体 に対 して、当 該 施 策 の妥 当 性 についての判 断

基 準 の正 当 性 についても常 に外 部 の基 準 によって相 対 化 すべきであると

いう示 唆 にもなりうるといえる。

すなわち、個 別 的 なものから人 間 が操 作 不 可 能 な絶 対 的 存 在 への理

解 を目 指 すべきというシュトラウスによる議 論 を、学 びの目 的 設 定 の際 にも

適 用 することで、「 自 然 」 のような価 値 判 断 基 準 への探 究 の姿 勢 を促 され、

いかに生 きるべきなのかを考 えるざるを得 ないことになり、常 に学 びの目 的

を人 間 の生 き方 という壮 大 な問 題 についての再 認 識 へと発 展 させていくこ

とにつながっていく。

おわりに

本 稿 では、学 びの目 的 についての価 値 判 断 をいかに捉 えるべきかという

問 題 について、シュトラウスのウェーバー理 解 を参 照 しながら検 討 してきた。

シュトラウスのウェーバー理 解 の骨 子 は、ウェーバーが陥 った価 値 判 断 につ

いての誤 謬 に基 づく「 中 立 性 」 と「 諸 価 値 の対 立 」 であった。

すなわち、ウェーバーは「 中 立 性 」 を主 張 して価 値 判 断 を拒 否 し、「 諸 価

値 」 の対 立 が自 明 であると考 えており、「 心 情 倫 理 」 という彼 岸 的 な問 題 と 、

「 責 任 倫 理 」 という此 岸 的 な問 題 との対 立 の関 係 について、「 諸 価 値 」 の

対 立 という議 論 と同 様 の構 造 があるとみなしていた。「 心 情 倫 理 」 と「 責 任

倫 理 」 の対 立 は、シュトラウスが指 摘 するように、神 に対 する信 仰 と哲 学 的 

な理 性 の対 立 のように根 本 的 なものであり、社 会 現 象 における単 なる「 諸

2021-22年度　教育イノベーション研究センター年報｜157



価 値 」 の対 立 という議 論 とは、同 列 に語 ることができないものである。

よって、シュトラウスによってウェーバーは、価 値 判 断 を拒 否 する前 提 条

件 の認 識 において適 切 ではなかったとされていたことが明 らかにされていた。

つまりシュトラウスによれば、価 値 判 断 を看 過 してはならず、判 断 基 準 の存

在 を認 識 すべきということである。そして、シュトラウスは、古 代 ギリシア哲 学

に 依 拠 し て 「 自 然 」 概 念 を 価 値 判 断 基 準 と し て 採 用 し て い るた め 、 彼 の

「 自 然 」 概 念 を確 認 する必 要 が生 じた。

シュトラウスが主 張 する「 自 然 」 とは「 永 遠 不 変 」 の「 第 一 存 在 」 で あり、

「 真 理 」 と同 義 になりうる、哲 学 的 位 階 秩 序 の最 高 位 に位 置 づけられるも

のである。なぜ「 自 然 」 がそのよう に絶 対 的 なものであるのかについては、

「 哲 学 」 と「 自 然 」 が不 可 分 の関 係 にあることに起 因 することがわかった。す

なわち、「 自 然 」 という真 理 の存 在 態 様 により哲 学 的 探 究 が促 され、哲 学

により発 見 された「 自 然 」 の位 階 秩 序 は、人 間 社 会 の外 部 の基 準 として機

能 し、当 該 の哲 学 的 探 究 を相 対 化 することが可 能 になり、さらなる緻 密 な

哲 学 的 探 究 を生 ぜしめるのである。

このようなシュトラウスの「 自 然 」 概 念 に基 づく、彼 のウェーバー批 判 を実 

際 の学 びの目 的 の価 値 について適 用 してみることにより、次 のような示 唆 が 

得 られた。まず、学 びの目 的 の内 容 について適 用 すると、目 的 の内 容 につ

いて、「 善 き生 」 を含 意 する「 自 然 」 という価 値 判 断 基 準 に照 らすことで、学

びの目 的 が一 時 的 なものではなく、生 涯 にわたって 探 究 活 動 を活 性 化 す

るような根 本 的 なものになりうるということが明 らかにされた。

次 に、学 びの目 的 の優 先 順 位 という問 題 に対 して、シュトラウスのウェー

バー批 判 を適 用 してみると、「 自 然 」 概 念 が射 程 に入 れている、「 善 き生 」

により近 い目 的 を優 先 的 に据 えるという視 点 を取 り入 れることで、短 期 的 な

利 益 にとどまる学 びを超 えて、生 涯 を通 じて学 ぶべき、「 生 き方 」 に関 わる

テーマを見 出 すことが可 能 になるということも明 らかにされた。

よって、シュトラウスのウェーバー理 解 を、現 代 の学 びにおける価 値 判 断

に適 用 することには、長 期 的 で本 質 的 な「 生 き方 」 に関 する探 究 すべきテ 

ーマに遭 遇 することが可 能 になるという有 意 義 な側 面 があるといえる。

しかしながら、常 に膨 大 な情 報 にさらされ、合 理 的 思 考 や迅 速 な判 断 を
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求 められる現 代 社 会 に生 きる学 生 たちにとって、「 善 き生 」 の内 実 を理 解

することは十 分 可 能 ではあるが、これを具 体 的 な行 動 に落 とし込 んでいくこ

とは容 易 ではない。そこで、既 に様 々 な教 育 現 場 で行 われていることではあ

るが、教 員 が「 善 き生 」 の実 現 に向 けた具 体 的 な見 取 り図 にもなりうるような

文 献 を示 すとともに、授 業 内 で「 善 き生 」 や価 値 判 断 に関 するテーマにつ 

いての議 論 の機 会 を設 けるなど、教 員 と学 生 が各 々 自 主 的 に考 える機 会

をさらに増 やしていくのがよいのではないかと考 える。
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【 註 】

1 ［ Drury 1997］ 、［ Zuckert  2006］ 、［ 飯 島 1995］ 、［ 石 崎 2009］ 、［ 小 玉

1999］ 、［ 添 谷 1992b］ 、［ 寺 島 1991］ 、［ 富 沢 1987］ 、［ 藤 原 2007］ 、［ 松

尾 2018］ 、［ 井 上 2020］ がある。これらの研 究 における問 題 意 識 は、シュト

ラウスの目 的 は古 代 ギリシア政 治 哲 学 への回 帰 なのか、あるいはポストモダ

ン的 または新 たな価 値 形 成 への布 石 なのかという視 点 であると解 しうる。神

学 政 治 問 題 の観 点 からの研 究 （ ［ Batni tzky  2009］ 、［ Tanguay 2011］ 、

［ 柴 田 2009］ 、［ ブーレッツ 2013］ 、［ マイアー2012］ ） も多 く、シュトラウスが

エルサレムとアテネのいずれを重 視 しているのかという問 題 が常 に根 底 にあ

る。他 に、コジェーヴとの関 係 に焦 点 を当 てた研 究 （ ［ 堅 田 2009］ 、［ 坂 井

2017］ 、［ ビバール 2014］ ） もある。
2 リベラル・ エデュケイション論 の観 点 からの研 究 （ ［ 志 田 2021］ 、［ 添 谷

1992a］ 、［ 藤 本 2012］ 、［ 松 尾 2018］ ） がある。
3 シュトラウスの著 作 『 自 然 権 と歴 史 』 を NRH と略 記 。
4 シュトラウスの「 自 然 」 概 念 と関 わらせて、ウェーバー論 を検 討 するという
視 点 の設 定 は、国 内 のシュトラウス研 究 を牽 引 する石 崎 嘉 彦 らによる著 作

『 レオ・ シュトラウスの政 治 哲 学 ―『 自 然 権 と歴 史 』 を読 み解 く』 によるところ
が大 きい。
5 ウェーバーが価 値 判 断 を拒 否 するに至 った経 緯 については既 に検 討 し
ているが［ 志 田 2021］ 、本 稿 ではこれを実 際 の学 びにいかにして適 用 しうる
かという新 たな視 点 による検 討 のために再 度 考 察 している。
6 シュトラウスの自 然 概 念 についても既 にその内 実 について検 討 しているが
［ 志 田 2017］ 、本 稿 での考 察 に必 須 の内 容 であるため、学 びの目 的 との
関 わりという視 点 から改 めて整 理 した。
7 「 自 然 」 概 念 を取 り巻 く哲 学 的 状 況 について概 観 しておく。哲 学 的 な
「 自 然 」 概 念 は、目 的 論 的 自 然 観 と機 械 論 的 自 然 観 の間 における対 立

軸 を中 心 に議 論 されてきた［ 鼓 2003、伊 東 1968、河 村 2006、コリングウッ

ド 1974 参 照 ］ 。「 自 然 」 概 念 の哲 学 的 探 究 に内 在 する「 目 的 論 的 」 、「 機

械 論 的 」 という二 元 性 につき、M.アンバシェによればこの対 立 は「 自 然 」 が

「 能 産 的 自 然 」 と「 所 産 的 自 然 」 に区 別 されることに端 を発 する［ アンバシ 
ェ 1975:133］ 。シュトラウスの「 自 然 」 概 念 は、「 善 き生 」 という倫 理 的 概 念

を含 意 しているという点 で、ギリシア哲 学 に見 られた目 的 論 的 自 然 観 が根
底 にあるといえる。
8 、シュトラウスによる C.シュミットについての考 察 と、H.マイアーによるシュト

ラウス思 想 の位 置 づけを踏 まえて小 玉 は、シュトラウスは「 完 璧 な知 の力 」

の源 としての自 然 の復 権 を目 指 して「 自 然 ＝ ピュシス」 の再 評 価 を行 ったと

指 摘 している［ 小 玉 1999:174-175］ 。
9 「 哲 学 的 探 究 の生 」 のみが善 いと断 定 できるかについては、限 界 も指 摘
されている［ タルコフ 2006： 25］ ことに注 意 が必 要 である。
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ABSTRACT 

As augmented reality (AR) technology continues to make significant 
advancements, it is likely that AR head-mounted devices will become 
more prevalent and affordable in the near future. Hence there is a need 
to investigate the potential affordances that software developed for these 
devices can bring to the educational field (Wu et al., 2013). This paper 
focuses on the affordances and limitations of three prototype applications 
developed by the researcher for use with currently available AR headsets. 
These applications demonstrate the potential uses of this technology for 
both teachers and students in areas such as distance education, materials 
evaluation, and language acquisition assistance. As the popularity of AR 
head-mounted devices continues to grow and their prices decrease, 
applications such as these could soon become commonplace educational 
tools. These prototypes consist of: 
(1) an application that allows distance education students to appear 
within on-campus classrooms and interact with students via 3D AR 
avatars; 
(2) a learning resource evaluation application providing peer-generated 
recommendations superimposed onto any learning resource a student 
looks at, and; 
(3) a subtitle and vocabulary tracking application that aids in listening 
comprehension, while also providing features such as vocabulary 
collation and progress summarisation. 

 
INTRODUCTION 

Augmented reality (AR) and virtual reality (VR) are powerful technologies, which in 
recent years have led to great advances in entertainment, science, design, and 
education. AR augments a user's visual perception of the world around them by adding 
graphical information such as text, video, or 3D objects into the real world. This can 
be achieved via a smartphone’s camera and display, or with greater immersion, via a 
head-mounted display that merges the users’ view of their physical environment with 
this new graphical content. These AR headsets either use head-mounted cameras that 
capture video from the real world, and then display the video merged with the AR 
content on a screen in front of the user’s eyes, or use see-through glass screen/s with 
tiny high resolution projectors that project onto the glass to achieve the same AR 
effect. 
 

2021-22年度　教育イノベーション研究センター年報｜163



VR is a related technology that rather than augmenting the real world around the user 
with additional content, instead replaces the entire world with a computer-generated 
one. In education, both technologies have been found to have a number of benefits 
for students. VR technology allows for affordances such as kinesthetic and 
constructivist learning, and simulating novel environments inaccessible within 
classrooms (Hu-Au & Lee, 2017). In part, a great deal of these affordances are due 
to the feeling of “presence” where users within an artificial, virtual environment, feel 
physically present in interactions (Sanchez & Slater, 2005). Research frequently shows 
that VR stimulates participants' interest, motivation, and engagement with the subject 
matter (see Cho, 2018; Kaplan-Rakowski & Wojdynski, 2018; Tai, Chen, & Todd, 2020; 
Velev, 2017). 
 
Similarly, AR, with its focus on superimposing additional content into the world around 
students, has been found to be very effective within education as well. Smartphone-
based AR, a much more readily accessible version of AR compared to head-mounted 
AR, is already a common feature in educational research. It has been found to increase 
motivation in areas such as English language learning (Mahadzir, 2013), history 
(Challenor & Ma, 2019), and the sciences (Abdusselam & Karal., 2020; Celik et al., 
2020 Khan et al., 2019). AR can also be a valuable tool in aiding student 
comprehension and information retention (Ferrer-Torregosa et al., 2016; Henderson 
& Feiner, 2011). 
 
While smartphone-based AR applications have become a popular new tool for 
educators to enhance textbooks and lesson engagement, head-mounted AR 
technology has lagged significantly behind its VR counterpart. Compared to VR 
headsets, AR headset technology is significantly more difficult to develop, requiring 
the invention of new technologies such as minuscule high resolution colour projectors 
that consume minimal power and generate negligible heat. Slowly but surely, efforts 
to develop such technologies have been bearing fruit, first with large expensive 
headsets such as the Microsoft HoloLens (https://www.microsoft.com/hololens/) in 
2016, and more recently with smaller (albeit still somewhat heavy), cheaper AR 
glasses tethered to a smartphone such as the Nreal Light (https://www.nreal.ai/light/) 
(see Figure 1). It should be noted that there are also VR headsets that have cameras 
installed on the front that then project reality onto the screens inside the headset, 
such as the Meta Quest series (https://www.meta.com/quest/), though they are of 
course considerably heavier than AR glasses like the Nreal Light. 
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Figure 1: The Nreal Light AR glasses tethered to a high-end Android smartphone. 
 
As these devices continue to have their capabilities improved and their weight, power 
consumption, and price reduced, there is significant potential for AR glasses to 
supplement or even replace smartphones, becoming a device that all students may 
one day wear and bring to the classroom on a daily basis (Gartner, 2022; Market 
Research Future, 2022). With this possibility in mind, it’s important that research is 
done now to investigate innovative ideas for head-mounted AR applications for 
educational use. Determining what affordances and limitations exist will guide future 
researchers and educators on how best to integrate this technology into educational 
environments of the future. 
 
This paper outlines three applications that I have designed to investigate innovative 
potential uses for head-mounted AR within the fields of distance education, learning 
materials selection, and language learning. The first involves the use of an AR/VR 
hybrid application that allows distance education students to join their face-to-face 
peers and their teacher in the campus classroom appearing as interactive 3D avatars. 
The second is a learning materials evaluation application that superimposes peer-
generated recommendations and reviews onto the covers of learning resources and 
into the physical spaces of schools and campuses, providing students with instant 
feedback on which resources may work best for them. The third is a vocabulary 
tracking application that provides live subtitles visible to students at all times to aid in 
listening comprehension, while also collating vocabulary encountered and providing 
benefits such as real-time definitions for difficult terms. 
 
Rather than focus on hypothetical applications that only exist in concept, each of these 
research projects involves an actual programmed and working prototype that I have 
developed for the Nreal Light AR glasses, with the first also working on VR headsets 
with AR functionality such as the Meta Quest Pro. Research projects associated with 
each of these applications are currently being undertaken in order to ascertain their 
real-world practical affordances and limitations in education. This paper will showcase 
each of these current project prototypes and their future plans in the hope that 
educators and researchers will start to consider how this technology may be applied 
in their own educational fields and research. 
 

2021-22年度　教育イノベーション研究センター年報｜165



APPLICATION ONE: CREATING SHARED VIRTUAL COEXISTENCE SPACES 
FOR HYBRID DISTANCE EDUCATION COURSES 

In online video games, players from around the world come together in shared spaces 
and interact with each other via 2D or 3D customizable avatars. In VR, these 
experiences are made even more immersive using head-mounted devices such as the 
Meta Quest series (https://www.meta.com/quest/) that place the users directly inside 
these shared spaces. A number of recreational applications have been developed that 
allow VR users to meet, chat and spend time with people from all around the world 
(e.g. RecRoom https://recroom.com/ & VRChat https://vrchat.com/). Studies have 
already investigated the potential for VR as an alternate medium to video conferencing 
software for distance education students (Urueta & Ogi, 2020; Kornfein, 2021; 
McDonald, 2021). In fact, businesses now exist offering online educational platforms 
(e.g. Immerse https://www.immerse.online/ & Engage https://engagevr.io/) 
providing multi-user situated virtual environments full of digital realia, within which 
learners and their teachers can engage with subject materials directly. However, there 
are few studies investigating the potential for AR to act as a bridging medium to bring 
these VR-enabled distance education students directly into face-to-face classrooms. 
Far transactional distance, which is an ingrained challenge for distance education and 
online learning, negatively impacts learning through the greater psychological and 
communication space that must be traversed by distance learning students (Moore, 
1997). Students in these positions face many challenges compared to in-person 
instruction: Reduced engagement, comprehension, social interaction, information 
retention, and a sense of psychological separation (Daniels et al., 2021; Park, 2011). 
 
One of the most promising and potentially world-changing features of AR technology 
is the ability to superimpose online VR avatars into the real world via AR headsets. 
Within education, VR-enabled distance learning students could access a virtual 
environment from home that could then be superimposed into the real-world 
classroom on campus and made visible to students wearing AR headsets. Meanwhile, 
the teacher could control the content and organisation of the virtual space using a 
touch-based tablet application. With such a system in place, AR’s potential to act as a 
bridge for integrating distance education students into on-campus classes could be 
investigated. 
 
Thus, I developed a multi-platform hybrid application in an attempt to investigate 
filling this research gap by combining AR and VR technologies into a single application 
that supports a variety of VR and AR headsets. This application affords all students, 
both in-person and online, the ability to equip themselves with these technologies to 
enter a shared virtual space. At the start of an activity, off-campus students put on 
Meta Quest VR headsets and enter into an empty shared 3D virtual space, where they 
are represented as customizable 3D avatars. The teacher, managing from an overhead 
perspective via tablet PC, is able to generate the relevant activity content anywhere 
within the space (see Figure 2). The on-campus students put on their Nreal Light AR 
glasses or Meta Quest Pro headsets, which superimpose the 3D virtual space into their 
classroom. Those students are able to see and hear both the 3D avatars of all off-
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campus students and any virtual content added to the virtual space by the teacher. 
Together, the students can interact with each other to discuss, collaborate, and 
interact with shared realia related to the lesson content. Activities could include 
discussing and negotiating on how to construct a complex piece of machinery or 
designing sustainable cities by manipulating interactable miniaturised city blocks. 
Other activities could include navigating a number of 3D scenes to piece together 
different aspects of a topic as part of an information gap activity. 

 

 
Figure 2: A synchronised view of two participants waving to each other from the 
perspectives of the VR student (top left), AR student (top right) and teacher tablet 
(bottom). 

 
This application has the potential to reduce the psychological distance experienced 
between distance education students and their in-classroom peers by allowing all 
students to see, hear, and collaborate with each other in a shared, interactable space. 
This connection between the remote learning students and their face-to-face peers 
has potential to improve engagement, comprehension, and information retention, 
while also helping to increase social interaction and reduce the sense of psychological 
separation through these increased interactions (Moore, 2013; Sailer et al., 2015; 
Yarmand et al., 2021). 
 
This prototype has successfully been trialled in a small-scale pilot activity involving 
two on-campus AR-equipped students interacting with a VR-equipped participant who 
joined the class virtually from a distant location. All students were able to see, hear 
and interact with each other using tools such as a virtual shared whiteboard and a 
virtual paintbrush that allowed them to paint objects in the air (see Figure 3). 
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Figure 3: Image taken from the perspective of the AR student as the VR student paints 
in the air with a virtual red paintbrush. 
 
With the prototype successfully trialled, the next stage of the project will be to focus 
on identifying the extent to which spatial computing technologies can overcome issues 
associated with hybrid educational models with a particular focus on narrowing the 
perceived transactional distance gap between in-person and online students. With 
reduced transactional distance, students may become more comfortable participating 
both as and with online students. This study will provide data to ground the future 
development of hybrid course materials and the development of pedagogically 
informed spatial computing learning platforms. 
 
APPLICATION TWO: PEER EVALUATION OF LEARNING MATERIALS AND 
RESOURCES AT A LITERAL GLANCE 

One of the capabilities of AR is its ability to recognize objects that exist within the real 
world around the user. This can include two-dimensional things like company logos, 
book covers, signs, and even three-dimensional objects such as vehicles, buildings, or 
even people. By recognizing these objects, AR applications can superimpose 2D or 3D 
content directly on top of them, effectively replacing them with an AR alternative in 
the eyes of the user. This capability has been put to great effects in smartphone AR 
in areas such as artistic expression and design. Artists on Snapchat can instantly 
change the clothes they are appearing to wear (https://ar.snap.com/shopping/), 
TikTok dancers change their makeup and appearance on the fly 
(https://effecthouse.tiktok.com/make-your-first-effect-makeup/), and Amazon’s 
shopping application allows shoppers to place 3D representations of furniture into their 
real rooms to see how it fits (https://www.amazon.com/adlp/arview/). 
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With head-mounted AR devices, the effect of these applications would appear much 
more lifelike. Rather than seeing an augmented world through the lens of a 
smartphone camera and 6″ screen, the user sees the very world around them change 
to match their needs and desires. Within the realm of education, this obviously affords 
educators and students the ability to add additional information on top of the world 
around them that specifically caters to their educational needs. For teachers this may 
eventually include placing basic information such as names above the heads of 
students in class, or tagging materials with links to additional resources. For students, 
potentially any learning resource, whether objects like books or textbooks, or locations 
like sections within self-access learning centres, libraries, or even classrooms, can be 
tagged with additional information from the institution to help them make better use 
of their affordances.  
 
This additional information could also be provided by other students. For this project, 
I designed an application that would allow language learning students to leave star 
ratings, reviews or comments on any educational resource they encounter, and the 
next time another student looks at that resource while wearing the AR headset, that 
information would instantly appear. For resources such as graded readers, the cover 
of the book would be digitally replaced with a new cover displaying the star ratings 
that other students have given that book based on several categories (Reinders & 
Lewis, 2006) (see Figure 4). Students wishing to learn more about what others 
thought of the material would swipe their finger over it. This gesture is recognised by 
the application and changes the cover to display either the reviews or the comments 
left by their peers (see Figure 5). For resources such as library sections dedicated to 
foreign languages, the application recognizes the location and superimposes 2D 
objects such as ‘Like’ buttons and scrollable comment screens onto the surfaces of the 
environment (see Figure 6). 
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Figure 4: A graded reader book cover replaced digitally with one showing star ratings 
from previous students. 
 

 
Figure 5: A comment board digitally attached to a Scrabble dictionary. 

 

 
Figure 6: A ‘Like’ button digitally attached to a wall in a university self-access centre 
reading section. 
 
While this prototype is still in its early stages, it demonstrates one of the greatest 
affordances of AR for enhancing the ability of students and educators to gather 
information more quickly and without the need to actively look up such information 
themselves. By drawing from a dedicated repository of student and educator feedback, 
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the student can flick through hundreds of materials and books over the course of a 
few minutes, needing only to glance at the star ratings, reviews, or comments before 
moving on to the next material. In the future, it could also be possible to customise 
the information that is displayed to the user by asking them what kind of information 
they want to see. For instance, if a beginner learner of French wants access to only 
highly recommended level-appropriate materials and doesn’t want to be distracted by 
materials that may end up being too difficult, the application could highlight only 
materials relevant to the student as they glance over them. 
 
With the basic prototype successfully created, the next step of this project is to further 
investigate the benefits and drawbacks of this AR application’s capabilities. Like any 
other peer-based feedback system, there is a need for a highly capable moderation 
system to handle inappropriate feedback. If this kind of AR application became popular, 
the number of materials and resources that would receive student comments would 
likely exceed the ability of institution staff to moderate them. Additionally, during an 
early pilot of this project using a smartphone version of this application, it was quickly 
noted that students tend to gravitate towards resources that have already received 
peer feedback, leaving potentially valuable resources that had yet to receive peer 
reviews notably less investigated. 
 
APPLICATION THREE: LIVE VOCABULARY TRACKING, DISSEMINATION 
AND SUPPORT 

AR is not only about superimposing information and 3D content into the world around 
the user. The user’s senses themselves can in fact be augmented by AR. For the 
hearing impaired and language learners, their ability to comprehend sensory input can 
be enhanced by having subtitles overlaid within their field of vision for everything 
uttered in their presence. This can be a valuable tool in helping them discern clearly 
which words are being spoken. 
 
A pilot study published in 2018 by the University of Washington utilised the Microsoft 
HoloLens to investigate the use of AR subtitles for daily use (Jain et al., 2018). The 
pilot study explored multiple methods of displaying the subtitles to the user, including 
having them hover in the air as well as appearing locked at the bottom of the user’s 
vision. While praising the significant benefits of displaying live subtitles, participants 
experienced weight and heat issues due to the device's size that limited the amount 
of time they were able to comfortably use the device. They also experienced a feeling 
of awkwardness while using it around other people and conversation partners 
expressed some frustration with users’ faces being partially obstructed. However, 
modern AR glasses such as the Nreal Light are significantly less intrusive than the 
bulky original HoloLens released in 2016 or the more modern Meta Quests, and the 
glasses form factor, while far from perfect, may reduce the awkwardness of interacting 
with other people while wearing them. In fact, companies like XRAI 
(https://xrai.glass/) are already providing subtitles to people with auditory disabilities 
via Nreal Light glasses (EuroNews, 2022). 
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Beyond simply displaying subtitles, it is also possible that software running on AR 
glasses could be designed to analyse the subtitles in real-time and provide a language 
learner with greater assistance and abilities. By parsing each of the words out of the 
subtitles as they are displayed and utilising ranked lists of words sorted by various 
metrics, several specific language learning affordances could be offered. Hence, as a 
platform to test the following affordances, I devised and developed an application for 
a student to wear as they interact with other people in their target language. This 
application and project are still in their early stages, however the following capabilities 
have already been implemented into the application and their effects are currently 
being investigated: 

Vocabulary assistance: By comparing each uttered word to a dictionary 
database that includes word difficulty level, it is possible for the application to 
discern when a word is heard that exceeds a student’s level of understanding 
and provide them with an automatic, simplified dictionary definition of that word 
in real-time. A student could of course adjust this level manually to provide, for 
example, definitions for words outside the top two thousand most popular 
English words only, reducing the frequency of the definitions appearing (see 
Figure 7). 
Categorisation: The application can categorise words heard by subject theme, 
popularity, difficulty, and more so that the student can gain a better 
understanding of what kind of language environment they are interacting with 
others within. This kind of feedback could prove valuable for helping a student 
understand what kind of vocabulary they are most exposed to, or in the case of 
their own speech, relying on too heavily. 
Subtitle alteration: With a list of all known English words ranked by frequency, 
the application can colour-code each of the words in the subtitles according to 
where it appears in that list. This can give students instant feedback on the 
average difficulty level of the words they are encountering within a particular 
environment. 
Gamification: Since the application is tracking all the words heard, simple 
games can be completed by reaching quotas. If the student hears or utters a 
sufficient variety of words or phrases within a particular theme or subject, they 
can receive a homework achievement or the digital equivalent of a ‘good job’ 
sticker. 
Translation: With only a minor delay, the subtitles can be sent to an online 
translator such as IBM Watson (https://www.ibm.com/watson) or DeepL 
(https://www.deepl.com/) and the returning translation displayed underneath 
the originals (see Figure 8). 
Progress summarisation: Post-use, a summary of the student's linguistic 
output and input, full of additional information related to all of the above features, 
can be automatically sent by email to them for later review. 
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Figure 7: An example of a simple dictionary definition for the most 
advanced/uncommon word being automatically displayed to the user beneath the live 
subtitles. 
 

 
Figure 8: An example of using the online translator IBM Watson to provide a basic live 
translation of the subtitles in real-time. 

 
While application development continues, and initial piloting has only just begun, it 
should be noted that there are already several limitations that have become apparent. 
The first and foremost being that the microphone on the AR headset is currently not 
capable of discerning whether it is the student that is speaking or one of their 
conversation partners. This means that it is currently not possible for students to 
receive isolated feedback on their own speaking versus words heard spoken by others. 
There are also apparent limitations when it comes to group conversations when people 
speak over each other and in loud environments. Methods of overcoming these 
limitations are currently being investigated as part of the overall project; regardless of 
who said the words that are recorded, all of the vocabulary encountered by the student 
can still be parsed and analysed for the student’s benefit. 
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Additionally, the current capabilities of AR technology still impose a number of 
limitations on this project. There remains the issue of the limited field of view (FoV) 
that AR devices are capable of displaying AR content within. Due to the complexities 
of using miniature projectors placed so close to the lenses of the glasses, the amount 
of space within the user’s FoV (typically around 180° horizontally) that can actually 
display AR content is quite limited. Even newer devices such as the Nreal Light can 
only display content within a 52° horizontal FoV. With this limited FoV ‘real estate’ 
available, the prototype application has had issues of where to display the subtitles, 
what size, how much to display at once and for how long, as well as where to put 
additional simultaneous content such as live dictionary definitions. This has resulted 
in the subtitles and other content being very close to the centre of the user’s vision. 
While this adds the benefit of being able to both look at a conversation partner and 
the AR content at the same time, it does appear to form a distraction that may impede 
rather than assist. The next stage of this project is to ascertain to what extent this is 
the case and possible ways to mitigate it. 
 
CONCLUSION 

Each of these prototype applications has been developed using head-mounted AR 
devices and software programming tools that are currently available. Each of these 
applications also demonstrates a clear use case for head-mounted AR within 
education: by providing a means for distance education students to integrate into on-
campus classrooms, AR has the potential to provide better opportunities for improving 
social interaction and reducing transactional distance for online students. As a learning 
resource evaluation tool, AR can act as an automated method of providing students 
with relevant information when it is most needed, without the need for them to 
interrupt what they are doing to actively look it up themselves. By adding subtitles to 
everyday interactions and analysing them to identify vocabulary in need of further 
clarification, AR can act as a language learning aid, providing contextual assistance, 
which can potentially help improve student understanding during conversation and 
listening practice. 
 
As head-mounted AR technology continues to improve, it is likely that these devices 
will start to enter educational settings and classrooms in the near future. However, 
there are still a number of technological hurdles to be overcome before these devices 
become light enough, comfortable enough, and cheap enough to allow for everyday 
common use. There are also many pedagogical hurdles to overcome before educators 
can determine the limitations and the extent of the affordances that this technology 
presents to students. It is hoped that when the projects outlined in this paper are 
complete, they will help add to the body of research that will assist educational 
institutions and businesses to be better ready to take advantage of head-mounted AR. 
A future may yet be seen where these devices, and the educational applications 
designed for them, become commonplace educational tools. As once the technological 
hurdles are also overcome, whether in the next few years or in the next few decades, 

2021-22年度　教育イノベーション研究センター年報｜174



we can expect student education both in and outside the classroom to undergo 
potentially vast changes. 
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概要 

神田外語大学グローバルリベラルアーツ学部において教養 B 群の選択必修

科目として開講される「コンピュータ・サイエンス概論(Introduction to 

Computer Science)」をプロジェクト学習に則った授業としてデザインし

た．受講生はコンピュータ・サイエンスの専門家を目指すわけではないが，

コンピュータ・サイエンスを「誰もが学ぶべきこと」として位置づけた「計

算論的思考」のアイデアを基盤とし，授業時間 4 回を 1 セットとして 2 セ

ットに及ぶプロジェクトと，それを支える講義とで授業を構成した．プロ

ジェクトではビジュアルプログラミング言語 Viscuit を用いた作品とそれ

を解説するビデオと説明文書を制作することを求めた．成果物の評価は教

員が提供する共通のルーブリックを用いて受講生同士がピアレビューする

ことによって実施することとした．提出されたプロジェクトの成果物から，

受講生が探究的な問題解決過程に従事し，授業時間に示された以上の知識

を獲得しながら作品を制作していくことが示唆された．一方で，今後の高

校でのカリキュラムを考慮しつつ大学での授業内容を継続的に検討する必
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要が認識された．  

 

1. はじめに 

神田外語大学 グローバルリベラルアーツ学部(以下，GLA 学部)では，教

養 B 群の選択必修科目として，コンピュータ・サイエンス概論(Introduction 

to Computer Science)が開講される．シラバスによれば，この授業は「パ

ソコンやスマートフォンなどのデバイスを問わず，広くコンピュータと呼

ばれるものが，どのように動き，何をしているのかについての基本的な知

識と考え方を身につける」ためのものとされている．特定のアプリやサー

ビスの使い方の手順を覚えたり練習したりしてスキルを身に着ける授業で

はないことに注意が必要である． 

高等教育における情報教育は，それぞれの大学や学部でカリキュラムポ

リシーなどに照らしてさまざまな実践が工夫されてきた．大学教育の質保

証の観点 [1]から，教育課程編成上の参照基準として「情報学を学ぶすべて

の学生が身につけることを目指すべき基本的な素養」と整理された．一般

情報処理教育 [2][3]でも同様の内容が検討された．  

情報学を専門としない，たとえば神田外語大学の学生であっても，コン

ピュータ・サイエンスの原理に関する理解が価値を持つとされるようにな

ってきた．Wing はコンピュータを専門とする者だけでなく，すべての人が

学び活用できるような技能を「計算論的思考(Computational Thinking)」

と呼び [4]，その内容を整理した．中島らは「計算論的思考とは，コンピュ

ータサイエンティストのように考えること」 [5]とし，コンピュータ・サイ

エンスを専門とする者以外にも当てはまることを示した．  

近藤・遠山(2022)は，情報学を専門としない学生に向けた学習環境のデ

ザイン原則を検討し，「探究的な問題解決過程に重きを置く」「問題解決を

通じて新たな問題の発見を促す」「学んだことを授業外に持ち出しやすくす

る」「学習内容を学習者の体験や生活と接続する」という四つの原則を提案

[6]し，実践を行った．その結果，授業中の探究を契機として授業外での発

展的な学習が引き起こされたこと，教師が用意したコンテンツを超えて，

他の受講生の活動からも学ぼうとすること，他者との関わりの中から課題
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を見出すことを明らかした． 

本稿では，上記の四原則に基づくコンピュータ・サイエンス概論の授業

デザインと実践内容について報告する．なお，本講執筆時点では学期途中

であり，進行中の授業におけるミニプロジェクト実践を中心とした報告を

行う． 

 

2. 授業全体のデザイン案 

2.1 学習内容 

本学の学生の多くはコンピュータ・サイエンスの専門家を目指すわけで

はないため，その学習内容は誰もが学ぶべきこととしてのコンピュータ・

サイエンスとしてデザインする必要がある．既存の取り組みの中から共通

に教えることとされている学習内容を検討し，本授業で学習すべき内容を

次の 3 点に定めた．  

(a) コンピュータは人間が創り出したプログラムで動作していること  

神田外語大学 外国語学部では，学生は iPad を持つことが義務化され

ており，多様な学びの場面で活用されている．多くの授業では Moodle

や Google Classroom，Zoom などを前提としており，学生もそうした

システム上で問題なく受講している．学生によっては， iPad だけでな

くスマートフォンも併用している．  

学生はコンピュータを十分に使いこなしているように見えるかもしれ

ない．しかしこれらの事例は，完成度の高いアプリケーションや十分

に行き届いたサービスが提供する機能や利便性の活用に閉じており，

学生は利用者の立場を出ていない．コンピュータを理解して活用して

いるのではなく，アプリケーションやサービスを理解しているに過ぎ

ない． 

これは学生が消費者であるのならば正しい状況と言えなくもない．し

かしコンピュータ・サイエンスの授業は，すぐに陳腐化してしまうよ

うな特定のアプリケーションやサービスの使い方を記憶するのではな

く，物事の捉え方や問題解決の方略として活用できるよう，コンピュ

ータについての理解を促すべきだと考えられる．  
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したがって本授業では，実際に自分で何らかのソフトウェアを実装し，

コンピュータの動作は人間が組み立てていることを理解することを目

指すこととした．  

(b) なぜコンピュータが二進法で構成されているのか，データがどう表現

されているか  

「コンピュータは人間と異なり，二進法に基づいて動作している」と

いう表現は珍しくない．実際のコンピュータは確かに文字も絵も写真

もビデオも，すべて二進法で表現された数として扱っている．しかし

上記のような表現は，コンピュータが二進法に基づいて動作する具体

的な理由については何も説明していない．「二進法に基づいて動作して

いる」ということだけが分かっても，それがどのように情報を表現し

ているのかを理解することとは結びつかず，したがってどのように処

理されるのか，その性質や意義が理解できるわけではない．現代のコ

ンピュータが二進法に基づく動作をしているという知識とともに，二

進法を採用するに至った理由を理解するための体験が必要と考えられ

る． 

この授業では，十進法と比較して二進法を採用する必然性を明らかに

し，すべての情報処理の基盤となっていることの理解を狙った体験を

導入した．具体的には，二進法の計算と十進法の計算を実際にコンピ

ュータ上のプログラムとして作り上げ，技術的に簡素に実現できるこ

とが二進法の利点であることを理解させることとした．  

(c) アルゴリズムと計算量の考え方 

コンピュータ・サイエンスで扱う内容は多岐にわたっている．たとえ

ば，現在広く使われている電子式のコンピュータの設計と実装は電子

工学に由来するが，計算の原理は論理学や数学が基盤であると見做す

ことができるだろう．これらを半期 1 コマの授業で網羅することは難

しく，また効果的に実施することも困難である．  

Wing は計算論的思考を提案する中でいくつかの内容を例示しており，

その中の一つとして「時間と空間のトレードオフ」をすることが挙げ

られている．これはコンピュータで問題を解決する際のアルゴリズム
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と計算量に関する考え方である．アルゴリズムの善し悪しをどのよう

に捉えるのか，計算量の概念の理解が重要であるとされている．その

ためこの授業では，コンピュータが逐次的な処理をしており，そのと

きに必要な時間的・空間的なリソースの消費を計算量として検討する

という考え方を扱うことにした．  

以上の学習内容をもとに，近藤・遠山(2022)[6]のデザインの原則を踏襲し，

プロジェクト学習のデザインを取り入れた授業計画をデザインした．全体

の授業計画案を表 1 に示す． 

表 1. 2022 年度コンピュータ・サイエンス概論の授業計画案 

 授業計画 概要 

1 ガイダンス 評価方法と配点，授業進行の説明 

2 第一プロジェクト キックオフ プログラミング環境の利用方法  

3 第一プロジェクト 制作 シミュレーション作品の制作時間  

4 第一プロジェクト 制作 同上 

5 第一プロジェクト  ピアレビュ

ー 

作品のピアレビュー  

6 コンピュータの構成(1) 二進法による演算，十進法による演算  

7 コンピュータの構成(2) 二進法および十進法での二桁以上の

演算 

8 画像の扱い 白黒画像の二進法表現と画面の仕組

み 

9 文字の扱い 文字コードによる表現 

10 アルゴリズムと計算量 データの並べ替えを題材とした計算

量の解説 

11 第二プロジェクト キックオフ 身近な問題解決のプログラミング  

12 第二プロジェクト 制作 作品の制作時間  

13 第二プロジェクト 制作 同上 

14 第二プロジェクト  ピアレビュ

ー 

作品のピアレビュー  
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15 全体のまとめ  コンピュータはどう動作しているか? 

16 期末試験 Google Forms によるオンライン試験  

(a)に対応するのが 1 から 5 時間目と 11 から 14 時間目，(b)に対応するの

が 6 から 10 時間目，(c)に対応するのが 10 と 15 時間目の 2 コマである．  

 

2.2 成績評価と基準 

授業案に基づき，次に示すような 4 つの観点から成績評価を行うことと

した． 

表 2. 成績評価の観点と配分  

観点 評定の配分 

(1)期末試験 40% 

(2)第一プロジェクト  20% 

(2)第二プロジェクト  20% 

(3)授業への貢献 20% 

(1) 期末試験 

16 時間目に実施する期末試験に 40%を配分した．本授業でプロジェク

トや講義を通じて学んで欲しい内容を知識として使えるかどうかを問う問

題を出題する．おもに授業内容(b)と授業内容(c)に関する内容を扱う．受講

生は GLA 学部の学生のため，各自が必携化で所有しているパソコンを用い

て Google Forms によってオンラインで実施する．多肢選択と記述問題か

らなる，通常のペーパーテストをオンラインに置き換えたものである．受

講生は Google Forms を用いて設問に回答し，採点を受けることになる．

回答にあたってはオンライン上のどのような資料を参照してもよい．現実

の問題解決の場面では自分の記憶だけで問題を解くことは稀であり，むし

ろ積極的に資料を確認しながら進めるためである．一方で他者に問題を送

信し，ただ回答を受け取るようなやり方は禁止する．このため，受験場所

は教室内とし，机間巡視によって対策する．  

(2) 第一，第二プロジェクトの成果  

第一，第二プロジェクトそれぞれに 20%を配分した．どちらのプロジェ

2021-22年度　教育イノベーション研究センター年報｜183



クトもコンピュータを用いてプログラミングを行い，制作したソフトウェ

アについてのプレゼンテーション動画と説明文書とを提出する．授業とし

て統一的な課題に取り組むのではなく，制作する作品は受講生自身の問題

意識に基づく．したがって制作した作品は受講生それぞれに異なるものと

なる．成果物の評価は受講生同士のピアレビューと教員による評価によっ

て実施する．ピアレビューの観点は Google Forms で教員が作成し，受講

生が記入する．おもに授業内容(a)を扱う． 

(3) 授業への貢献  

授業に対する非定型的な貢献について，成績評定の 20%を配分する．具

体的には，各プロジェクトへのピアレビューをどれだけ建設的に実施した

かを反映する．ピアレビューを行う側，ピアレビューを受ける側の双方に

とって，ピアレビューそのものが学習の過程であるとする考え方に基づく．

学習内容(a)を担保し，授業内容(b)や授業内容(c)を成立させるために不可

欠な活動を評価するという観点である．  

担当する作品に対して，具体的で建設的なコメントをする，丁寧で一貫

性のある評定を行うなどのピアレビューを行うことは高評価となる．作品

の内容を内省的に精査する必要があり，かつ制作者に対して学びを提供す

ると考えられるためである．一方，制作者が学びを得ることの難しい建設

的でないコメントや，一貫性のない評定を行ったと考えられるピアレビュ

ーについては教員が減点する．否定的なコメントであることは問題ではな

いが，建設的でないコメントはピアレビューを受ける側にとって得るもの

がないためである．  

また，授業を充実したものとする協調的な活動については加点対象とす

る．たとえば Google Classroom などで他の受講生からも見えるように質

問や議論を行うことがこれに相当する．また，授業資料の誤りや紛らわし

い資料をよりよく修正するなどの指摘があればこれを対象とすることがあ

る．授業を改善しようとすることができるのは，授業内容に主体的に関与

し，内容を理解しているとの考えに基づく．  

 

3. 第一プロジェクトのデザイン 
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第 2 回から第 5 回の授業時間を第一プロジェクトの期間とした． 

第一プロジェクトの初回である第 2 回では，まずプロジェクトについて

説明した．具体的には，第 5 回の授業でピアレビューを行うため，それま

でにプレゼンテーション動画と説明文を提出することがゴールであり，〆

切を厳守する必要があることを説明した．その後，プロジェクトで利用す

るプログラミング言語 Viscuit(びすけっと，以下 Viscuit)[7]の利用方法や

Viscuit を用いた簡素な作品の作り方の講習を行った．  

第 3 回と第 4 回はすべての時間を制作のための時間とした．教員と SA

は教室内を巡視しながら，受講生の質問や相談に対応した．第 4 回の授業

後，第 5 回の授業の前にプロジェクトの成果物を Google Classroom に提

出させ，ピアレビューの準備を行った．  

第 5 回の授業時間はピアレビューの時間とし，制作などの活動はしなか

った． 

3.1 プログラミング言語 Viscuit 

本 授 業 で は 第 一 プ ロ ジ ェ ク ト の た め に プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語 と し て

Viscuit[7]を指定した．Viscuit はウェブブラウザ上で動作するため，事前の

セットアップ作業が不要であり，Windows でも Mac でも iPad でも同じよ

うに学習に利用できる．  

Viscuit は多くのプログラミング言語とは異なり，絵とその書き換え規則

だけでプログラミングを行う．文字や単語，数字や数式，それらを組み合

わせる文法のようなものは組み込まれておらず，利用できない．文字や単

語の代わりに，学習者が描く絵を用いる．そして絵をどのように書き換え

るの かと いう ルー ルを 例示 する こと によ り， プロ グラ ミン グを 行う ．

Viscuit の素朴なプログラムの一例を図 1 に示す． 
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図 1 素朴な Viscuit のプログラムの例  

 

Viscuit の作業環境のページ番号を示す p.1 という表記以外，一切の文字

や数字が存在しないことが分かる．これでも正常な Viscuit のプログラム

である． 

図 1 の左側のピンクの四角い領域がステージと呼ばれる領域である．ス

テージの中の絵を書き換えることが Viscuit におけるプログラミングであ

る．この意味で，ステージは通常のコンピュータの感覚では画面に相当す

るものと考えてよい． 

受講生は，自分で描いた絵をステージの中に配置することができる．図

1 では「手を下ろした棒人間」が 4 体，配置されている．この棒人間の絵

は Viscuit によってあらかじめ提供されたものではなく，受講生が描いた

ものである．Viscuit がシステムとして利用者に提供する絵は存在しない． 

ステージの右側には丸が二つ並んだ「メガネ」がある．これが Viscuit で

のプログラムに相当する．メガネはステージ内の絵をどのように書き換え

るのかというルールを決めるための仕組みである．「ステージ内にメガネの

左側の状態が発生したら，メガネの右側にように書き換える」というルー

ルを定義するためのものである．図 1 の例では，手を下ろした棒人間がメ

ガネの左側に配置されており，メガネの右側には手を上げた棒人間が配置

されている．これは「手を下ろした棒人間がいたら，手を上げた棒人間に

書き換える」というルールを意味する．  
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このプログラムを実行すると，図 2 のように変化し，安定する．ステー

ジに「手を下ろした棒人間」が配置されている状況に対して，メガネで定

義された「手を下ろした棒人間がいたら，手を上げた棒人間に書き換える」

というルールが発動した．その結果，ステージ上のすべての棒人間が手を

上げた棒人間に書き換えられた状態である．ステージ上には手を上げた棒

人間だけが存在するようになった．したがってメガネのルールは当てはま

らなくなり，ステージの状態が変化しなくなっている．  

 

図 2 プログラムを実行した後の状態  

 

Viscuit のプログラミングは，基本的に絵とステージとメガネの組み合わ

せとして作成する．精度の高いプログラムのための「方眼紙モード」や絵

を回転させる機能などの細かい要素はあるが，基本はこのような「絵」の

定義とその書き換え規則である「メガネ」だけで成立している．このため，

学習者にとって理不尽な文法間違いなどのエラーは発生せず，説明も非常

に簡単で済むという利点がある．  

図 1 ではメガネは一つだけしか存在しないが，必要なだけいくつでも作

ることができる．図 1 のプログラムでは，棒人間は手を上げて止まってし

まったが，手を上げたり下げたりするプログラムに改造するには，メガネ

を一つ追加する．図 3 のように二つのメガネを作ることで，それぞれのメ

ガネが交互に反応し，結果として，ステージ上の棒人間は手を上げたり下

げたりし始める．  
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図 3 手を上げ下げさせるための追加のメガネ  

 

メガネの中での絵の位置関係を工夫することで絵をステージ上で動か

すことができ，メガネの中に複数の絵を入れれば，互いに衝突した状態を

表現できる． 

 

3.2 Viscuit の学習 

受講生は Viscuit について習熟しているわけではないため，第一プロジ

ェクトのキックオフのための 1 コマを使って，受講生全員で Viscuit につ

いて学習する時間を設けた． 

Viscuit は非常に簡素な仕組みであるため，説明にかかる時間はごくわず

かである．しかしプロジェクト型学習の都合上，受講生ごとに必要な知識

は異なり，それらを網羅するように Viscuit を習熟するということは難し

い．そのため，授業時間内での Viscuit の学習は講習だけで作品が作れる

ようにする，ということを目的としたというよりも，むしろ Viscuit につ

いて自分のプロジェクトに必要なことを自分で学んでいけるようにするこ

とを目的とした．具体的には，Viscuit を用いた簡素なアニメーション作品

を紹介し，その制作過程を教員が操作して見せながら受講生に制作させた．

Viscuit では自分で絵を描くこと，メガネを使って絵を書き換えることを伝

え，感染症のシミュレーションをアニメーションで作らせ，授業時間の中

で共通で学ぶ内容はこれだけに留めた．  
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その上で，自習用の教材として YouTube 上に開設されている Viscuit の

公式チャンネル「Viscuit_channel」を紹介した．このチャンネルは Viscuit

の開発者自身が開設したものである．Viscuit を学ぶためのさまざまな解説

や作例が小学生以下の子どもが視聴することも考慮した平易な動画で提供

されている．また公式チャンネル以外にも Viscuit を使った作例や解説が

多数あることも伝え，これらを参考にして自分なりの作品に活かすよう促

した．Google 検索などで資料が見つかることや，Viscuit の公式サイトも

紹介した．紹介した資料や検索の方法などは Google Classroom でも提供

した． 

 

3.3 日常的な体験のシミュレーション  

第一プロジェクトでは，受講生の身近なものごとを題材として，日常的

に起きる体験を Viscuit を用いてシミュレーションすることを要件とした． 

Viscuit はビジュアルなプログラミング言語であり，動きを見せることが

容易である．このため，日常的に遭遇する現象を再現する作品を作ること

は適している．作品の内容は自由に制作してよいが，簡単のために，次の

ようなジャンルを提示した．コンピュータを用いたゲームやアニメーショ

ン・アート作品も日常的な体験の一つであるとする考え方である．  

(1) 自分の身のまわりの現象をシミュレーションする作品  

(2) 興味のある現象をシミュレーションする作品  

(3) 動きのあるアート作品 

(4) ゲーム 

(5) その他 

受講生は上記の中からジャンルを選び，実際に Viscuit を用いて作品を制

作する． 

 

3.4 プロジェクトの期間  

プロジェクトの期間は Viscuit について学習する時間を含めて 3 週間程

度とした．この期間の授業はプロジェクトのための活動時間とし，教員と

SA は適宜質問や相談を受け付けた．また授業時間以外の予習・復習の代わ
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りにプロジェクトの活動を行うよう指示した．4 週間目には受講生相互で

のピアレビューを実施した．  

 

3.5 提出物とその形式  

Viscuit を用いて作品を制作することがプロジェクトのゴールだが，

Viscuit の作品だけを見せられてもその趣旨や良さは分かりにくい．そのた

めこのプロジェクトでは，制作した作品を紹介する 2 分の動画と説明文を

作り，この二つを提出することを求めた．それぞれ，下記のような内容と

した． 

(a) 動画 

Viscuit を用いて制作したプログラムについて，少なくとも以下の 2 つ

のことが伝わるよう，2 分の動画を作って提出することを求めた．  

どんなものを作ったのか：制作した Viscuit の作品を実際に動作させて

いるところが分かるような動画であることを条件とした．一番おもしろ

いところ，見所になるところを見せながら，その作品が何であるか，ど

うして面白いのか，なぜその作品を作ったのか等をピアレビューを担当

する他の受講生に分かるよう，言葉で説明することを条件とした． 

作品を作るときにどこを工夫したのか：Viscuit を使って作品を作ると

きに工夫したところ，苦労したところが分かるような説明を求めた．ど

んなふうに工夫したのか，何が苦労するところだったのかが，動画を見

て分かるように言葉で説明することが望ましいとした．  

(b) 説明文 

制作した動画について，少なくとも以下のことが分かるような説明文書

を短いレポートとして作ることを求めた．レポートの書き方については

他の授業などで扱っていることを前提として特別な指導はしなかった

が，参考として神田外語大学『基礎演習ガイドブック』(pdf 版)を紹介し

た． 

制作した人の学籍番号と氏名：説明文には，作品を制作した受講生の学

籍番号と氏名が必ず分かるように明記することを求めた．ピアレビュー

では提出されたファイルをそのまま担当者に見せるため，記載がないと
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未提出扱いになることも確認した．  

作品の説明：どのジャンルの作品を制作したのか，また制作した作品の

意図や工夫した点など，プログラミングや動画制作にあたって，参考に

した他の人の作品や資料，文献などを引用しながらまとめること強調し

た．引用した文献は文献リストとしてまとめることとした．  

ピアレビューの都合上，提出されるファイルの形式を指定した．具体的

には下記のような条件が付けられた．これを満たさない場合，ピアレビュ

アーが動画や説明文を見つけられず，未提出と判断されることもあり得る． 

(1) 制作した人の学籍番号と氏名が動画の先頭で分かるようにすること 

(2) 提出するファイルすべてについて，ファイル名に学籍番号と氏名を

含めること 

(3) 関係のないものを提出しないこと 

 

3.6 ピアレビューの位置づけ 

プロジェクトの成果物や，プロジェクトを通じて何を学んだのかについ

て，受講生同士のピアレビューによって評価した．ただし，本授業ではピ

アレビューを決定的な評定のためのものとは考えていない．すなわち受講

生のピアレビューの結果がそのまま成績になるわけではない．受講生によ

るピアレビューを参考にしつつ，最終的には教員が判断する． 

ピアレビューを実施する大きな理由は，ピアレビューを担当する者が多

くのことを学ぶ機会であるという考えによる．本授業でのプロジェクトは

全員が同一のゴールに向けて活動してその成果物の完成度を競うものでは

なく，緩やかな要件を各自で解釈し，その説明を行うというものである．

受講生の成果物は多様であり，各自の必要とする技法や知識は同一ではな

い．ある受講生は他の受講生とは異なる知識を自分で学び，異なる技法を

用いて作品を制作することになる．したがって，他の受講生の作品を内省

的に鑑賞することを通じて，自分とは異なる知識や技法を学ぶ契機になり

うる．そして自分の理解の不足しているところを省みたり，次にどのよう

なことを学ぶかを考える機会を創出する可能性がある．  

単に作品を鑑賞するだけでいつでもそのような学びが起きるとは限ら
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ない．そのため本授業のピアレビューでは，内省的な鑑賞を促す評価シー

トをデザインした．評価シートは 29 の設問から構成される．多肢選択の

ものと記述とからなり，実際には Google Form で実現した．評価シートは

付録に掲載した．  

ピアレビューは授業の 1 コマを使って実施した．受講生には評価シート

を使って自分以外の 3 件の作品について責任を持ってレビューを行い，そ

の日のうちに提出することを求めた．ピアレビューの担当は提出された作

品について，教員がランダムに割り当てた．プロジェクトの成果物を提出

していないメンバーであっても，他の受講生の作品をレビューする機会を

担保した．ピアレビュー自体が学びのプロセスのため，これはとても重要

である．ただし，非提出者のピアレビューは一方的になるため，成績評価

には加味しないこととした．ピアレビューの結果は，レビュー担当者を匿

名化した上で，クラス全体で共有した．  

ピアレビュー対象となる作品は，授業前に教員に提出させた．教員は提

出されたファイルすべてをそのままの形で Google Drive のフォルダに置

き，受講生全員がすべての成果物を参照できる状態とした．ファイル名を

統一的に変更したり，受講生ごとにフォルダを分けたり等の措置はしない

こととした．受講生はピアレビューにあたり，自分が担当する作品をフォ

ルダの中からまず探し出す必要がある．制作者の名前や学籍番号などの情

報が作品のファイル名に分かりやすく含まれていない場合，レビュー担当

者はすべてのファイルを開いて探さなければならない，ということである．

分かりやすいファイル名がなく，ファイルを開いて探しても見当たらない

場合は，レビュー担当者は「作品が見つからなかった」ことを指摘し，レ

ビューをしなくてもよい，ということにした．  

このため，本当は作品を提出していたとしても，分かりやすいファイル

名を付けたり，動画の冒頭でタイトルや名前などを入れたりしていない場

合は見つけてもらえず，評価されないことが起こりうる．「本当は提出した

にもかかわらず，見落とされ，評価が付かない」という問題である．本授

業ではこれを問題とは見做さず，「授業のレポートや提出物には分かりやす

い・見やすい形で名前やタイトルを入れる必要がある．さもなければ評価
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者に無用の労力をかけてしまい，印象が悪くなり，それでも見落とされて

しまう危険性がある」ということを学ぶ機会とした．実際には，最終的に

すべての作品を教員がチェックするため，この問題は回避される．むしろ

ピアレビューという形態を取ることで，受講生は提出側・評価側の両面か

ら関わる機会となり，上記のような学びを実現することのメリットが大き

いと考えられる． 

ピアレビュー後のリアクションペーパーに記入させ，実際にピアレビュ

ーを通じてどのようなことを学んでいるのかを収集することとした．  

 

4. 実践結果 

2022 年後期に開講された GLA 学部の「コンピュータ・サイエンス概論」

において，ここまでに述べた授業設計の基づく授業を実践した．本授業の

実践にあたり，SA が 1 名，割り当てられた．SA は授業中の受講生の質問

や相談に対応したり，事前に授業内容をチェックし，専門的過ぎないか，

難易度が高すぎないか，誤解の余地がないか，などを確認したりした．ま

た，プロジェクト実践においては，SA 自身もプログラミングを行い，過剰

に時間を取らないかなどのチェックを担当したほか，授業時間内には受講

生の制作を支援した． 

この授業の履修者は GLA 学部 2 年生の 14 名であった．本稿執筆時点で

第一プロジェクトを実施し，ピアレビューまで完了している．提出された

成果物は 11 件であった．第一プロジェクトの提出時点で出席に問題のな

い学生が 11 名であったため，授業を実際に受講している全員が提出でき

たと考えられる．  

提出された成果物は，提出すべきであると指定された動画ファイルと説

明文ファイルの 2 つのファイルが欠けることなく提出されていた．  

提出された動画ファイルから，Viscuit のプログラムを抜粋した一例を図

4 に示す．この図に示されている作品は，いわゆる「ブロック崩し」ゲー

ムである．ステージの下にある水色のバーを操作し，ステージ内を跳ね回

る黄色いボールを打ち返し，スマイルマークを模して並べられたピンクの

ブロックにぶつけ，壊していくというルールである．  
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学習者が自分で見つけた YouTube 上の作例を見ながら自分で手元の

Viscuit 環境に再現し，自分で改造したものである．ボールがブロックにぶ

つかったときにどのように跳ねるのかを網羅するよう，いくつものメガネ

を定義していることが分かる．  

 

図 4 制作された作品の一例  

 

5. まとめ 

神田外語大学 GLA 学部の学生に向けて，先行研究が明らかにしたデザイ

ン原則にのっとり，プロジェクトを中心としたコンピュータ・サイエンス

の授業をデザインした．この授業は選択必修の授業として実践した．本稿

では，第一プロジェクトを中心として実践の報告を行った．  

第一プロジェクトではコンピュータをプログラムして作品を作ること

が求められた．ビジュアルプログラミング言語である Viscuit を用いるこ

とで，受講生が自分なりの作品をプログラミングできた．  

授業では Viscuit のごく限られた基本的な操作とルールだけを教えてお

り，実際の作品を作るにあたっては，受講生は自分で必要な情報を吟味す

る必要があった．具体的には，授業資料だけではプロジェクトが遂行でき

ない可能性が非常に高く，インターネット上のさまざまな学習資源を活用

する必要があったと考えられる．そしてほぼ全員が作品を作り上げ，提出
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することができたことから，受講生に対して個々の知識や操作方法などを

教えなくても授業外での探究が可能であったと考えられる．  

またピアレビュー後に記入させたリアクションペーパーから，ピアレビ

ューの活動を通じて多くのことを学んでいることも示唆された．受講生は

他の受講生の作品をレビューすることで Viscuit の可能性について学び，

また作品の見せ方についても学んでいること，また自らの学びを計画的に

進めることの重要性を学んだことが示唆された．   

プログラミングを用いて作品を作ることにより，作品内で表現しようと

する対象について深く理解している必要があることが，学習においては有

用に働くかもしれない．たとえばブロック崩しを作るには「ボールが跳ね

返る」ことをプログラミングする必要があるが，コンピュータは「ボール

が跳ね返る」という現象をそのまま扱うことはできない．「ボールが跳ね返

るとはどういうことか」について，メガネを使って表現する必要がある．

つまり，ブロック崩しを作るためには，ボールが跳ね返るということを，

一貫した形で，より細かく表現する必要がある．より深く理解させたい内

容がある場合，それに関する作品を作るプロジェクトとして学ばせること

に可能性があるかもしれない．Viscuit には文法エラーもなく，習熟も容易

であり，アプリやサービスを実装するためというよりは，表現のツールと

しても利用できる．このため，コンピュータ・サイエンスに限らず，神田

外語大学の他の授業にも持ち込めるかもしれない．  

今回の実践において先行研究を踏まえたデザインの手法の有望さが示

唆された．しかし学習内容についての継続的な検討が必要と思われる．大

学入試科目にも教科情報が導入されることが決まり，高校までで扱う教科

情報の内容にも今回の授業で示した内容が採用され，大学入学時点で既修

となる可能性も高い．教養としてのコンピュータ・サイエンスの授業の在

り方は，後続科目も含め今後も継続的に検討する必要があるだろう． 
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付録. 評価シートの設問  

1-1: この作品はあなたから見てどのようなに見えたのか，制作者の意図を

くみ取って簡潔に説明してください  

1-2:この作品をもっと良くするにはどうしたらいいか，できるだけ具体的

に記入してください  

1-3:その他，この作品についての感想などをできるだけ具体的に記入して

ください 

2-1:レビュー対象となっている動画のファイル名について，もっとも当て

はまるものを選んで下さい  
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2-2:レビュー対象となっている説明文(レポート)のファイル名について，

もっとも当てはまるものを選んで下さい  

3-1:動画の最初に，制作者の名前と学籍番号が示されているか，もっとも

よく当てはまるものを選んで下さい  

3-2:動画の冒頭で，Viscuit で制作した作品のジャンルが示されているか，

もっともよく当てはまるものを選んで下さい  

3-3:Viscuit で作った作品が具体的に紹介されているか，もっともよく当て

はまるものを選んで下さい  

3-4:Viscuit で作った作品の一番おもしろいところや一番のみどころが説

明されているか，もっともよく当てはまるものを選んで下さい  

3-5:Viscuit で作られた作品の意義について，理解や共感ができるかどうか，

もっともよく当てはまるものを選んで下さい  

3-6:Viscuit で作品を作るときの工夫が具体的に紹介されているか，もっと

もよく当てはまるものを選んで下さい  

3-7:Viscuit で作品を作るときに苦労したところや，なぜその苦労が必要だ

ったのか，どうやって解決したのかが紹介されているか，もっともよく当

てはまるものを選んで下さい  

3-8:動画の全体の長さが適切であるか，もっともよく当てはまるものを選

んで下さい 

3-9:動画内で他者が権利を持っていると考えられる映像・音楽等の引用が

適切であるか，当てはまるものをすべて選んで下さい  

4-1:説明文の本文に先立ち，制作者の名前と学籍番号が示されているか，

もっともよく当てはまるものを選んで下さい  

4-2:説明文の冒頭で，Viscuit で制作した作品のジャンルが示されているか，

もっともよく当てはまるものを選んで下さい  

4-3:Viscuit で作った作品が何であるのか，また作品を動作させたときにど

のようになるのかが分かるか，もっともよく当てはまるものを選んで下さ

い 

4-4:Viscuit の作品の一番おもしろいところや一番のみどころが紹介され

ているか，それがなぜ面白いところなのかが説明されているか，もっとも
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よく当てはまるものを選んで下さい  

4-5:Viscuit で作られた作品の意義について，理解や共感ができるかどうか，

もっともよく当てはまるものを選んで下さい  

4-6:Viscuit で作品を作るときの工夫が適切に紹介されているか，もっとも

よく当てはまるものを選んで下さい  

4-7:説明文の長さが適切であるか，もっともよく当てはまるものを選んで

下さい 

4-8:説明文の中で他者が権利を持っていると考えられる図表や文献の引用

が適切であるか，当てはまるものをすべて選んで下さい  

5-1:動画や説明文で紹介されている Viscuit で作られた作品のジャンルは，

次に示す選択肢のうち，どれに該当するものだと受け取ったか，もっとも

よく当てはまるものを選んで下さい  

5-2:この Viscuit で作られた作品には，どの程度オリジナリティがあるか，

もっともよく当てはまるものを選んで下さい  

5-3:この Viscuit で作られた作品の内容には，どのような良さがあるか，も

っともよく当てはまるものを選んで下さい  

5-4:作品の制作過程での工夫や苦労などが十分に説明されているか，もっ

ともよく当てはまるものを選んで下さい  

6-1:この作品のレビューを通じて，良かったところをできるだけ具体的に

記入してください  

6-2:この作品のレビューを通じて，困ったことをできるだけ具体的に記入

してください 

6-3:この作品のレビューを通じて，自分の作品に取り入れたいことや，自

分が今後，似たようなプロジェクトに取り組むときに気をつけたいこと，

その他の気づいたことや学んだこと，できるだけ具体的にできるだけたく

さん記入してください 
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ICP（Innovative Classroom Practice Conference）カンファレンス 2022開催報告 

 

■概要 

2022 年 12 月 10 日（土）に、教育イノベーション研究センター主催の ICP（Innovative 

Classroom Practice Conference）カンファレンス 2022を開催しました。ICPカンファレン

スは、新しく挑戦的な教育実践・学習環境構築などに関する取り組みを、学校種別は問わず

幅広い方々との交流を通じて共有することを狙いとした大会です。2022 年は、情報教育お

よび文系学生を対象としたデータサイエンス教育を中心テーマとして開催しました。詳細

は以下のとおりです。 

 

1.日程 

2022年 12月 10日(土曜日)10:00～17:30 

 

2.開催場所 

神田外語大学（GLAコモンズ、クリスタルホール、3号館 2階教室） 

 

3.プログラム 

第 1部：学内学習施設見学ツアー＆意見交換会 

10:00～12:00 学内学習施設見学ツアー＆意見交換会 

第 2部：講演＆パネルディスカッション 

13:00～13:45 講演１「情報教育は主体的な学習のためにいかに役立つのか」 

遠山 紗矢香先生（静岡大学） 

13:50～14:35 講演２「文系学生も対象にしたノーコードツールによるデータ 

サイエンス入門教育プログラムの事例」 

田尻 慎太郎先生（北陸大学） 

15:00～15:50 パネルディスカッション 

        登壇者：遠山先生、田尻先生、石井雅章（神田外語大学 GLA学部） 

         司会：近藤秀樹・井芹俊太郎（神田外語大学 LTIセンター）  

第 3部：BIツールハンズオンセミナー 

16:00～17:30 「Tableauハンズオンセミナー」 

講師：田尻 慎太郎先生（北陸大学） 

 

4.参加人数 

第 1部：約 20名（千葉大学からの臨時参加学生を含む） 

第 2部：15名 

第 3部：4名 
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5.第 1部～第 3部の詳細 

第 1部は、ICPカンファレンスの参加申込者、および千葉大学教育学部の英語教育・応用

言語学のゼミ生と一緒に学内の学内学習施設の見学ツアーを行った後、参加者の皆様と一

緒に「学習施設」について考えるディスカッションを行いました。ディスカッションでは、

教育者あるいは学習者の観点、複数大学の比較の観点からなど多様な意見が挙がりました。 

  

第 2部は、情報教育は主体的に学ぶことをどのように後押しするのか（遠山紗矢香先生）、

文系学生を対象としたデータサイエンス入門教育プログラムの実践事例（田尻慎太郎先生）

の 2つの講演の後、講演者を交えたパネルディスカッションを行いました。パネルディスカ

ッションでは、高校の情報教育の課題、自然言語との対比からみた人工言語教育の可能性に

ついての意見交換が盛り上がりました。 

  

第 3部は、第 2部で講演いただいた田尻慎太郎先生を講師として、Tableauを用いたデー

タの収集・分析の基礎を体験するハンズオンセミナーを開催しました。セミナーの後半では、

Tableau でデータを可視化したレポートやストーリーを参加者間で見せ合う成果物の共有

ワークがありました。終了後には、参加者からは「今後の仕事や教育での活用を検討したい」

といった意見も挙がりました。 

 

※編集後記 

2023 年も 12 月に ICP カンファレンスを開催予定です。詳細は、2023 年の秋に公開される

情報をご参照ください。 

教育イノベーション研究センター年報 編集委員 
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